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　４月　５日（金） 　９月２７日（金） ２講時 １０：３５ ～ １２：２０

　４月１１日（木） ３講時 １３：１０ ～ １４：５５

１１月２８日（木） ４講時 １５：０５ ～ １６：５０

　５月３１日（金） １１月２９日（金） ５講時 １７：００ ～ １８：４５

　６月１０日（月） １２月２７日（金）

　６月１１日（火） ～１月　５日（日）

　８月　６日（火） 　１月　６日（月）

　２月　７日（金）

　８月１２日（月）

～９月２０日（金） 　２月２４日（月）

～３月３１日（月）

　３月２５日（火）

　３月３１日（月）

（注）
　・　５月　９日（木）は「振替月曜日」として
　　月曜日の時間割で授業を行う。
　・　７月１６日（火）は「振替月曜日」として
　　月曜日の時間割で授業を行う。
　・１１月　５日（火）は「振替月曜日」として
　　月曜日の時間割で授業を行う。
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教育学部
ガイダンス

履修について
の問合せ先

４月　８日(月)
～

４月　９日(火)
共通教育センター

　　　　④　履修登録を行った授業科目について、その履修を取り止める場合には、速やかに担当教員

　　　　　単位」「体育２単位」「外国語コミュニケーション２単位」及び「数理、データ活用及び人

　　　　　工知能に関する科目２単位または情報機器の操作２単位」が必要となるので、基盤教育科目

　　　　　に申し出るとともに所定の期間に所定の手続きをすること。

　　　　　行うこと。履修登録を行わなかった授業科目の単位は与えない。

　　　　②　履修科目が決定したら、定められた期間内に教務情報ポータルシステムにより履修登録を

　　　　⑤　履修登録科目の確認、成績の確認等は教務情報ポータルシステムにより行うこと。

　　　　　として履修すること。

Ⅰ　授業科目の履修

　　　履修科目の申告及び履修登録について

　（１）履修科目の申告及び登録

　　　　希望する授業科目を履修するには、教務情報ポータルシステムにより履修登録を行わなければ

１ 年 次

学　　年

　　　　また、ガイダンス時においても説明を行うので必ず出席すること。

　　　ならない。詳細については後日掲示されるので見落としの無いように注意すること。

第１、２クォーター・前学期及び通年の授業科目の履修登録期間は以下を予定している。

履 修 登 録 期 間

「大学共通教育履修案内」参照

２年次以上
４月 ４日（木）～１７日（水）

４月 ４日(木) 教育学部学務グループ
〔修正期間：１８日(木)～２４日(水)〕

　（２）その他

　　　　①　教育職員免許状取得に際しては、教育職員免許法及び同施行規則に基づき「日本国憲法２

　　　　③　教室の定員等を超えた場合は、履修が認められないことがある。

-3-



　れた科目は、一種免許状取得の場合にその科目を修得していないと免許が修得

　できないことを示している。

・中学校教科及び教科の指導法・中等の複合科目～高等学校「情報」の教科及び

　教科の指導法の科目は、幼稚園及び小学校の免許区分には該当しない。

授業科目の単位数を表示している。

授業担当教員名を表示している。

授業の開講曜日及び講時を表示している。

授業科目の履修年次を表示している。

・教育職員免許法及び同法施行規則に定められた科目（記号・略号）を６頁の表

・各免許区分名欄に「一般的包括的内容を含む」とあり、記号（○・△・◇等）

　示している。

同一授業科目で単位の累加が認められているものは、「可」の表示をしている。

　※教育実践力養成プログラムに対応する授業科目に「可」の表示がある場合、

前・後学期の単位累加を必修とするものは、「◎」の表示をしている。

時間数を表示している。

を示している。

週時間数の数字1.2.3.4は、毎週１回それぞれ53.105.158.210分の授業であること

単 位

卒業タイプ名のことである。（詳細は、履修要項参照）

担 当 教 員

授 業 形 態

単 位 の 累 加

開 講 区 分

週 時 間 数

　　累加分の単位はプログラム取得のためには使用できないので注意すること。

授業の形態（講義・演習・実験・実習の別）を表示している。

授業の開講区分（前期・後期・１Ｑ～４Ｑ・通年・集中講義等の別）及び毎週の

免 許 区 分

　のように表示している。

（ただし、当該学年以上の者は履修可とする。）

履修年次は、原則として何年次の学生が履修すべき科目であるかを示している。

曜 日 講 時

履 修 年 次

等が記載されている。

オンデマンドの場合、「備考」欄や「①連絡担当教員②開講日程」欄に視聴期間

・免許の種類毎に、修得する際に必要な内容を記載している。

　が付された科目は、その科目を修得していないと免許が取得できないことを

授 業 方 法 　空欄…対面　　　◎…オンライン　　　○…オンデマンド

・各免許区分名欄に「コアカリキュラムを含む」とあり、記号（●・▲）が付さ

　開講学部（○・・）を表示している。

の表示と異なる部分がある場合には、この「授業科目一覧」の指示により履修すること。

科 目 区 分

時 間 割 コ ー ド

各コース（系・選修）及び課程における科目区分を表示している。

授業科目の時間割コードを表示している。

　必･･･必修科目　　　選必･･･選択必修科目　　　無印･･･選択科目

この欄に「Ａ」「Ｂ」とあるのは、小学校及び中学校の免許状取得組み合わせの

・他学部で開講される授業科目は、「他学部開講の授業科目」欄に○印を付し、

ク ラ ス コ ー ド

ナンバリングコード

授 業 科 目

Ⅱ　授業科目一覧
　　　授業科目一覧の見方

  各年度において授業科目及び履修区分等を変更することがあるので、入学時に配付した「履修要項」

授業科目のクラスコードを表示している。

教育課程における当該授業の位置づけ等を示したコードを表示している。

　※ナンバリングコードの説明については、５頁を参照

卒業に必要な授業科目を次のように表示している。卒 業 要 件

各コ－ス（選修・専攻）及び課程において開設する授業科目を表示している。
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№

①

②

③

④

COE ＝地域志向教育プログラム

 難易度コード

JTP ＝日本語教師養成プログラム

① 連 絡 担 当 教 員 非常勤講師に連絡等したい場合は、連絡担当教員に相談ください。

② 開 講 日 程 集中講義の日程が記載されている。

頁を参照すること。興味のある学問分野があれば、教務情報ポータルシステム

で検索できる。

教育プログラムは次のとおりである。

 学問分野コード

SUS ＝サステイナビリティ学教育プログラム

 コード

各学問分野における当該授業科目の難易度を示す。

卒業論文,卒業研究,卒業制作等：５　　　レベル分けが困難な科目：９

３年次から履修可能な科目：３　　　４年次から履修可能な科目：４

１年次から履修可能な科目：１　　　２年次から履修可能な科目：２

MDA ＝数理･データサイエンス･AI 教育プログラム

当該授業科目を構成科目とする教育プログラムを示す。教育学部に関係する

GCP ＝グローバルコミュニケーションプログラム

ENT ＝アントレプレナーシップ教育プログラム

 教育プログラム

説　　明

当該授業科目を実施する部局を示すコードである。教育学部専門科目には「P」

が付いている。

基盤教育科目には「KB」、他学部専門科目について、人文社会科学部には「L」、

当該授業科目の学問分野を示すコードである。学問分野コードの一覧は１３７

各コードの説明

コード名

 部局コード

理学部には「S」、工学部には「T」、農学部には「A」がそれぞれ付いている。

ナンバリングコードについて

　ナンバリングコードは、教育課程における当該授業の位置づけ等を示したコードであり、体系的な教

育課程を編成するため、次の項目についてアルファベットや数字で表示したものである。

例）

 P　-　EDU　-　1　-　COE

①　-　②　-　③　-　④

詳細な日程が記載されていないものに関しては、後日担当教員と学務グループ

※履修指定の表記については、以下のとおりである。

　 F1：教実,家,特支 　F2：国,社,美 　F3：英,数,音 　F4：理,保体,技

　 T1：教実,英,理,家　　T2：国,社,数　　T3：音,美,保体,技,特支

そ の 他

より教務情報ポータルシステム等で通知予定。

備考欄には、履修指定、代替科目、隔年開講等の所要事項を表示している。
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各科目に含めることが必要な事項

 教育の理念並びに教育に関する歴史
 及び思想

［基１］ ［基１］ ［基１］ ［基１］ ［基１］

 教職の意義及び教員の役割・職務内容
 （チーム学校運営への対応を含む。）

［基２］ ［基２］ ［基２］ ［基２］ ［基２］

 教育に関する社会的、制度的又は経営
 的事項（学校と地域との連携及び学校
 安全への対応を含む。）

［基３］ ［基３］ ［基３］ ［基３］ ［基３］

 幼児、児童及び生徒の心身の発達及び
 学習の過程

［基４］ ［基４］ ［基４］ ［基４］ ［基４］

 特別の支援を必要とする幼児、児童
 及び生徒に対する理解

［基５］ ［基５］ ［基５］ ［基５］ ［基５］

 教育課程の意義及び編成の方法
 （カリキュラム・マネジメントを含む。）

［基６］ ［基６］ ［基６］ ［基６］ ［基６］

 道徳の理論及び指導法 ［指１］ ［指１］

 総合的な学習の時間の指導法
 〔総合的な探究の時間の指導法〕

［指２］ ［指２］ ［指２］

 特別活動の指導法 ［指３］ ［指３］ ［指３］

 教育の方法及び技術
≪教育の方法及び技術（情報機器及び教
材の活用を含む。）≫

［指４］ ［指４］ ［指４］ ［指４］ ［指４］

 生徒指導の理論及び方法 ［生１］ ［生１］ ［生１］ ［生１］

 教育相談（カウンセリングに関する基
 礎的な知識を含む。）の理論及び方法

［生２］ ［生２］ ［生２］ ［生２］ ［生２］

 進路指導及びキャリア教育の理論及び
 方法

［生３］ ［生３］ ［生３］

 幼児理解の理論及び方法 ［生４］

 道徳、総合的な学習及び特別活動に
 関する内容

［指５］

 情報通信技術を活用した教育の理論
 及び方法

［指６］ ［指６］ ［指６］ ［指６］ ［指６］

５ 教育実習　【養護実習】 ［教実］ ［教実］ ［教実］ ［教実］ ［養実］

６ 教職実践演習 ［実演］ ［実演］ ［実演］ ［実演］ ［実演］

【　】は、養護教諭の場合、≪　≫は幼稚園及び養護教諭の場合、〔 〕は高校教諭の場合

記号

［特１］

［特２］

［特３］

［特４］

［特５］

欄
科目の区分

小 中

４

「授業科目一覧および授業時間割等に記載される略号について」（参考）

心身に障害のある幼児、児童又は生徒についての教育実習

「特別支援教育に関する科目」の略号

特別支援教育に関する科目

特別支援教育の基礎理論に関する科目

特別支援教育領域
に関する科目

心身に障害のある幼児、児童又は生徒の心理、生理及び病理に関する科目

心身に障害のある幼児、児童又は生徒の教育課程及び指導法に関する科目

免許状に定められることとなる特別支援教育領域以外の領域に関する科目

幼 養護

３
教育の基礎
的理解に関
する科目

道徳、総合的
な学習の時間
等の指導法及
び生徒指導、
教育相談等に
関する科目

高
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Ⅱ　授 業 科 目 一 覧
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科目区分
時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ　 ー　 ド

学
校
教
育

 
卒
業
要
件

養
護
教
諭

　
卒
業
要
件

授業科目
単
位

担 当 教 員

授
業
形
態

単
位
の
累
加

開 講
区 分

週
時
間
数

授
業
方
法

履
修
年
次

●：
コアカリ
キュラム
を含む

幼稚園
免　許
区　分

小学校
免　許
区　分

中学校
免　許
区　分

高　校
免　許
区　分

養　教
免　許
区　分

備 　　　考 教室
①連絡担当教員

②開講日程

P2001 A1 P-EDU-1 教育原理（Ａ） 2 坂本　達也 講義 前 2 木 1 1 基１ 基１ 基１ 基１ 基１ 履修指定：F1＋F2 D101

P2001 A2 P-EDU-1 教育原理（Ｂ） 2 坂本　達也 講義 後 2 木 1 1 基１ 基１ 基１ 基１ 基１ 履修指定：F3＋F4＋養教 D201

P2002 A1 P-EDU-1 教職概論（Ａ） 2 今泉　友里 講義 前 2 木 2 1 基２ 基２ 基２ 基２ 基２ 履修指定：F1＋F2 D101

P2002 A2 P-EDU-1 教職概論（Ｂ） 2 今泉　友里 講義 前 2 木 4 1 基２ 基２ 基２ 基２ 基２ 履修指定：F3＋F4＋養教 D201

P2003 A1 P-EDU-3 教育の制度と経営（Ａ） 2 加藤　崇英 講義 前 2 木 4 3 基３ 基３ 基３ 基３ 基３ 履修指定：F1＋F2 D101

P2003 A2 P-EDU-3 教育の制度と経営（Ｂ） 2 加藤　崇英 講義 前 2 火 2 3 基３ 基３ 基３ 基３ 基３ 履修指定：F3＋F4＋養教 D201

P2004 A1 P -EDU-1-JTP 教育心理学（Ａ） 2 渡部　玲二郎 講義 後 2 木 1 1 基４ 基４ 基４ 基４ 基４ 履修指定：F1＋F2 D101

P2004 A2 P -EDU-1-JTP 教育心理学（Ｂ） 2 渡部　玲二郎 講義 前 2 木 1 1 基４ 基４ 基４ 基４ 基４ 履修指定：F3＋F4＋養教 D201

P2005 A1 P-EDU-1 必 必
特別な支援を必要とする
子どもの理解と支援

1

田原　敬
細川　美由紀
石田　修
勝二　博亮
新井　英靖
井口　亜希子

講義 1Ｑ 2 金 4 ◎ 1 ● 基５ 基５ 基５ 基５ 基５ 全選修一斉オンライン D201

P2006 A1 P-EDU-2 教育課程論（Ａ） 2 佐藤　環 講義 前 2 月 1 2 基６ 基６ 基６ 基６ 基６ 履修指定：F1＋F2 D101

P2006 A2 P-EDU-2 教育課程論（Ｂ） 2 佐藤　環 講義 後 2 月 1 2 基６ 基６ 基６ 基６ 基６ 履修指定：F3＋F4＋養教 D201

P2007 A1 P-EDU-3 道徳教育の理論と指導法（Ａ） 2 宮本　浩紀 講義 前 2 月 2 3 指１ 指１ 指５ 履修指定：F1＋F2 D102

P2007 A2 P-EDU-3 道徳教育の理論と指導法（Ｂ） 2 宮本　浩紀 講義 前 2 木 3 3 指１ 指１ 指５ 履修指定：F3＋F4＋養教 D201

P2008 A1 P-EDU-3 総合的な学習の時間の指導法（Ａ） 1 打越　正貴 講義 ２Ｑ 2 月 3 3 指２ 指２ 指２ 指５ 履修指定：F1＋F2 D201

P2008 A2 P-EDU-3 総合的な学習の時間の指導法（Ｂ） 1 打越　正貴 講義 1Ｑ 2 月 3 3 指２ 指２ 指２ 指５ 履修指定：F3＋F4＋養教 D201

P2009 A1 P-EDU-3 必 必 特別活動論 1 （非）小林　祐紀 講義 １Ｑ 2 水 1 ◎ 3 ● 指３ 指３ 指３ 指５ 全選修一斉オンライン D102 ①生越達

P2010 A1 P-EDU-2 教育の方法と技術（Ａ） 2 杉本　憲子 講義 前 2 木 2 2 指４ 指４ 指４ 指４ 指４ 履修指定：F1＋F2 D102

P2010 A2 P-EDU-2 教育の方法と技術（Ｂ） 2 杉本　憲子 講義 後 2 木 2 2 指４ 指４ 指４ 指４ 指４ 履修指定：F3＋F4＋養教 D201

P2010 A3 P-EDU-2 教育の方法と技術（Ｃ） 2 杉本　憲子 講義 前 2 火 4 2 指４ 指４ 指４ 指４ 指４ 履修指定：2021年度以前入学者 B304

P2014 A0 P-EDU-3 必 必
ICTを活用した教育
の理論及び方法

1 （非）小林　祐紀 講義 ２Ｑ 2 水 1 ◎ 3 ● 指６ 指６ 指６ 指６ 指６
2022年度以降入学者対象科目
全選修一斉オンライン D102

P2011 A1 P-EDU-2
生徒指導並びに進路指導及び
キャリア教育の理論と方法（Ａ）

2 生越　達 講義 後 2 木 2 2
生１
生３

生１
生３

生１
生３

生１ 履修指定：F1＋F2 D101

P2011 A2 P-EDU-2
生徒指導並びに進路指導及び
キャリア教育の理論と方法（Ｂ）

2 生越　達 講義 前 2 木 2 2
生１
生３

生１
生３

生１
生３

生１ 履修指定：F3＋F4＋養教 D201

P2012 A1 P-EDU-3 教育相談（Ａ） 2 三輪　壽二 講義 前 2 木 3 3 生２ 生２ 生２ 生２ 生２ 履修指定：F1＋F2 D101

P2012 A2 P-EDU-3 教育相談（Ｂ） 2 三輪　壽二 講義 前 2 月 2 3 生２ 生２ 生２ 生２ 生２ 履修指定：F3＋F4＋養教 D201

P2013 A0 P-EDU-2 幼児理解の理論と方法 2
神永　直美
生越　達
三輪　壽二

講義 前 2 水 1 2 生４ B208

●必

必 必

必

●必 必

必

●

必 ●

必

必

必

必

道徳、総合的
な学習の時間
等の指導法及
び生徒指導、
教育相談に関

する科目

必

●

必 ●

曜日
講時

１．教育の基礎的理解に関する科目等

●

●

必

必

必

必

教育の基礎的
理解に関する

科目

●

必 ●

必
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２．教育実践に関する科目　 【教育実践に関する科目（教育実習指導Ⅰ～教職実践演習（教諭））は学務グループで履修登録するので、履修登録は不要です】

教育実習
　①幼稚園・小学校の教育実習

教
育
実
践

・

教
科
教
育

特
別
支
援

養
護
教
諭

教育実習 ○事前指導

P3001 A0 P-EDU-1 教育実習指導Ⅰ 1
宮本　浩紀
五島　浩一

実習 1 必 必 選 ▲ ■ ★ 教実 ▲ ■ 教実 ［注１］を参照のこと ※

○小学校・中学校・高等学校教育実習（事後指導を含む）

P3002 A0 P-EDU-3 教育実習（小学校）Ⅰ 4 上地　勝 実習 3 選必 必 ▲ 教実 ▲ 教実 ※

P3003 A0 P-EDU-4 教育実習（小学校）Ⅱ 2 上地　勝 実習 4 選必 選 ■ 教実 ■ 教実 ※

P3004 A0 P-EDU-4 教育実習（小学校）Ⅲ 2 上地　勝 実習 4 選 選 ■ 教実 ■ 教実 ※

○幼稚園教育実習（事後指導を含む）

P3005 A0 P-EDU-3 教育実習（幼稚園）Ⅰ 2 上地　勝 実習 3 選 選 ★ 教実 ［注２］を参照のこと ※

P3006 A0 P-EDU-4 教育実習（幼稚園）Ⅱ 2 上地　勝 実習 4 選 選 ★ 教実 ※

　②中学校・高等学校・特別支援学校の教育実習

教
育
実
践

・

教
科
教
育

特
別
支
援

養
護
教
諭

教育実習 ○事前指導

P3007 A0 P-EDU-2 教育実習指導Ⅱ（Ａ） 1 五島　浩一 実習 2 必 必 教実 教実
［注１］を参照のこと
　履修指定：F１、F２
　授業は通年：前期は月曜２講時、後期は月曜１講時に実施

D101

P3007 A1 P-EDU-2 教育実習指導Ⅱ（Ｂ） 1 五島　浩一 実習 2 必 必 選 教実 教実
［注１］を参照のこと
　履修指定：F３、F４、養護教諭及び大学院教員免許取得プログラム受講者
　授業は通年：前期は月曜１講時、後期は月曜２講時に実施

D201

○中学校・高等学校教育実習（事後指導を含む）

P3008 A0 P-EDU-3 教育実習（中学校）Ⅰ 4 上地　勝 実習 3 選必 ▲ 教実 ▲ 教実 ※

P3009 A0 P-EDU-4 教育実習（中学校）Ⅱ 2 上地　勝 実習 4 選必 選 ■ 教実 ■ 教実 ※

P3010 A0 P-EDU-4 教育実習（中学校）Ⅲ 2 上地　勝 実習 4 選 選 ■ 教実 ■ 教実 ※

教室

教室について

▲ ■ ▲ ■

※▲・■どちらかの
組み合わせの履修で

コアカリキュラムを含む

高校免許区分

※▲・■・★のいずれか
の組み合わせの履修で

コアカリキュラムを含む

※▲・■どちらかの
組み合わせの履修で

コアカリキュラムを含む

履修
年次

卒業要件
（空欄は履修不可）

備　　　　　　　　考　

特
別
支
援

　
免
許
区
分

中学校免許区分

単
位

担当教員
授業
形態

幼稚園免許区分 小学校免許区分
単
位
の
累
加

授  業  科  目
単
位

担当教員
授業
形態

単
位
の
累
加

備　　　　　　　　考　

科目区分
時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ 　ー　 ド

履修
年次

卒業要件
（空欄は履修不可）

科目区分
時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ 　ー　 ド ※▲・■のどちらかの

組み合わせの履修で
コアカリキュラムを含む

授  業  科  目
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教
育
実
践

・

教
科
教
育

特
別
支
援

養
護
教
諭

○中学校・高等学校教育実習（事後指導を含む）　※中・高（保健）のみ

P3013 A0 P-EDU-4 教育実習（中等）Ⅰ 2 上地　勝 実習 4 選 ▲ 教実 ▲ 教実 ※

P3014 A0 P-EDU-4 教育実習（中等）Ⅱ 2 上地　勝 実習 4 選 ▲ 教実 教実 ※

P3015 A0 P-EDU-4 教育実習（中等）Ⅲ 4 上地　勝 実習 4 選 ■ 教実 ■ 教実 ※

教育実習 ○特別支援学校教育実習（事前事後指導を含む）　　

P3011 A0 P-EDU-4 特別支援教育実地研究 5 石田　修 実習 4 必 教実 ※

P3012 A0 P-EDU-4 特別支援教育実地研究 3 石田　修 実習 4 選 教実 副専実習 ※

［注１］ 「教育実習指導Ⅰ」と「教育実習指導Ⅱ」は併せて履修しなければならない（教育実習指導ⅠまたはⅡのみ履修することはできない。）。

［注２］ ４年次に、「教育実習（幼稚園）Ⅱ」を併せて履修しなければならない（教育実習（幼稚園）ⅠまたはⅡのみを履修することはできない）。

教
育
実
践

・

教
科
教
育

特
別
支
援

養
護
教
諭

養護実習 ○養護教諭実習　　　　　

P3016 A0 P-EDU-2 養護実習指導Ⅰ 1 竹下　智美 演習 2 必 ※

P3018 A0 P-EDU-4 養護実践指導 2 竹下　智美 演習 4 選 ※

P3019 A0 P-EDU-3 養護実習（小学校） 2 竹下　智美 実習 3 必 小学校での実習　事後指導を含む ※

P3020 A0 P-EDU-3 養護実習（中学校） 2 竹下　智美 実習 3 必 中学校での実習　事後指導を含む ※

P3021 A0 P-EDU-4 養護実習（高等学校） 2 竹下　智美 実習 4 選 高等学校での実習　事後指導を含む ※

教職実践演習

科目区分
時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ　 ー　 ド

授　 業　 科　 目
単
位

担 当 教 員

授
業
形
態

単
位
の
累
加

履
修
年
次

開 講
区 分

週
時
間
数

●：
コアカ
リ

キュラ
ム

を含む

幼稚
園

免許
区分

小学
校免
許区
分

中学
校免
許区
分

高校
免許
区分

養教
免許
区分

備 　　　考 教室について

P2015 A0 P-EDU-4 教職実践演習（教諭） 2 生越　達 演習 4 後期集中 実演 実演 実演 実演 履修指定：教育実践科学コース ※

P2015 A1 P-EDU-4 教職実践演習（教諭） 2
鈴木　一史
昌子　佳広

演習 4 後期集中 実演 実演 実演 実演 履修指定：国語選修 ※

P2015 A2 P-EDU-4 教職実践演習（教諭） 2 佐藤　邦政 演習 4 後期集中 実演 実演 実演 実演 履修指定：社会選修 ※

P2015 A3 P-EDU-4 教職実践演習（教諭） 2
安原　正貴
齋藤　英敏
青田　庄真

演習 4 後期集中 実演 実演 実演 実演 履修指定：英語選修 ※

教室について

教室について

養実

養実

養実

曜日
講時

●

●

養実

● 事前指導

●：コアカリキュラム
　　　　　　　を含む

※▲・■どちらかの組み
合わせの履修で

コアカリキュラムを含む

備　　　　　　　　考　

養護教諭免許区分

特
別
支
援

　
免
許
区
分

養実

中学校免許区分 高校免許区分

担当教員
授業
形態

単
位
の
累
加

※▲・■どちらかの組み
合わせの履修で

コアカリキュラムを含む

備　　　　　　　　考　

履修
年次

卒業要件
（空欄は履修不可）

卒業要件
（空欄は履修不可）

科目区分
時間割
コード

単
位

担当教員
授業
形態

単
位
の
累
加

履修
年次

クラス
コード

ナンバリング
コ 　ー　 ド

授  業  科  目

単
位

教職実践演習

科目区分
時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ 　ー　 ド

授  業  科  目

-10-



P2015 A4 P-EDU-4 教職実践演習（教諭） 2

松村　初
吉井　豊
梅津　健一郎
小口　祐一

演習 4 後期集中 実演 実演 実演 実演 履修指定：数学選修 ※

P2015 A5 P-EDU-4 教職実践演習（教諭） 2 青島　政之 演習 4 後期集中 実演 実演 実演 実演 履修指定：理科選修 ※

P2015 A6 P-EDU-4 教職実践演習（教諭） 2
田中　宏明
野津　雄太

演習 4 後期集中 実演 実演 実演 実演 履修指定：音楽選修 ※

P2015 A7 P-EDU-4 教職実践演習（教諭） 2
片口　直樹
向野　康江

演習 4 後期集中 実演 実演 実演 実演 履修指定：美術選修 C101

P2015 A8 P-EDU-4 教職実践演習（教諭） 2 中嶋　哲也 演習 4 後期集中 実演 実演 実演 実演 履修指定：保健体育選修 ※

P2015 A9 P-EDU-4 教職実践演習（教諭） 2

工藤　雄司
大西　有
臼坂　高司
川路　智治

演習 4 後期集中 実演 実演 実演 実演 履修指定：技術選修 ※

P2015 A10 P-EDU-4 教職実践演習（教諭） 2
野中　美津枝
石島　恵美子

演習 4 後期集中 実演 実演 実演 実演 履修指定：家庭選修 ※

P2015 A11 P-EDU-4 教職実践演習（教諭） 2
新井　英靖
石田　修

演習 4 後期集中 実演 実演 実演 実演 履修指定：特別支援教育コース ※

P2015 A12 P-EDU-4 教職実践演習（教諭） 2 瀧澤　利行 演習 4 後期集中 実演 実演 実演 実演 履修指定：養護教諭養成課程（保健免許希望者） ※

P2016 A0 P-EDU-4 教職実践演習（養護教諭） 2 瀧澤　利行 演習 4 後期集中 実演 ※

P2017 A0 P-EDU-4 教職実践演習（教諭） 2 新井　英靖 演習 4 前期集中 実演 実演 実演 実演 履修指定：９月卒業者用 ※

※教務情報ポータルシステム等にて後日要確認
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科目区分
時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ　 ー　 ド

卒
業
要
件

授　　業　　科　　目
単
位

担 当 教 員

授
業
形
態

単
位
の
累
加

開 講
区 分

週
時
間
数

授
業
方
法

履
修
年
次

幼 稚 園
免許区分

小 学 校
免許区分

中 学 校
免許区分

高　　校
免許区分

備　　　　考 教室
①連絡担当教員
②開講日程

基 底 科 目 P0001 A0 P-EDU-1 必 教育実践科学研究 2

佐藤　環
神永　直美
小林　祐紀
今泉　友里
坂本　達也

演習 後 2 火 4 1 B203

教 育 ・ 社 会 ・ 教 師 P0002 A0 P-EDU-2 選必 教師のキャリアデザイン 2 今泉　友里 講義 後 2 火 3 2 B204

P0003 A0 P -EDU-2-CEO 選必 学校・地域社会・保護者の連携 2 今泉　友里 講義 後 2 水 2 2 A534

P0004 A0 P-EDU-2 選必 学校経営と子ども 2 加藤　崇英 演習 前 2 火 4 2 A433

P0005 A0 P-EDU-2 選必 教育実践の分析 2 渡部　玲二郎 演習 前 2 火 3 2 A528

P0006 A0 選必 公共性と教育 2 坂本　達也 講義 （休講）

P0007 A0 P-EDU-2 選必 現代教育思想と実践 2 宮本　浩紀 演習 前 2 月 5 2 B203

学 校 と 子 ど も P0008 A0 P-EDU-2 選必 子ども関係といじめ 2 生越　達 講義 後 2 水 2 2 B203

P0009 A0 P-EDU-2 選必 学校と不登校問題 2 佐藤　環 演習 前 2 水 1 2 A433

P0010 A0 P-EDU-2 選必 学級経営の課題 2 髙野　貴大 演習 後 2 火 3 2 A528

P0011 A0 P-EDU-2 選必 学習指導の課題と方法 2 杉本　憲子 講義 後 2 火 4 2 B312

P0012 A0 P-EDU-2 選必 授業におけるＩＣＴ活用 2 （非）小林　祐紀 講義 前 2 火 2 2 A534 ①生越達

P0013 A0 P-EDU-2 選必 カリキュラム設計 2 佐藤　環 演習 前期集中 2 B205
②9/9(月)、9/10(火)、
9/11(水)、9/12(木)

子 ど も の
理 解 と 支 援

P0015 A0 P-EDU-2 選必 家庭教育と子ども 2 神永　直美 講義 後 2 木 4 2 B205

P0017 A0 P-EDU-2 選必 子どもと人間関係 2 神永　直美 講義 前 2 火 4 2 A432

P0019 A0 P-EDU-2 選必 相談の理論と技法 2 三輪　壽二 演習 後 2 木 3 2 B208

P0020 A0 P-EDU-3 学校教育特別演習 1 全教員 演習 後期集中 3 -

②３年次の後学期中にゼ
ミナール形式で各指導教
員の指示のもとで実施さ
れる

曜日
講時

プログラム（現代教育・
人間発達）共通科目

現代教育プログラム科目

人間発達プログラム科目

３．教育実践科学に関する科目
　教育実践科学コース
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科目区分
時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ　 ー　 ド

授　 業　 科　 目
単
位

担 　 当 　 教 　 員

授
業
形
態

単
位
の
累
加

開 講
区 分

週
時
間
数

授
業
方
法

履
修
年
次

幼稚園
免許
区分

教室
①連絡担当教員

②開講日程

領 域 に 関 す る 専 門 的 事 項 P0171 A0 P-EDU-2 幼児と健康 1

青栁　直子
神永　直美
大津　展子
西川　陽子
上地　勝

講義 ４Ｑ 2 木 1 3 ○ B204

P0172 A0 P-EDU-2 幼児と人間関係 1
未定
佐藤　環
渡部　玲二郎

講義 （休講） 3 ○

P0173 A0 P-EDU-3 幼児と環境 1

栗原　博之
佐藤　環
臼坂　高司
阿部　信一郎

講義 ４Ｑ 2 火 2 3 ○ B204

P0174 A0 P-EDU-2 幼児と言葉 1
宮﨑　尚子
田原　敬

講義 ３Ｑ 2 火 1 2 ○ B204

P0175 A0 P-EDU-2 幼児と表現 1

片口　直樹
篠田　明音
山口　哲人
臼坂　高司

演習 ４Ｑ 2 火 1 2 ○ B104

科目区分
時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ　 ー　 ド

授　 業　 科　 目
単
位

担 　 当 　 教 　 員

授
業
形
態

単
位
の
累
加

開 講
区 分

週
時
間
数

授
業
方
法

履
修
年
次

備　　　　　　　考 教室
①連絡担当教員

②開講日程

保 育 内 容 の 指 導 法 P0161 A0 PｰEDU-1 保育内容総論 2 神永　直美 講義 前 2 木 3 1 選必 （担当）学校教育 B208

P0162 A0 P-EDU-3 保育内容の指導法（健康） 2
渡邊　將司
中嶋　哲也
篠田　明音

講義 通年集中 4 ▲ 選必 （担当）保健体育
B204
1/16(木)のみB420

②
11/13(水)1-2限，
11/20(水)1-2限，
11/27(水)1-2限，
1/8(水)1-2限，
1/15(水)1-2限，
1/16(木)1-3限

P0163 A0 P-EDU-2 保育内容の指導法（人間関係） 2 神永　直美 講義 前 2 月 1 3 ▲ 選必 （担当）学校教育 B208

P0164 A0 P-EDU-1 保育内容の指導法（環境） 2

郡司　晴元
大西　有
梅津　健一郎
吉井　豊
神永　直美

講義 後 2 木 2 1 ▲ 選必 （担当）理科教育 B311

P0165 A0 P-EDU-2 保育内容の指導法（言葉） 2
神永　直美
齋木　久美

講義 ４Ｑ 4 金
１
２

2 ▲ 選必 （担当）学校教育 B208

P0166 A0 P-EDU-2 保育内容の指導法（表現） 2

秋葉　桃子
島　剛
甲斐　教行
篠田　明音
小口　あや
神永　直美

講義 前 2 火 1 2 ▲ 選必 （担当）音楽教育 C401

　　備考１：幼稚園免許状取得希望者は、上記保育内容の指導法のうち、必ず「保育内容の指導法」から一種は４科目８単位以上・二種は３科目６単位以上を修得すること。
　　　　　なお、合計修得単位に満たない場合は、その他を小学校の各教科の指導法の《幼稚園免許区分》の○の科目から修得することとし、一種は合計１６単位・二種は合計１２単位を履修すること。
　　　　　「保育内容の指導法」に充てることができる小学校の各教科の指導法の単位は、一種・二種共、合計修得単位の半数以下とし、以下の式のように計算される。

　　備考２：「小学校の教科に関する専門的事項」の科目の一部は幼稚園免許に対応しているが、学生の入学年度によって幼稚園免許上の科目区分が異なる。

　　　　　　2021年度以前入学者の場合は、幼稚園の「領域に関する専門的事項」としてみなすことができる。2022年度以降入学者の場合は、幼稚園の「大学が独自に設定する科目」として数えることができる。

　　※「もって充てることができる単位」

　　　・小学校の各教科の指導法に関する科目

　　　　（“社会”“理科”“家庭科”“外国語”の指導法以外からが望ましいが、もって充てることはできる）

　　　・特別活動の指導法

曜日
講時

 幼稚園免許要件

▲：いずれか１つ選択履
修でコアカリキュラムを
含む

領域及び保育内容の指導法に関する科目　必要要件単位 ･･･ 一種 １６単位、二種 １２単位

　（１６単位
＊
 － 領域に関する専門的事項）÷ ２ ＝ 「もって充てることができる単位」から充てることのできる上限（小数点切り捨て）

　　［
＊
；二種は１２単位で計算］

　　２）保育内容の指導法

４．教科及び教科の指導法に関する科目
（１）幼稚園教科及び教科の指導法

　　１）領域に関する専門的事項

曜日
講時

備　　　　　　　考

2022年度以降入学者対象科目

（担当）教育保健

2022年度以降入学者対象科目

（担当）家政教育

2022年度以降入学者対象科目

（担当）数学教育

2022年度以降入学者対象科目

（担当）国語教育

2022年度以降入学者対象科目

（担当）美術教育
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科目区分
時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ　 ー　 ド

授　 業　 科　 目
単
位

担 　 当 　 教 　 員

授
業
形
態

単
位
の
累
加

開 講
区 分

週
時
間
数

授
業
方
法

履
修
年
次

幼稚園
免許区分

小学校
免許区分

備　　　　　　　考 教室
①連絡担当教員

②開講日程

初 等 教 科 内 容 論 P0101 A1 P -EDU-1-JTP 初等国語科総合内容論（Ａ） 1

宮﨑　尚子
李　満紅
鈴木　裕也
齋木　久美

講義 ３Ｑ 2 火 3 1 ○ 国語
書写を含む　履修指定：F1・F2
旧「初等国語科内容論」「初等書写内容論」 D101

P0101 A2 P -EDU-1-JTP 初等国語科総合内容論（Ｂ） 1

李　満紅
宮﨑　尚子
鈴木　裕也
齋木　久美

講義 ３Ｑ 2 火 3 1 ○ 国語
書写を含む　履修指定：F3・F4
旧「初等国語科内容論」「初等書写内容論」 D201

P0103 A1 P-EDU-1 初等社会科内容論（Ａ） 1

千葉　真由美
池庄司　規江
新谷　崇
松村　好恵
佐藤　邦政
金久保　響子

講義 ３Ｑ 2 水 1 1 社会 履修指定：F1・F2 D201

P0103 A2 P-EDU-1 初等社会科内容論（Ｂ） 1

池庄司　規江
千葉　真由美
新谷　崇
松村　好恵
佐藤　邦政
金久保　響子

講義 ４Ｑ 2 水 1 1 社会 履修指定：F3・F4 D201

P0104 A1 P-EDU-1 算数科内容論 1
松村　初
吉井　豊

講義 後期集中 ○ 1 ○ 算数
全選修一斉オンライン（オンデマンド形式）
視聴期間：11月29日～1月31日（4Qの授業期間）／質問につい
てはメール等で受け付ける

-
②毎週火曜日配信（1週間以
内に受講すること）

P0105 A1 P-EDU-1 初等理科内容論（Ａ） 1
上栗　伸一
青島　政之

講義 １Ｑ 2 水 1 1 理科 履修指定：F1，F2 D201

P0105 A2 P-EDU-1 初等理科内容論（Ｂ） 1
上栗　伸一
青島　政之

講義 ２Ｑ 2 水 1 1 理科 履修指定：F3，F4 D201

P0106 A1 P-EDU-1 生 活 科 内 容 論 1

大西　有
佐藤　環
小林　祐紀
木村　勝彦
伊藤　孝
上栗　伸一
向野　康江
石島　恵美子

講義 ３Ｑ 2 金 4 ◎ 1 ○ 生活
全選修一斉オンライン

（担当）技術教育
D201

P0107 A1 P-EDU-2 初等音楽科内容論（Ａ） 1 谷川　佳幸 演習 １Ｑ 2 水 2 2 ○ 音楽 履修指定：F1 C401

P0107 A2 P-EDU-2 初等音楽科内容論（Ｂ） 1 田中　宏明 演習 ２Ｑ 2 水 2 2 ○ 音楽 履修指定：F4 C401

P0107 A3 P-EDU-2 初等音楽科内容論（Ｃ） 1 谷川　佳幸 演習 ３Ｑ 2 水 1 2 ○ 音楽 履修指定：F2 C401

P0107 A4 P-EDU-2 初等音楽科内容論（Ｄ） 1 谷川　佳幸 演習 ４Ｑ 2 水 1 2 ○ 音楽 履修指定：F3 C401

P0108 A1 P-EDU-1 図画工作科内容論（Ａ） 1 向野　康江 演習 ４Ｑ 2 金 4 ◎ 1 ○ 図工 履修指定：F1　オンライン B203

P0108 A1 P-EDU-1 図画工作科内容論（Ｂ） 1 小口　あや 演習 ４Ｑ 2 金 4 ◎ 1 ○ 図工 履修指定：F2　オンライン B104

P0108 A1 P-EDU-1 図画工作科内容論（Ｃ） 1 齋藤　芳徳 演習 ４Ｑ 2 金 4 ◎ 1 ○ 図工 履修指定：F3　オンライン D201

P0108 A1 P-EDU-1 図画工作科内容論（Ｄ） 1 甲斐　教行 演習 ４Ｑ 2 金 4 ◎ 1 ○ 図工 履修指定：F4　オンライン B208

P0109 A1 P-EDU-1 初等家庭科内容論 1
石島　恵美子
佐藤　裕紀子
未定

講義 ２Ｑ 2 金 4 ◎ 1 家庭 全選修一斉オンライン D201

P0110 A1 P-EDU-2 体育科内容論（Ａ） 1
大津　展子
青栁　直子

講義 1Ｑ 2 木 3 2 ○ 体育 履修指定：F1・F2 D102

P0110 A2 P-EDU-2 体育科内容論（Ｂ） 1
吉野　聡
青栁　直子

講義 2Ｑ 2 木 3 2 ○ 体育 履修指定：F3・F4 D102

P0111 A1 P-EDU-2 初等英語科内容論 1
君塚　淳一
小林　英美
安原　正貴

講義 前期集中 ◎ 2 外国語 全選修一斉オンライン - ②8/7(水)、8/8（木）

曜日
講時

（２）小学校教科

　　１）教科に関する専門的事項
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科目区分
時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ　 ー　 ド

授　 業　 科　 目
単
位

担 　 当 　 教 　 員

授
業
形
態

単
位
の
累
加

開 講
区 分

週
時
間
数

授
業
方
法

履
修
年
次

幼稚園
免許区分

小学校
免許区分

備　　　　　　　考 教室
①連絡担当教員

②開講日程

複 合 科 目 P0121 A0 P-EDU-3 初等国語科の内容と実践 1
昌子　佳広
齋木　久美
鈴木　裕也

講義 ４Ｑ 2 木 2 3 国語 B204

P0122 A0 P-EDU-3 初等社会科の内容と実践 1

木村　勝彦
千葉　真由美
新谷　崇
佐藤　邦政
松村　好恵
金久保　響子

講義 ４Ｑ 2 月 3 3 社会 B205

P0123 A0 P-EDU-3 算数科の内容と実践 1
栗原　博之
吉井　豊
荻原　文弘

講義 ４Ｑ 2 月 4 ◎ 3 算数 B209

P0124 A0 P-EDU-3 初等理科の内容と実践 1

宮本　直樹
永尾　敬一
青島　政之
棗田　孝晴
上栗　伸一
郡司　晴元
阿部　信一郎
伊藤　孝

講義 ４Ｑ 2 火 1 3 理科 B207

P0125 A0 P-EDU-3 生活科の内容と実践 1

杉本　憲子
木村　勝彦
郡司　晴元
向野　康江
大西　有
石島　恵美子

演習 ４Ｑ 2 月 2 3 生活 （担当）学校教育 B207

P0126 A0 P-EDU-3 初等音楽科の内容と実践 1
谷川　佳幸
山口　哲人
田中　宏明

演習 ４Ｑ 2 火 3 3 音楽 C436

P0127 A0 P-EDU-3 図画工作科の内容と実践 1

小口　あや
片口　直樹
島　剛
齋藤　芳徳
甲斐　教行

演習 ４Ｑ 2 月 2 3 図工 C101

P0128 A0 P-EDU-3 初等家庭科の内容と実践 1

石島　恵美子
野中　美津枝
佐藤　裕紀子
西川　陽子

演習 ４Ｑ 2 木 3 3 家庭 　 A528

P0129 A0 P-EDU-3 体育科の内容と実践 1

大津　展子
吉野　聡
上地　勝
篠田　明音
渡邊　將司
中嶋　哲也

講義 ４Ｑ 2 金 3 3 体育 　 B209

P0130 A0 P-EDU-3 初等英語科の内容と実践 1

青田　庄真
齋藤　英敏
安原　正貴
君塚　淳一
小林　英美

講義 ４Ｑ 2 水 1 3 外国語 A536

曜日
講時

　　２）教科及び教科の指導法に関する科目における複数の事項を合わせた内容に係る科目
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（３）小学校の各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）

Ａ
教実
特支

Ｂ
△を２教科以上
含めて１２単位

小学校
一種

小学校二種
△を２教科以上
含めて６教科

国 語 P0141 A1 P -EDU-2-JTP 初等国語科教育法（Ａ） 2
昌子　佳広
齋木　久美

講義 前 2 月 3 2
書写を含む
履修指定：F1・F2 D101

P0141 A2 P -EDU-2-JTP 初等国語科教育法（Ｂ） 2
鈴木　一史
齋木　久美

講義 前 2 月 3 2
書写を含む
履修指定：F3・F4 D102

社 会 P0142 A1 P-EDU-2 初等社会科教育法（Ａ） 2 木村　勝彦 講義 後 2 木 1 2 履修指定：F1 B209

P0142 A2 P-EDU-2 初等社会科教育法（Ｂ） 2 木村　勝彦 講義 前 2 水 2 2 履修指定：F2 B203

P0142 A3 P-EDU-2 初等社会科教育法（Ｃ） 2 木村　勝彦 講義 前 2 木 1 2 履修指定：F3 B209

P0142 A4 P-EDU-2 初等社会科教育法（Ｄ） 2 木村　勝彦 講義 後 2 水 1 2 履修指定：F4 B203

算 数 P0143 A1 P-EDU-2 必 選必 算数科教育法 2
荻原　文弘
小口　祐一

講義 前期集中 〇 2 必 選必 ○

※数学選修の学生は必修
視聴期間：4月11日～7月23日（前期の授
業期間）／質問についてはメール等で受
け付ける

-
②毎週火曜日配信
（1週間以内に受講
すること）

理 科 P0144 A1 P-EDU-2 必 選必 初等理科教育法 2
宮本　直樹
郡司　晴元

講義 前 2 金 3 ◎ 2 必 選必 全選修一斉オンライン D101

音 楽 P0145 A1 P-EDU-3 初等音楽科教育法（Ａ） 2 秋葉　桃子 演習 前 2 火 2 3 履修指定：F1 C401

P0145 A2 P-EDU-3 初等音楽科教育法（Ｂ） 2 秋葉　桃子 演習 前 2 木 1 3 履修指定：F2 C401

P0145 A3 P-EDU-3 初等音楽科教育法（Ｃ） 2 野津　雄太 演習 前 2 木 4 3 履修指定：F3 C401

P0145 A4 P-EDU-3 初等音楽科教育法（Ｄ） 2 野津　雄太 演習 前 2 月 4 3 履修指定：F4 C401

図 画 工 作 P0146 A1 P-EDU-2 図画工作科教育法（Ａ） 2 小口　あや 講義 後 2 月 3 2 履修指定：数・理・保体　以外 D201

P0146 A2 P-EDU-2 図画工作科教育法（Ｂ） 2 （非）高橋　文子 講義 前 2 月 4 2 履修指定：数・理・保体 D201 ①小口あや

体 育 P0147 A1 P-EDU-3 体育科教育法（Ａ） 2
篠田　明音
吉野　聡
勝本　真

演習 前 2 火 4 3 履修指定：T1 B204

P0147 A2 P-EDU-3 体育科教育法（Ｂ） 2
渡邊　将司
上地　勝

演習 前 2 火 1 3 履修指定：T2 B203

P0147 A3 P-EDU-3 体育科教育法（Ｃ） 2
大津　展子
中嶋　哲也

演習 前 2 火 3 3 履修指定：T3 B204

家 庭 P0148 A1 P-EDU-2 初等家庭科教育法（Ａ） 2 石島　恵美子 講義 後 2 火 2 2 履修指定：F3 B207

P0148 A2 P-EDU-2 初等家庭科教育法（Ｂ） 2 野中　美津枝 講義 後 2 火 2 2 履修指定：F4 B203

P0148 A3 P-EDU-2 初等家庭科教育法（Ｃ） 2 石島　恵美子 講義 前 2 木 4 2 履修指定：F1 B207

P0148 A4 P-EDU-2 初等家庭科教育法（Ｄ） 2 野中　美津枝 講義 前 2 木 4 2 履修指定：F2 B203

生 活 P0149 A1 P-EDU-2 必 選必 生活科教育法 2

木村　勝彦
大西　有
向野　康江
上栗　伸一
伊藤　孝
石島　恵美子

講義 後 2 金 4 ◎ 2 必 選必 ○

（担当）社会科教育

チームコード「wp91p1i」
履修予定者は【　4月12日　】までに
登録をすること

D101

外 国 語 P0150 A1 P-EDU-2 初等英語科教育法（Ａ） 2
齋藤　英敏
青田　庄真

講義 後 2 木 1 2 履修指定：F3 D102

P0150 A2 P-EDU-2 初等英語科教育法（Ｂ） 2
齋藤　英敏
青田　庄真

講義 後 2 木 1 2 履修指定：F4 D102

P0150 A3 P-EDU-2 初等英語科教育法（Ｃ） 2
青田　庄真
齋藤　英敏

講義 前 2 木 1 2 履修指定：F1 D102

P0150 A4 P-EDU-2 初等英語科教育法（Ｄ） 2
青田　庄真
齋藤　英敏

講義 前 2 木 1 2 履修指定：F2 D102

必 選必

必 △

選必

必

必

△

△

必 選必選必必

必

必

必

科目区分
時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ　 ー　 ド

単
位

担  当  教  員

授
業
形
態

免許要件
幼稚園
免許
区分

備　　考

卒業要件 単
位
の
累
加

曜日
講時

開 講
区 分

授業
方法

必 選必

必 選必

△

△

必 △ ○

履
修
年
次

必 選必

授業科目

必 選必

○

○

○

週
時
間
数

①連絡担当教員
②開講日程

教室
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（４）中学校教科及び教科の指導法・中等の複合科目

①国語選修

　１）教科に関する専門的事項

国 語 学
P0201 A0 P -LIN-1-JTP 国語学概論 2 鈴木　裕也 講義 前 2 月 4 1 ○

国語学（音声言語
及び文章表現に関
するものを含
む。）

○

国語学（音声言語
及び文章表現に関
するものを含
む。）

B209

P0202 A0 P-LIN-2 国語学研究Ⅰ 2 鈴木　裕也 講義 後 2 火 4 2 国語学 国語学 旧「国語表現法」 D201

P0203 A0 P-LIN-2 国語学演習Ⅰ 2 鈴木　裕也 演習 前 2 火 4 2 国語学 国語学 B205

P0204 A0 P-LIN-3 国語学演習Ⅱ 2 鈴木　裕也 演習 （休講） 3 国語学 国語学
日本漢字能力検定準１級
以上の合格により単位の
認定が可能。

P0205 A0 P-LIN-3 国語学研究Ⅱ 2 鈴木　裕也 講義 前 2 火 3 3 国語学 国語学 旧「国語学研究法」 B312

国 文 学 P0206 A0 P-LIT-1 国文学概論 2 宮﨑　尚子 講義 後 2 火 2 1 ○
国文学（国文学史
を含む。）

○
国文学（国文学史
を含む。）

○
国文学（国文学史
を含む。） B311

P0207 A0 P-LIT-2 近・現代文学研究Ⅰ 2 宮﨑　尚子 講義 前 2 火 2 2 国文学 国文学 国文学 B209

P0208 A0 P-LIT-2 近・現代文学演習Ⅰ 2 宮﨑　尚子 演習 後 2 月 2 2 国文学 国文学 国文学 B205

P0209 A0 P-LIT-3 近・現代文学研究Ⅱ 2 宮﨑　尚子 講義 前 2 金 3 3 国文学 国文学 国文学 B209

P0210 A0 P-LIT-3 近・現代文学演習Ⅱ 2 宮﨑　尚子 演習 （休講） 3 国文学 国文学 国文学

P0212 A0 P-LIT-2 古典文学研究Ⅰ 2 李　満紅 講義 後 2 火 2 2 国文学 国文学 国文学 隔年開講 A528

P0214 A0 P-LIT-2 古典文学研究Ⅱ 2 鈴木　裕也 講義 （休講） 2 国文学 国文学 国文学 隔年開講

漢　文　学 P0216 A0 P-LIT-1 漢文学概論 2 李　満紅 講義 前 2 火 4 1 ○ 漢文学 ○ 漢文学 ○ 漢文学 B208

P0218 A0 P-LIT-2 漢文学研究法Ⅰ 2 李　満紅 講義 前 2 火 3 2 漢文学 漢文学 漢文学 B311

P0219 A0 P-LIT-3 漢文学研究法Ⅱ 2 李　満紅 講義 前 2 火 2 3 漢文学 漢文学 漢文学 B311

P0220 A0 P-LIT-2 漢文学演習Ⅰ 2 李　満紅 演習 後 2 木 3 2 漢文学 漢文学 漢文学 B209

P0221 A0 P-LIT-3 漢文学演習Ⅱ 2 李　満紅 演習 （休講） 3 漢文学 漢文学 漢文学

書 道 P0222 A0 P-LIT-1 書道Ⅰ 2 齋木　久美 演習 前 2 火 1 1 ○
書道（書写を中心
とする。）

○
書道（書写を含
む。） D101

P0223 A0 P-LIT-2 書道Ⅱ 2 齋木　久美 演習 前 2 火 4 2 書道 書道
※2023年度入学者まで
は必修科目 D101

P0242 A0 P-LIT-3 書論・鑑賞 2 齋木　久美 演習 後 2 水 1 3 書道 〇 書論・鑑賞 D412国語図書室

P0228 A0 P-LIT-2 書法研究 2 齋木　久美 演習 後 2 火 2 2 書道 書道
旧「漢字書法研究」
旧「かな書法研究」 B104

P0230 A0 P-LIT-2 書道史 2 齋木　久美 演習 後 2 火 4 2 書道 ○ 書道史 D412国語図書室

教室
単
位

担 当 教 員
曜日
講時

履
修
年
次

中学校免許区分

○：一般的包括的内容を含む

授
業
形
態

単
位
の
累
加

開講
区分

授
業
方
法

科目区分
時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ　 ー　 ド

卒 業 要 件

必

必

週
時
間
数

授　業　科　目

必

必

①連絡担当教員
②開講日程

高校免許区分

○：一般的包括的内容を含む
備　　　考

【 国 語 】 【 書 道 】
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　２）教科の指導法

Ａ
教実

Ｂ

２単位 ８単位

国 語 P0233 A0 P-EDU-2 必 必 中等国語科教育法Ⅰ 2
鈴木　一史
齋木　久美

講義 後 2 木 4 2 ● 国・必 ● 国・必 B203

P0234 A0 P-EDU-2 選必 中等国語科教育法Ⅱ 2 昌子　佳広 講義 後 2 火 3 2 ▲ 国・選必 ▲ 国・選必 B208

P0235 A0 P -EDU-3-JTP 選必 中等国語科教育法Ⅲ 2 鈴木　一史 講義 前 2 月 4 3 ▲ 国・選必 ▲ 国・選必 B207

P0236 A0 P-EDU-3 選必 中等国語科教育法Ⅳ 2 昌子　佳広 講義 前 2 金 2 3 ▲ 国・選必 ▲ 国・選必 B311

P0237 A0 P-EDU-3 選必 中等国語科教育法Ⅴ 2 鈴木　一史 講義 （休講） 3 ▲ 国・選必 ▲ 国・選必

書 道 P0239 A0 P-EDU-2 書道科教育法Ⅰ 2 齋木　久美 演習 前 2 水 1 2 ● 書・必 B107

P0240 A0 P-EDU-3 書道科教育法Ⅱ 2 齋木　久美 演習 後 2 木 3 3 ● 書・必 B107

　３）教科及び教科の指導法に関する科目における複数の事項を合わせた内容に係る科目

複合科目 P0241 A0 P-EDU-3 中等国語科の内容と実践 1

宮﨑　尚子
鈴木　一史
李　満紅

演習 ４Ｑ 2 木 2 3 B203

備　　　　考 教室

教室

科目区分
時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ　 ー　 ド

卒 業 要 件 単
位
の
累
加

開講
区分

週
時
間
数

科目区分
時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ　 ー　 ド

卒 業 要 件

授　業　科　目
単
位

担 当 教 員

授
業
形
態

Ｂ必 ○ ○

曜日
講時

履
修
年
次

中学校
免許要件

高校免許要件
授　業　科　目

授
業
方
法 【 国 語 】 【 書 道 】

単
位

担 当 教 員

授
業
形
態

単
位
の
累
加

開講
区分

週
時
間
数

①連絡担当教員
②開講日程

①連絡担当教員
②開講日程

曜日
講時

履
修
年
次

中学校免許要件
●：コアカリキュラムを含む
▲：いずれか１つ選択履修で
　　コアカリキュラムを含む

高校免許要件
●：コアカリキュラムを含

む
▲：いずれか１つ選択履修

で
　　コアカリキュラムを含

む

授
業
方
法

備　　　　　考
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②社会選修

　１）教科に関する専門的事項

日 本 史 P0304 A0 P-HIS-1 日本史概論 2 千葉　真由美 講義 前 2 木 4 1 ○ 日本史 ○ 日本史 B208

P0305 A0 P-HIS-2 日本史特講Ⅰ 2 千葉　真由美 講義 後 2 金 3 2 日本史 日本史 B203

P0306 A0 P-HIS-3 日本史特講Ⅱ 2 千葉　真由美 講義 前 2 金 3 3 日本史 日本史 A526

P0307 A0 P-HIS-3 日本史演習 4 千葉　真由美 演習 可 通 2 火 4 3 日本史 日本史 B306

P0308 A0 P-HIS-2 歴史学特別演習 2 千葉　真由美 演習 可 後期集中 2 日本史 日本史 隔年開講 -

②11/15（金）～19（火）
のうち4日間を予定。訪問
先との調整があるため確定
ではない。

外 国 史 P0309 A0 P-HIS-1 外国史概論 2 新谷　崇 講義 前 2 月 4 1 ○ 外国史 ○ 外国史 B204

P0310 A0 P-HIS-2 外国史特講Ⅰ 2 新谷　崇 講義 前 2 月 5 2 外国史 外国史 旧「外国史特講」 B204

P0311 A0 P-HIS-2 外国史特講Ⅱ 2 新谷　崇 講義 後 2 火 4 2 外国史 外国史 旧「西洋史特講Ⅰ」 A526

P0313 A0 P-HIS-3 外国史演習 4 新谷　崇 演習 可 通 2 火 5 3 外国史 外国史 A534

人 文 地 理 学 P0314 A0 P-HUG-1 人文地理学概論 2 （非）小野寺　淳 講義 後 2 木 5 1 ○ 地理学 ○ 人文地理学 B208 ①木村勝彦

P0315 A0 P-HUG-3 人文地理学特講Ⅰ 2 （非）小野寺　淳 講義 前 2 木 3 3 地理学 人文地理学
偶数年開講
人文開講科目

人文
講義棟26

-

P0316 A0 P-HUG-3 人文地理学特講Ⅱ 2 （非）小野寺　淳 講義 （休講） 3 地理学 人文地理学
奇数年開講
人文開講科目

P0318 A0 P-GEO-2 地理学研究法 2 池庄司　規江 演習 前 2 火 2 2 地理学 人文地理学 A525

自 然 地 理 学 P0320 A0 P -GEO-2-SUS 自然地理学概論 2 松岡　憲知 講義 前 2 火 4 2 ○ 地理学 ○ 自然地理学 A219

P0321 A0 P -GEO-3-SUS 自然地理学特講 2 松岡　憲知 講義 後 2 火 1 3 地理学 自然地理学 A526

P0322 A0 P-GEO-3 自然地理学演習 4 松岡　憲知 演習 可 通年 2 火 3 3 地理学 自然地理学 B525

地 誌 P0323 A0 P-GEO-1 地誌学概論 2 池庄司　規江 講義 後 2 木 4 1 ○ 地誌 ○ 地誌 B312

P0325 A0 P-GEO-3 地誌学演習 4 池庄司　規江 演習 可
前
後

2
火
木

4
5

3 地誌 地誌 A525

P0326 A0 P-GEO-1-COE 地理学野外実習 2 池庄司　規江 実習 可 （休講） 1 地誌 地誌
隔年開講
旧「地理学野外実習Ⅱ」

法 律 学 ・
政 治 学

P0327 A0 P-LAW-1 法学概論 2 松村　好恵 講義 前 2 火 2 1 ○ 法律学 ○
法律学（国際法を
含む。） B203

P0328 A0 P-LAW-2 法学特講Ⅰ 2 松村　好恵 講義 前 2 火 3 2 法律学 法律学 B205

P0329 A0 P-LAW-2 法学特講Ⅱ 2 松村　好恵 講義 （休講） 2 法律学 法律学

P0331 A0 P-LAW-3 法学演習 4 松村　好恵 演習 可
前
後

2
火
金

4
4

3 法律学 法律学 旧「法学演習Ⅰ」 B305

社 会 学 P0333 A0 P-SOC-1 社会学概論 2 岩佐　淳一 講義 後 2 火 1 1 △ 社会学 △ 社会学
人文
講義棟15

経 済 学 P0337 A0 P-ECO-1 経済学概論 2 （非）山本　尚史 講義 通年集中 1 △ 経済学 △
経済学（国際経済
を含む。）

B208

①木村勝彦
②
9/2(月)4コマ
9/3(火）3コマ
9/4(水）3コマ
9/5(木）3コマ

P0338 A0 P-ECO-2 経済政策論Ⅰ 2 後藤　玲子 講義 後 金 3 2 経済学 経済学 人文開講科目
人文
講義棟10

P0339 A0 P-ECO-3 経済政策論Ⅱ 2 本多正美 講義 後 月 4 ◎ 3 経済学 経済学 人文開講科目 -

哲 学 ・
倫 理 学

P0359 A0 P-PHI-2 哲学概論 2 佐藤　邦政 講義 後 2 木 3 2 ◇ 哲学 ◇ 哲学
2020年度以降入学者対象
科目 B205

P0343 A0 P-PHI-3 哲学特講 2 佐藤　邦政 講義 （休講） 3 哲学 哲学

P0344 A0 P-ETH-1 倫理学概論 2 佐藤　邦政 講義 前 2 月 3 1 ◇ 倫理学 ◇ 倫理学 B204

P0345 A0 P-ETH-3 倫理学特講 2 佐藤　邦政 講義 後 2 木 2 3 倫理学 倫理学 B205

P0346 A0 P-ETH-3 倫理学演習 4 佐藤　邦政 演習 可
前
後

2
月
木

4
4

3 倫理学 倫理学 A525

教室科目区分
時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ　 ー　 ド

卒 業 要 件

必

必

必

必

必

必

選必

選必

選必

【 地理・歴史 】 【 公 民 】

単
位

担 当 教 員

授
業
形
態

単
位
の
累
加

開講
区分

週
時
間
数

曜日
講時

履
修
年
次

中学校免許区分

○：一般的包括的内容を含む
△・◇：各記号１科目選択 .
　　　　履修で一般的包括 .

  的内容を含む

授
業
方
法

授　業　科　目

高校免許区分

○：一般的包括的内容を含む
　　△・◇：各記号１科目選択履修で
　　　　　　一般的包括的内容を含む

備　　　考

選必

①連絡担当教員
②開講日程
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　２）教科の指導法

Ａ
教実

Ｂ

２単位 ８単位

社 会 P0349 A0 P-EDU-1 選必 必 中等社会科教育法Ⅰ 2 金久保　響子 講義 後 2 火 2 1 ● 社・必 A534

P0350 A0 P-EDU-3 必 中等社会科教育法Ⅱ 2 木村　勝彦 演習 前 2 木 5 3 ● 社・必 B203

P0351 A0 P-EDU-2 必 社会・地理歴史科教育法 2 金久保　響子 講義 後 2 木 4 2 社・必 ● 地歴・必 B207

P0352 A0 P-EDU-2 選必 必 社会・公民科教育法 2 木村　勝彦 講義 後 2 水 2 2 ● 社・必 ● 公・必 B209

P0353 A0 P-EDU-3 社会科教育法演習Ⅰ 4
木村　勝彦
金久保　響子

演習 通年 2 火 4 3 社・選 A526

P0354 A0 P-EDU-3 社会科教育法演習Ⅱ 4 演習 （休講） 3 社・選

地 理 歴 史 P0355 A0 P-EDU-3 地理歴史科教育法 2 金久保　響子 講義 前 2 月 5 3 地歴・必 A526

公 民 P0356 A0 P-EDU-3 公民科教育法 2 木村　勝彦 講義 前 2 火 2 3 公・必 A526

　３）教科及び教科の指導法に関する科目における複数の事項を合わせた内容に係る科目
高校免
許要件

複合科目 P0357 A0 P-EDU-3
社会・地理歴史科の内容と
実践

1
千葉　真由美
新谷　崇
金久保　響子

演習 後期集中 3
※教務情報ポータルシス
テム等にて後日要確認

②※教務情報ポータルシ
ステム等にて後日要確認

P0358 A0 P-EDU-3 社会・公民科の内容と実践 1
木村　勝彦
佐藤　邦政
松村　好恵

演習 後期集中 3
※教務情報ポータルシス
テム等にて後日要確認

②※教務情報ポータルシ
ステム等にて後日要確認

授
業
方
法

備　　　　考 教室

教室

履
修
年
次

中学校免許要件

●：コアカリキュラムを含む

高校免許要件

●：コアカリキュラムを含む

備　　　　　考

授　業　科　目
単
位

担 当 教 員

授
業
形
態

単
位
の
累
加

開講
区分

週
時
間
数

曜日
講時

科目区分
時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ　 ー　 ド

卒 業 要 件

科目区分
時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ　 ー　 ド

卒 業 要 件

①連絡担当教員
②開講日程

①連絡担当教員
②開講日程

Ｂ選必 ○ ○

曜日
講時

履
修
年
次

中学校
免許要件

【地理・歴史】 【 公 民 】

週
時
間
数

授　業　科　目
単
位

担 当 教 員

授
業
形
態

単
位
の
累
加

開講
区分

Ｂ選必 ○ ○

授
業
方
法
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③英語選修

　１）教科に関する専門的事項

科目区分
時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ　 ー　 ド

授　業　科　目
単
位

担 当 教 員

授
業
形
態

単
位
の
累
加

開講
区分

週
時
間
数

授
業
方
法

履
修
年
次

備　　　考 教室
①連絡担当教員

②開講日程

英 語 学 P0401 A0 P -LIN-1-JTP 英語学概論Ａ 2 安原　正貴 講義 後 2 火 1 1 ○● 英語学 ○● 英語学 A534

P0402 A0 P-LIN-3 英語学概論Ｂ 2 安原　正貴 講義 前 2 金 3 3 英語学 英語学 A536

P0403 A0 P-LIN-3 学校英文法 2 安原　正貴 講義 前期集中 ○ 3 英語学 英語学

小学校英語・言語活動プログラム読
替え科目
4月11日～7月23日（前期の授業期
間）／質問についてはメール等で受
け付ける

-
②毎週金曜日配信（1週
間以内に受講するこ
と）

P0404 A0 P-LIN-2 英語学演習Ａ 1 安原　正貴 演習 １Ｑ 2 水 2 2 英語学 英語学 A534

P0405 A0 P-LIN-3 英語学演習Ｂ 1 安原　正貴 演習 ４Ｑ 2 木 2 3 英語学 英語学 A536

英 語 文 学 P0406 A0 P-LIT-2 英語文学概論Ａ 2 君塚　淳一 講義 前 2 木 5 2 ○● 英語文学 ○● 英語文学 B204

P0407 A0 P -LIT-2-SUSENT 英語文学概論Ｂ 2 小林　英美 講義 後 2 火 3 2 ○● 英語文学 ○● 英語文学 B207

P0408 A0 P -LIT-3-SUSENT 英語文学特講Ⅰ 2 小林　英美 講義 前 2 火 3 3 英語文学 英語文学 A536

P0411 A0 P-LIT-3 英語文学特講Ⅱ 2 君塚　淳一 講義 可 前 2 月 4 3 英語文学 英語文学 旧「英語文学特講Ⅳ」 A534

P0412 A0 P-LIT-2 英語文学・文化演習Ａ 2 君塚　淳一 演習 可 前 2 火 2 2 英語文学 英語文学 A536

P0437 A0 P -LIT-2-SUSENT 英語文学・文化演習Ｂ 2 小林　英美 演習 後 2 木 4 2 英語文学 英語文学

初等英語プログラム読替え科目。
旧「英語文学・文化演習Ｄ」
※2023年度以前に「D」を履修してい
る学生は履修不可

A536

P0415 A0 P-LIT-1
英語文学・文化から教える
英語テキスト

2
君塚　淳一
小林　英美
（非）田中　智子

演習 可 後 2 火 5 1 英語文学 英語文学 A536

英語コミュニ
ケ － シ ョ ン

P0416 A0 P-ENG-1
英語コミュニケーションＳ
（Speech & short essays）

2 （非）Tollefson Tod 演習 可 前 2 火 2 1 英語コミュニケ－ション 英語コミュニケ－ション
英語選修に限る（※他選修は要相
談）。外部英語試験資格等により単
位の認定が可能（履修要項参照）

共通教育棟36番 ①安原正貴

P0417 A0 P-ENG-1
英語コミュニケーションＤ
（Debate & discussion）

2 齋藤　英敏 演習 可 前 2 月 4 1 ○● 英語コミュニケ－ション ○● 英語コミュニケ－ション
外部英語試験資格等により単位の認
定が可能（履修要項参照）上級生・
英語選修を優先し、２５名まで

A528

P0418 A0 P-ENG-1
英語コミュニケーションＴ
（Theater/drama）

2 （非）Tollefson Tod 演習 可 後 2 火 2 1 英語コミュニケ－ション 英語コミュニケ－ション
外部英語試験資格等により単位の
認定が可能（履修要項参照） 共通教育棟36番 ①安原正貴

P0419 A0 P-ENG-3
英語コミュニケーションＷ
（Language Teaching for
global citizenship）

1

齋藤　英敏
上田　敦子
大山　廉
田嶋　美砂子

演習 可 2Ｑ 2 月 3 3 英語コミュニケ－ション 英語コミュニケ－ション
初等英語プログラム読替え科目
旧「英語コミュニケーションＷ
（Speech&Interaction）」

A536

P0421 A0 P-ENG-1 英語コミュニケーションＰ
(Teaching & learning phonology)

2 （非）上野　尚美 演習 可 後 2 月 4 1 英語コミュニケ－ション 英語コミュニケ－ション
初等英語プログラム読替え科目
※英語選修は履修推奨 A536 ①安原正貴

P0422 A0 P-ENG-2 英語コミュニケーションＪ
(Learning & presenting about Japan)

2 （非）McManus Kevin Manning 演習 可 後 2 月 5 2 英語コミュニケ－ション 英語コミュニケ－ション
外部英語試験資格等により単位の認
定が可能（履修要項参照） B209 ①安原正貴

P0425 A0 P-ENG-2 英語コミュニケーションＣ
(Discussion & writing)

2 （非）McManus Kevin Manning 演習 可 前 2 月 2 2 英語コミュニケ－ション 英語コミュニケ－ション
外部英語試験資格等により単位の認
定が可能（履修要項参照） B209 ①安原正貴

P0438 A0 P -ENG-2-JTP 異文化理解概論Ａ 1 （非）サヴィッジ　パトリック　他 講義 後期集中 2 ○● 異文化理解 ○● 異文化理解
23P以降入学者のみ対象。「異文化理
解実習」に関しては大学が独自に設
定する科目を参照

※教務情報ポータルシス
テム等にて後日要確認

①君塚淳一
②後日通知予定

異 文化 理解 P0439 A0 P -ENG-2-JTP 異文化理解概論Ｂ 1 （非）サヴィッジ　パトリック　他 講義 後期集中 2 ○● 異文化理解 ○● 異文化理解
23P以降入学者のみ対象。「異文化理
解実習」に関しては大学が独自に設
定する科目を参照

※教務情報ポータルシス
テム等にて後日要確認

①君塚淳一
②後日通知予定

P0426 A0 P -ENG-2-CEOJTP 異文化理解概論 2 （非）サヴィッジ　パトリック 講義 後期集中 2 ○● 異文化理解 ○● 異文化理解
22P以前入学者のみ対象。「異文化理
解実習」に関しては大学が独自に設
定する科目を参照

※教務情報ポータルシス
テム等にて後日要確認

①君塚淳一
②後日通知予定

選必

卒 業 要 件

必

必

必

必

必

曜日
講時

中学校免許区分

○：一般的包括的内容を含む
●：コアカリキュラムを含む

高校免許区分

○：一般的包括的内容を含む
●：コアカリキュラムを含む

必

選必

必

必

必
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　２）教科の指導法

Ａ
教実

Ｂ

２単位 ８単位

英 語 P0427 A0 P -EDU-1-JTP 選必 必 英語科教育法Ⅰ 2 青田　庄真 講義 後 2 木 4 1 ● 英・必 ● 英・必 B204

P0428 A0 P -EDU-2-JTP 選必 必 英語科教育法Ⅱ 2
齋藤　英敏
青田　庄真

講義 前 2 木 4 2 ● 英・必 ● 英・必 B204

P0429 A0 P-EDU-3 必 英語科教育法Ⅲ 2 青田　庄真 講義 前 2 金 4 3 ● 英・必 ● 英・必 A536

P0430 A0 P-EDU-2 必 英語科教育法Ⅳ 1 齋藤　英敏 講義 ３Ｑ 2 木 3 2 ● 英・必 ● 英・必 A536

P0431 A0 P-EDU-2 必 英語科教育法Ⅴ 1 齋藤　英敏 講義 ４Ｑ 2 木 3 2 ● 英・必 ● 英・必 A536

P0432 A0 P-EDU-3 英語科教育法特講Ａ 1 青田　庄真 講義 1Ｑ 2 金 2 3 英・選 英・選 A528

P0433 A0 P-EDU-3 英語科教育法特講Ｂ 1 齋藤　英敏 講義 ４Ｑ 2 火 3 3 英・選 英・選 A536

P0434 A0 P -EDU-2-JTP 英語科指導法演習Ⅰ 2
青田　庄真
齋藤　英敏

演習 後 2 水 2 2 英・選 英・選 B207

　３）教科及び教科の指導法に関する科目における複数の事項を合わせた内容に係る科目

科目区分
時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ　 ー　 ド

授　業　科　目
単
位

担 当 教 員

授
業
形
態

単
位
の
累
加

開講
区分

週
時
間
数

授
業
方
法

履
修
年
次

備　　　　　考 教室
①連絡担当教員

②開講日程

複合科目 P0436 A0 P-EDU-3 中等英語科の内容と実践 1

齋藤　英敏
青田　庄真
安原　正貴
君塚　淳一
小林　英美

演習 ４Ｑ 2 水 1 3 A536

教室備　　　　　考授　業　科　目科目区分
時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ　 ー　 ド

卒 業 要 件

Ｂ必 ○ ○

曜日
講時

履
修
年
次

中学校免許要件

●：コアカリキュラムを含む

高校免許要件

●：コアカリキュラムを含む

高校免許要件

担 当 教 員

授
業
形
態

単
位
の
累
加

開講
区分

週
時
間
数

単
位

卒 業 要 件
曜日
講時

中学校
免許要件

授
業
方
法

①連絡担当教員
②開講日程
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④数学選修

　１）教科に関する専門的事項

科目区分
時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ　 ー　 ド

授　業　科　目
単
位

担 当 教 員

授
業
形
態

単
位
の
累
加

開講
区分

週
時
間
数

授
業
方
法

履
修
年
次

備　　　考 教室
①連絡担当教員

②開講日程

代 数 学 P0501 A0 P-ALG-1 代数学概論 2 吉井　豊 講義 前期集中 ○ 1 ○ 代数学 ○ 代数学

視聴期間：4月11日～7月23日（前
期の授業期間）／質問については
メール等で受け付ける
第7回の小テスト、第14回の期末
試験は月曜4講時に対面で実施

※第7回・第14回はA219
②毎週月曜日配信（1週間以内に
受講すること）

P0502 A0 P-ALG-1 代数学基礎 2 吉井　豊 講義 後 2 火 4 1 代数学 代数学 B205

P0503 A0 P-ALG-2 代数学Ａ 2 吉井　豊 講義 前 2 火 3 2 代数学 代数学 B209

P0504 A0 P-ALG-2 代数学Ｂ 2 吉井　豊 講義 後 2 月 3 2 代数学 代数学 B208

P0506 A0 P-ALG-3 代数学続論 1 吉井　豊 講義 後期集中 ○ 3 代数学 代数学
視聴期間：11月29日～1月31日
（4Qの授業期間）／質問について
はメール等で受け付ける

-
②4Qの毎週金曜日配信（1週間
以内に受講すること）

幾 何 学 P0507 A0 P-GEM-1 幾何学概論 2 栗原　博之 講義 前 2 火 2 1 ○ 幾何学 ○ 幾何学 B208

P0508 A0 P-GEM-2 幾何学基礎 2 栗原　博之 講義 前 2 月 2 2 幾何学 幾何学 B204

P0509 A0 P-GEM-2 幾何学Ａ 2 栗原　博之 講義 後 2 火 3 2 幾何学 幾何学 B209

P0510 A0 P-GEM-3 幾何学Ｂ 2 栗原　博之 講義 前 2 月 4 3 幾何学 幾何学 B203

P0511 A0 P-GEM-3 幾何学続論 1 栗原　博之 講義 ４Ｑ 2 月 2 3 幾何学 幾何学 B208

解 析 学 P0512 A0 P-BAA-1 解析学概論 2 梅津　健一郎 講義 前 2 月 3 1 ○ 解析学 ○ 解析学 B209

P0513 A0 P-BAA-1 解析学基礎 2 梅津　健一郎 講義 後 2 月 4 1 解析学 解析学 B208

P0514 A0 P-ANA-2 解析学Ａ 2 梅津　健一郎 講義 前 2 水 2 2 解析学 解析学 B204

P0515 A0 P-ANA-2 解析学Ｂ 2 梅津　健一郎 講義 後 2 水 2 2 解析学 解析学 B208

P0516 A0 P-ANA-3 解析学続論 1 梅津　健一郎 講義 前期集中 3 解析学 解析学
1回(5/8),2回(5/15)オンデマン
ド；3～7回対面

B205
（5/25，6/22）

②
・5/8(水),15(水)配信（1週間以
内に受講すること）
・5/25(土)3,4限，6/22(土)3,4
限，以上4回対面
・第7回未定（履修生と調整す
る，対面7月予定）

確 率 統 計 P0517 A0 P-STS-3 確率統計概論 2 松村　初 講義 前 2 金 2 3 ○ 確率論・統計学 ○ 確率論・統計学 B205

P0518 A0 P-STS-3 確率統計続論 2 松村　初 講義 通年集中 ○ 3 確率論・統計学 確率論・統計学
視聴期間：8月1日～8月31日（前
期の授業期間後）／質問について
はメール等で受け付ける

-
②8/1(木)に配信予定（8/31ま
でに受講すること）

コンピュータ ○
数学（コンピュ－
タ）

情報（コンピュー
タ・情報処理）

数学（コンピュ－
タ）

情報（情報システ
ム）

-

B203

②毎週金曜日配信（1週間以内
に受講すること）

必

前

必

必

2 松村　初 講義コンピュータ概論

卒 業 要 件
曜日
講時

中学校免許区分

○：一般的包括的内容を
含む

高校免許区分

○：一般的包括的内容を
含む

必

P0519 A0 P-ICT-3 必 共通開設（情報）○ コンピュ－タ2 火 4 3

P0520 A0 P-ICT-3 2 松村　初 講義情報数学 前期集中

共通開設（情報）
視聴期間：4月11日～7月23日（前
期の授業期間）／質問については
メール等で受け付ける

3○ コンピュ－タ
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　２）教科の指導法

Ａ
教実

Ｂ

２単位 ８単位

数 学 P0521 A0 P-EDU-2 選必 必 中等数学科教育法Ⅰ 2 荻原　文弘 講義 前 2 火 4 2 ● 数・必 ● 数・必 B312

P0522 A0 P-EDU-2 選必 必 中等数学科教育法Ⅱ 2
荻原　文弘
（非）大和田　俊一

講義 後 2 火 4 2 ● 数・必 ● 数・必 D102

P0523 A0 P-EDU-3 必 中等数学科教育法Ⅲ 1 小口　祐一 講義 １Ｑ 2 火 3 3 数・必 数・選 B208

P0524 A0 P-EDU-3 必 中等数学科教育法Ⅳ 1 小口　祐一 講義 ２Ｑ 2 火 3 3 数・必 数・選 B208

P0525 A0 P-EDU-3 必 中等数学科教育法Ⅴ 1 小口　祐一 講義 ４Ｑ 2 火 3 ◎ 3 数・必 数・選 A534

P0526 A0 P-EDU-3 必 中等数学科教育法Ⅵ 1 小口　祐一 講義 ４Ｑ 2 火 4 ◎ 3 数・必 数・選 A534

P0527 A0 P-EDU-3 数学科教育法特講 1 小口　祐一 講義 後期集中 ○ 3 数・選 数・選
視聴期間：11月29日～1月31日
（4Qの授業期間）／質問について
はメール等で受け付ける

-
②4Qの毎週金曜日配信（1週間
以内に受講すること）

　３）教科及び教科の指導法に関する科目における複数の事項を合わせた内容に係る科目

科目区分
時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ　 ー　 ド

授　業　科　目
単
位

担 当 教 員

授
業
形
態

単
位
の
累
加

開講
区分

週
時
間
数

授
業
方
法

履
修
年
次

備　　　　　考 教室
①連絡担当教員

②開講日程

複合科目 P0528 A0 P-EDU-3 中等数学科の内容と実践 1
梅津　健一郎
小口　祐一
松村　初

演習 ４Ｑ 2 水 1 ◎ 3 B205

教室
①連絡担当教員

②開講日程
開講
区分

週
時
間
数

曜日
講時

科目区分
時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ　 ー　 ド

卒 業 要 件

備　　　　　考

Ｂ必 ○ ○

履
修
年
次

中学校免許要件

●：コアカリキュラムを
含む

高校免許要件

●：コアカリキュラムを
含む

卒 業 要 件
曜日
講時

中学校
免許要件

高校免許要件

担 当 教 員

授
業
形
態

単
位
の
累
加

授　業　科　目
単
位

授
業
方
法
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⑤理科選修

　１）教科に関する専門的事項

科目区分
時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ　 ー　 ド

授　業　科　目
単
位

担 当 教 員

授
業
形
態

単
位
の
累
加

開講
区分

週
時
間
数

授
業
方
法

履
修
年
次

備　　　考 教室
①連絡担当教員
②開講日程

物 理 学 P0601 A0 P-PHY-1 物理学概論 2 永尾　敬一 講義 前期集中 ○ 1 ○ 物理学 ○ 物理学

2023年度以前入学者用
視聴期間：4/17-5/15
質問についてはメール等で受け
付ける
対面の授業（少数回）と対面の
試験を実施する。

（A311） ②教員より学生に直接連絡

P0601 A1 P-PHY-1 物理学概論 1 永尾　敬一 講義 前期集中 ○ 1 ○ 物理学 ○ 物理学

2024年度以降入学者用
視聴期間：4/17-5/8
質問についてはメール等で受け
付ける
対面の授業（少数回）と対面の
試験を１Qの水１に実施する。

-

②
4/17-1限
5/15-1限
5/29-1限

P0602 A0 P-PHY-2 電磁気学 2 永尾　敬一 講義 後期集中 ○ 2 物理学 物理学

2023年度以前入学者用
偶数年開講
視聴期間：9/27-10/25
質問についてはメール等で受け
付ける
対面の授業（少数回）と対面の
試験を実施する。

（A322）
②9月下旬～11月頃、9月上旬
には決定予定

P0602 A1 P-PHY-2 電磁気学 1 永尾　敬一 講義 後期集中 ○ 1 物理学 物理学

2024年度以降入学者用
偶数年開講
視聴期間：9/27-10/18
質問についてはメール等で受け
付ける
対面の授業（少数回）と対面の
試験を実施する。

（A322）
②9月下旬～11月頃、9月上旬
には決定予定

P-PHY-2 熱力学 1 永尾　敬一 講義 　（休講） ○ 1 物理学 物理学
2024年度以降入学者用
奇数年開講

P0604 A0 P-PHY-3 物理学演習Ⅰ 2 永尾　敬一 演習 前 2 金 4 3 物理学 物理学 A311

P0605 A0 P-PHY-3 物理学演習Ⅱ 4 永尾　敬一 演習 通 2 火 3 4 物理学 物理学 2023年度以前入学者用 A311

P0606 A0 P-PHY-1 物理学実験 1 永尾　敬一 実験 可 １Ｑ 4 火 1∼2 1 ○ 物理学実験 △ 物理学実験 サイエンス第一実験室

化 学 P0607 A0 P -CHE-1-SUS 化学概論 2 青島　政之 講義 前 2 月 4 1 ○ 化学 ○ 化学 B311

P0609 A0 P-CHE-2 物理化学 2 青島　政之 講義 前 2 金 2 3 化学 化学 2022年度以前入学者用 B207

P0610 A0 P-CHE-3 化学演習Ⅰ 2 青島　政之 演習 前 2 木 4 3 化学 化学 サイエンス第一実験室

P0611 A0 P-CHE-3 化学演習Ⅱ 4 青島　政之 演習 通 2 木 3 4 化学 化学 2023年度以前入学者用 サイエンス第一実験室

P0640 A0 P-CHE-3 理科教材実験 1 青島　政之 実験 前 2 金 1 3 化学実験 化学実験
理科教育実践力養成プログラム
科目

サイエンス第二実験室

P0612 A0 P-CHE-2 化学実験 2 青島　政之 実験 後 4 火 3∼4 2 ○ 化学実験 △ 化学実験 サイエンス第二実験室

生 物 学 P0614 A0 P-BIO-1 生物学概論 2 棗田　孝晴 講義 後 2 火 4 1 ○ 生物学 ○ 生物学 B209

P0615 A0 P-BIO-2 動物学 2 棗田　孝晴 講義 前 2 木 1 2 生物学 生物学 偶数年開講 B204

P0616 A0 P-BIO-2 生態学 2 棗田　孝晴 講義 （休講） 2 生物学 生物学 奇数年開講

P0617 A0 P-BIO-3 生物学演習Ⅰ 2
阿部　信一郎
棗田　孝晴

演習 前 2 金 4 3 生物学 生物学 サイエンス第一実験室

P0618 A0 P-BIO-3 生物学演習Ⅱ 4
阿部　信一郎
棗田　孝晴

演習 通 2 金 5 4 生物学 生物学 サイエンス第一実験室

P0619 A0 P-BIO-2 生物学実験 2
棗田　孝晴
阿部　信一郎

実験 前 2 火 3∼4 2 ○ 生物学実験 △ 生物学実験 2023年度以前入学者用 サイエンス第一実験室

P0641 A0 P-BIO-1 植物学実験 1 阿部　信一郎 実験 （休講） 2 生物学実験 生物学実験 2024年度以降入学者用 サイエンス第一実験室

P0619 A0 P-BIO-2 生物学実験 1 棗田　孝晴 実験 （休講） 2 ○ 生物学実験 △ 生物学実験 2024年度以降入学者用 サイエンス第一実験室必

卒 業 要 件
曜日
講時

中学校免許区分

○：一般的包括的内容を含む

高校免許区分

○：一般的包括的内容を含む
△：いずれか１つ選択履修で
　　一般的包括的内容を含む

必

必

必

必

必

必

必
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地 学 P0620 A0 P -EAS-1-SUS 地学概論 2 上栗　伸一 講義 前 2 火 4 1 ○ 地学 ○ 地学 B311

P0621 A0 P-EAS-3 岩石鉱物学 2 伊藤　孝 講義 前 2 火 1 3 地学 地学 B205

P0622 A0 P -EAS-2-SUS 地質学 2 上栗　伸一 講義 後 2 木 3 2 地学 地学 B204

P0623 A0 P-EAS-2 天文学 1
伊藤  孝
上栗　伸一

講義 ２Ｑ 2 火 2 2 地学 地学 B207

P0624 A0 P-EAS-2 気象学 1
伊藤  孝
上栗　伸一

講義 １Ｑ 2 火 2 2 地学 地学 B207

P0625 A0 P-EAS-3 地学演習Ⅰ 2
伊藤  孝
上栗　伸一

演習 前 2 金 4 3 地学 地学 サイエンス第一実験室

P0626 A0 P-EAS-3 地学演習Ⅱ 4
伊藤  孝
上栗　伸一

演習 通 2
火
月

3
3

4 地学 地学 サイエンス第一実験室

P0627 A0 P-EAS-2 地学野外実習 1
伊藤  孝
上栗　伸一

実習 可 通年集中 2 地学実験 地学実験 A322 ②４〜６月の土日の数日間

P0642 A0 P-EAS-3 地球科学実験 1
伊藤  孝
上栗　伸一

実験 （休講） 3 地学実験 地学実験 サイエンス第一実験室

P0628 A0 P-EAS-1 地学実験 2
伊藤  孝
上栗　伸一

実験 後期集中 1 〇 地学実験 △ 地学実験 2023年度以前入学者用 A303およびA322 ②月曜４限＋その他

P0628 A1 P-EAS-1 地学実験 1
伊藤  孝
上栗　伸一

実験 後 2 月 4 1 ○ 地学実験 △ 地学実験 2024年度以降入学者用 サイエンス第一実験室

　２）教科の指導法

Ａ
教実

Ｂ

２単位 ８単位

理 科 P0629 A0 P-EDU-1 必 中等理科教育法Ⅰ 2
青島　政之
上栗　伸一

講義 前 2 木 2 1 ● 理・必 ● 理・必 B204

P0630 A0 P-EDU-1 選必 必 中等理科教育法Ⅱ 2 郡司　晴元 講義 後 2 月 3 1 ● 理・必 ● 理・必 B312

P0631 A0 P-EDU-2 必 中等理科教育法Ⅲ 2 郡司　晴元 講義 後 2 水 2 2 理・必 理・選 B205

P0632 A0 P-EDU-3 選必 必 中等理科教育法Ⅳ 2 宮本　直樹 講義 前 2 火 3 3 ● 理・必 ● 理・必 B207

P0636 A0 P-EDU-3 理科教育演習Ⅰ 2
宮本　直樹
郡司　晴元

演習 前期集中 3 理・選 理・選 A421 ②教員より学生に直接連絡

P0637 A0 P-EDU-3 理科教育演習Ⅱ 4
宮本　直樹
郡司　晴元

演習 通年集中 4 理・選 理・選 A421 ②教員より学生に直接連絡

　３）教科及び教科の指導法に関する科目における複数の事項を合わせた内容に係る科目

科目区分
時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ　 ー　 ド

授　業　科　目
単
位

担 当 教 員

授
業
形
態

単
位
の
累
加

開講
区分

週
時
間
数

授
業
方
法

履
修
年
次

備　　　　　考 教室
①連絡担当教員
②開講日程

複合科目 P0635 A0 P-EDU-3 中等理科の内容と実践 1

郡司　晴元
宮本　直樹
永尾　敬一
青島　政之
棗田　孝晴
上栗　伸一
阿部　信一郎
伊藤　孝

演習 ４Ｑ 2 火 1 3 B205

教室

卒 業 要 件
曜日
講時

中学校
免許要件

高校免許要件

開講
区分

①連絡担当教員
②開講日程

Ｂ必 ○ ○

備　　　　　考

週
時
間
数

曜日
講時

授
業
方
法

履
修
年
次

中学校免許要件

●：コアカリキュラムを含む

高校免許要件

●：コアカリキュラムを含む
授　業　科　目

単
位

担 当 教 員

授
業
形
態

単
位
の
累
加

必

必

科目区分
時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ　 ー　 ド

卒 業 要 件

必
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⑥音楽選修

　１）教科に関する専門的事項

科目区分
時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ　 ー　 ド

授　業　科　目
単
位

担 当 教 員

授
業
形
態

単
位
の
累
加

開講
区分

週
時
間
数

授
業
方
法

履
修
年
次

備　　　考 教室
①連絡担当教員
②開講日程

ｿ ﾙ ﾌ ｪ - ｼ ﾞ ｭ P0701 A0 P-ART-1 ソルフェージュ 1 山口　哲人 実習 1Ｑ 2 水 1 1 ○ ソルフェージュ ○ ソルフェージュ C436

P0702 A0 P-ART-1 ソルフェージュ演習 2 田中　宏明 演習 後 2 火 2 1 ソルフェージュ ソルフェージュ C436

声 楽 P0703 A1 P-ART-1 独唱Ⅰ 2 谷川　佳幸 演習 前 2 月 3 1 ○ 声楽 ○ 声楽 旧「独唱Ⅰａ」「独唱Ⅰｂ」 C401

P0704 A1 P-ART-1 独唱Ⅱ 2 谷川　佳幸 演習 後 2 木 4 1 声楽 声楽 旧「独唱Ⅱａ」「独唱Ⅱｂ」 C401

P0705 A1 P-ART-2 独唱Ⅲ 2 谷川　佳幸 演習 前 2 月 2 2 声楽 声楽 旧「独唱Ⅲａ」「独唱Ⅲｂ」 C401

P0706 A1 P-ART-2 独唱Ⅳａ 2 谷川　佳幸 演習 後 2 火 4 2 声楽 声楽 C406

P0706 A2 P-ART-2 独唱Ⅳｂ 2 未定 演習 後期集中 2 声楽 声楽 C436
①谷川佳幸
②月に数回実施。詳細は担当教員より
連絡。

P0707 A0 P-SMI-3 独唱特別演習Ⅰ 2 谷川　佳幸 演習 前 2 月 4 3 C406

P0708 A0 P-SMI-3 独唱特別演習Ⅱ 1 谷川　佳幸 演習 ４Ｑ 2 木 3 3 C406

P0709 A0 P-ART-2 合唱 2 谷川　佳幸 演習 後 2 木 5 2 ○ 合唱 ○ 合唱 C401

P0710 A0 P-ART-1 日本音楽（箏唄） 1 （非）大須賀　香織 演習 　後期集中 1 ○
声楽（日本の伝統的
な歌唱を含む。）

○
声楽（日本の伝統的
な歌唱を含む。）

隔年開講

楽器数に制限があるので、音
楽選修以外の学生の履修は認
められない場合がある。
履修前に必ず音楽教室教員に
相談をすること。

C401
①山口哲人
②教務情報ポータルシステム等にて後
日要確認

器 楽 P0711 A1 P-ART-1 ピアノⅠａ 2 田中　宏明 演習 前 2 木 2 1 C411

P0711 A2 P-ART-1 ピアノⅠｂ 2 秋葉　桃子 演習 前 2 月 4 1 C410

P0712 A1 P-ART-1 ピアノⅡａ 2 田中　宏明 演習 後 2 火 1 1 器楽 器楽 C411

P0712 A2 P-ART-1 ピアノⅡｂ 2 秋葉　桃子 演習 後 2 火 1 1 器楽 器楽 C410

P0713 A1 P-ART-2 ピアノⅢａ 2 田中　宏明 演習 前 2 火 3 2 器楽 器楽 C411

P0713 A2 P-ART-2 ピアノⅢｂ 2 秋葉　桃子 演習 前 2 火 3 2 器楽 器楽 C410

P0714 A1 P-ART-2 ピアノⅣａ 2 田中　宏明 演習 後 2 水 2 2 器楽 器楽 C411

P0714 A2 P-ART-2 ピアノⅣｂ 2 秋葉　桃子 演習 後 2 水 2 2 器楽 器楽 C410

P0715 A0 P-SMI-3 ピアノ特別演習Ⅰ 2 田中　宏明 演習 前 2 木 1 3 C411

P0716 A0 P-SMI-3 ピアノ特別演習Ⅱ 1 田中　宏明 演習 ４Ｑ 2 木 2 3 C411

P0717 A0 P-ART-1 管打楽器Ⅰ 2 野津　雄太 演習 可 前期 2 火 2 1 器楽 器楽 C411

P0718 A0 P-ART-1 管打楽器Ⅱ 2 野津　雄太 演習 可 後期 2 火 5 1 器楽 器楽 C401

P0719 A0 P-ART-2 管打楽器Ⅲ 2 野津　雄太 演習 可 前期 2 火 4 2 器楽 器楽 C411

P0720 A0 P-ART-2 管打楽器Ⅳ 2 野津　雄太 演習 可 後期 2 木 3 2 器楽 器楽 C410

中学校免許区分

○：一般的包括的内容を含む

高校免許区分

○：一般的包括的内容を含む

必

必

必

必

卒 業 要 件
曜日
講時

○
器楽
（伴奏を含む。）

器楽
（伴奏を含む。）

○必
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P0721 A0 P-ART-1 弦楽器Ⅰ 1 （非）野末　あけみ 演習 可 前期集中 1 器楽 器楽

楽器数に制限があるので、音
楽選修以外の学生の履修は認
められない場合がある。
履修前に必ず音楽教室教員に
相談をすること。

C436
①山口哲人
②おもに水曜午後・月に2回程度開講
（詳細は担当教員より連絡。）

P0721 A1 P-ART-1 弦楽器Ⅱ 1 （非）野末　あけみ 演習 可 後期集中 1 器楽 器楽

楽器数に制限があるので、音
楽選修以外の学生の履修は認
められない場合がある。
履修前に必ず音楽教室教員に
相談をすること。

C436
①山口哲人
②おもに水曜午後・月に2回程度開講
（詳細は担当教員より連絡。）

P0722 A0 P-ART-3 合奏 1 山口　哲人 演習 １Ｑ 2 火 5 3 ○
器楽
（合奏を含む。）

○
器楽
（合奏を含む。） C436

P0723 A0 P-ART-1 日本音楽（箏） 1 （非）大須賀　香織 演習 （休講） 1 ○
器楽
（和楽器を含む。）

○
器楽
（和楽器を含む。）

隔年開講 C401

指 揮 法 P0724 A0 P-ART-3 指揮法 1 山口　哲人 演習 ２Ｑ 2 火 5 3 ○ 指揮法 ○ 指揮法 C436

P0728 A0 P-ART-1 作曲Ⅰ（音楽通論） 2 山口　哲人 講義 後 2 火 4 1 ○ 音楽理論 ○ 音楽理論 旧「音楽通論」 C436

音 楽 理 論
P0726 A0 P-ART-2 作曲Ⅱ（和声学） 2 山口　哲人 演習 前 2 火 2 2 音楽理論 音楽理論 旧「和声学」 C436

P0727 A0 P-ART-2 作曲Ⅲ（対位法） 2 山口　哲人 演習 後 2 火 5 2 音楽理論 音楽理論 旧「対位法」 C436

P0725 A0 P-ART-3 作曲Ⅳ（作曲法） 1 山口　哲人 演習 前 2 火 4 3 ○
作曲法
（編曲法を含む。）

○
作曲法
（編曲法を含む。）

旧「作曲法」 C436

P0729 A0 P-SMI-3 作曲特別演習Ⅰ 2 山口　哲人 演習 前 2 木 5 3 C436

P0730 A0 P-SMI-3 作曲特別演習Ⅱ 1 山口　哲人 演習 ４Ｑ 2 木 5 3 C436

音 楽 史 P0731 A0 P-ART-2 音楽史概論 2

田中　宏明
谷川　佳幸
野津　雄太
山口　哲人

講義 後 2 火 3 2 ○
音楽史（日本の伝統
音楽及び諸民族音楽
を含む｡）

○
音楽史（日本の伝統
音楽及び諸民族音楽
を含む｡）

C401

P0733 A0 P-SMI-3 管打楽器特別演習Ⅰ 2 野津　雄太 演習 前 2 木 1 3 C401

P0734 A0 P-SMI-3 管打楽器特別演習Ⅱ 1 野津　雄太 演習 ４Ｑ 1 木 2 3 C401

P0735 A0 P-SMI-3 音楽教育特別演習Ⅰ 2 秋葉　桃子 演習 前 2 木 5 3 C409

P0736 A0 P-SMI-3 音楽教育特別演習Ⅱ 1 秋葉　桃子 演習 ４Ｑ 2 木 5 3 C409

　２）教科の指導法

Ａ
教実

Ｂ

２単位 ８単位

音 楽 P0739 A0 P-EDU-2 選必 必 中等音楽科教育法Ⅰ 2 秋葉　桃子 講義 前 2 月 5 2 ● 音・必 ● 音・必 C401

P0740 A0 P-EDU-2 必 中等音楽科教育法Ⅱ 2 秋葉　桃子 講義 後 2 木 4 2 音・必 音・選 C401

P0741 A0 P-EDU-3 選必 必 中等音楽科教育法Ⅲ 2 野津　雄太 講義 前 2 火 1 3 ● 音・必 ● 音・必 C436

P0742 A0 P-EDU-3 必 中等音楽科教育法Ⅳ 2
野津　雄太
秋葉　桃子

講義 （休講） 3 音・必 音・選 隔年開講 C401

　３）教科及び教科の指導法に関する科目における複数の事項を合わせた内容に係る科目

科目区分
時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ　 ー　 ド

授　業　科　目
単
位

担 当 教 員

授
業
形
態

単
位
の
累
加

開講
区分

週
時
間
数

授
業
方
法

履
修
年
次

備　　　　　考 教室について
①連絡担当教員
②開講日程

複合科目 P0743 A0 P-EDU-3 中等音楽科の内容と実践 1
田中　宏明
山口　哲人
谷川　佳幸

演習 ４Ｑ 2 火 3 3 C436

教室について

必

Ｂ必

卒 業 要 件

○

必

備　　　　　考

卒 業 要 件

開講
区分

週
時
間
数

授　業　科　目
単
位

担 当 教 員

授
業
形
態

単
位
の
累
加

必

必

○

曜日
講時

中学校
免許要件

高校免許要件

①連絡担当教員
②開講日程

曜日
講時

履
修
年
次

中学校免許要件

●：コアカリキュラムを含む

高校免許要件

●：コアカリキュラムを含む

授
業
方
法

必

必

科目区分
時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ　 ー　 ド
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⑦美術選修

　１）教科に関する専門的事項

科目区分
時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ　 ー　 ド

授　業　科　目
単
位

担 当 教 員

授
業
形
態

単
位
の
累
加

開講
区分

週
時
間
数

授
業
方
法

履
修
年
次

備　　　考 教室
①連絡担当教員
②開講日程

絵 画 P0801 A0 P-ART-1 絵画Ⅰ 2 片口　直樹 演習 2Ｑ 4 火 1∼2 1 ○
絵画（映像メディア表
現を含む。）

○
絵画（映像メディア表
現を含む。）

C111

P0802 A0 P-ART-2 絵画Ⅱ 2 片口　直樹 演習 可 1Ｑ 4 火 3∼4 2
絵画（映像メディア表
現を含む。）

絵画（映像メディア表
現を含む。）

C111

P0804 A0 P-ART-3 絵画表現演習 2 片口　直樹 演習 可 通年集中 3 絵画 絵画 C111
②7月下旬に一回、9月下旬に一回、４Qに週一
回、2月下旬に進級制作展（受講者と随時調
整）

P0806 A0 P-ART-1 絵画特別演習 2 片口　直樹 演習 可 通年集中 1 絵画 絵画 C111

②4/25(木)・5/23(木)・6/27(木)・
7/25(木)・9/26(木)・10/24(木)・
11/28(木)・12/26(木)の各5限、
及び12月中旬に絵画展（受講者と調整）

彫 刻 P0807 A0 P-ART-1 彫刻Ⅰ 2 島　剛 演習 1Ｑ 4 火 1∼2 1 ○ 彫刻 ○ 彫刻 C116

P0808 A0 P-ART-2 彫刻Ⅱ 2 島　剛 演習 可 2Ｑ 4 火 3∼4 2 彫刻 彫刻 C116

P0810 A0 P-ART-3 彫刻表現演習 2 島　剛 演習 可 通年集中 3 彫刻 彫刻 C116
②教務情報ポータルシステム等にて後日要確
認

P0812 A0 P-ART-1 彫刻特別演習 2 島　剛 演習 可 通年集中 1 彫刻 彫刻 C116
②教務情報ポータルシステム等にて後日要確
認

デ ザ イ ン P0813 A0 P-ART-1 デザインⅠ 2 島田　裕之 演習 後 2 火 2 1 ○
デザイン（映像メディア表
現を含む。）

○
デザイン（映像メディア表
現を含む。） C101

P0814 A0 P-ART-2 デザインⅡ 2 島田　裕之 演習 可 前 2 月 5 2
デザイン（映像メディア表
現を含む。）

デザイン（映像メディア表
現を含む。） C101

P0817 A0 P-ART-2 デザイン特別演習 2 （非）横田　将士 演習 可 通年集中 2 デザイン デザイン C112

①片口直樹
②
・8/27（火）3限
・9/3（火）9/6（金）9/10（火）9/13（金）
9/17（火）9/20（金）3～4限を予定

工 芸 P0818 A0 P-ART-1 工芸Ⅰ 2 齋藤　芳徳 演習 後 2 木 4 1 ○ 工芸 B311

P0819 A0 P-ART-2 工芸Ⅱ 2 齋藤　芳徳 演習 可 後 2 木 3 2 工芸 B311

P0821 A0 P-ART-3 工芸表現演習 2 齋藤　芳徳 演習 可 通年集中 3 工芸
※教務情報ポータルシス
テム等にて後日要確認

②受講生と調整の上で開講日時を決定

P0822 A0 P-ART-1 工芸特別演習 2 演習 可 （休講） 1 工芸

美 術 理 論
及び美術史

P0823 A0 P-ART-1 美術概論 1 甲斐　教行 講義 3Ｑ 2 火 4 1 ○
美術理論（鑑賞並びに日
本の伝統美術及びアジアの
美術を含む。）

○
美術理論（鑑賞並びに日
本の伝統美術及びアジアの
美術を含む。）

C101

P0824 A0 P-ART-2 美術史概論 1 甲斐　教行 講義 4Ｑ 2 水 2 2 ○
美術史（鑑賞並びに日本
の伝統美術及びアジアの美
術を含む。）

○
美術史（鑑賞並びに日本
の伝統美術及びアジアの美
術を含む。）

C101

P0825 A0 P-ART-2 造形美学 2 甲斐　教行 講義 (休講) 2 美術理論 美術理論 奇数年開講

P0826 A0 P-ART-2 美術史Ⅰ 2 甲斐　教行 講義 前 2 木 5 2 美術史 美術史 学芸員に関する科目 B209

P0827 A0 P-ART-2 美術史Ⅱ 2 甲斐　教行 講義 後 2 金 5 ◎ 2 美術史 美術史 学芸員に関する科目 B209

P0830 A0 P-EDU-3 美術教育特別演習ＡⅠ 2 小口　あや 演習 可 前 2 火 1 3 美術理論 美術理論 C113

P0831 A0 P-EDU-3 美術教育特別演習ＢⅠ 2 向野　康江 演習 可 前期集中 3 美術理論 美術理論
※教務情報ポータルシス
テム等にて後日要確認

②受講生と調整の上で開講日時を決定

P0832 A0 P-EDU-3 美術教育特別演習ＡⅡ 2 小口　あや 演習 可 後期集中 3 美術理論 美術理論 C113 ②受講生と調整の上で開講日時を決定

P0833 A0 P-EDU-3 美術教育特別演習ＢⅡ 2 向野　康江 演習 可 後期集中 3 美術理論 美術理論
※教務情報ポータルシス
テム等にて後日要確認

②受講生と調整の上で開講日時を決定

P0834 A0 P-ART-3 美術史特別演習Ⅰ 2 甲斐　教行 演習 可 前 2 火 5 3 美術史 美術史 C112

P0835 A0 P-ART-3 美術史特別演習Ⅱ 2 甲斐　教行 演習 可 後期集中 3 美術史 美術史
※教務情報ポータルシス
テム等にて後日要確認

②教務情報ポータルシステム等にて後日要確認

P0841 A0 P-ART-1 美術実地研究 2

片口　直樹
島　剛
齋藤　芳徳
甲斐　教行

演習 可 通年集中 1 研修旅行のため無し ②9/21（土）～9/25（水）を予定

必

卒 業 要 件
曜日
講時

中学校免許区分

○：一般的包括的内容を含む

高校免許区分

○：一般的包括的内容を含む

必

必

必

必

必
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　２）教科の指導法

Ａ
教実

Ｂ

２単位 ８単位

美 術 P0836 A0 P-EDU-2 必 必 美術科教育法Ⅰ 2 小口　あや 講義 後 2 木 4 2 ● 美・必 ● 美・必 C101

P0837 A0 P-EDU-2 必 美術科教育法Ⅱ 2 小口　あや 演習 前 2 火 2 2 ● 美・必 ● 美・必 C101

P0838 A0 P-EDU-1 必 美術科教育法Ⅲ 2 向野　康江 講義 後期集中 ◎ 1 ● 美・必 ● 美・必
※教務情報ポータルシス
テム等にて後日要確認

②受講生と調整の上で開講日時を決定

P0839 A0 P-EDU-3 必 美術科教育法Ⅳ 2 向野　康江 演習 前期集中 ◎ 3 ● 美・必 ● 美・必
※教務情報ポータルシス
テム等にて後日要確認

②受講生と調整の上で開講日時を決定

　３）教科及び教科の指導法に関する科目における複数の事項を合わせた内容に係る科目

科目区分
時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ　 ー　 ド

授　業　科　目
単
位

担 当 教 員

授
業
形
態

単
位
の
累
加

開講
区分

週
時
間
数

授
業
方
法

履
修
年
次

備　　　　　考 教室
①連絡担当教員
②開講日程

複合科目 P0840 A0 P-EDU-3 美術科の内容と実践 1

向野　康江
片口　直樹
島　剛
甲斐　教行
齋藤　芳徳

演習 後期集中 3 C101

教室備　　　　　考
曜日
講時

科目区分
時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ　 ー　 ド

卒 業 要 件

担 当 教 員

授
業
形
態

単
位
の
累
加

開講
区分

週
時
間
数

①連絡担当教員
②開講日程

授
業
方
法

Ｂ必 ○ ○

履
修
年
次

中学校免許要件

●：コアカリキュラムを含む

高校免許要件

●：コアカリキュラムを含む
授　業　科　目

単
位

卒 業 要 件
曜日
講時

中学校
免許要件

高校免許要件
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⑧保健体育選修

　１）教科に関する専門的事項

科目区分
時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ　 ー　 ド

授　業　科　目
単
位

担 当 教 員

授
業
形
態

単
位
の
累
加

開講
区分

週
時
間
数

授
業
方
法

履
修
年
次

備　　　考 教室
①連絡担当教員
②開講日程

体 育 実 技 P0901 A0 P-PHA-1 陸上競技 1
渡邊　將司
上地　勝

実技 可 後 2 月 3 1 ○ 体育実技 ○ 体育実技 第二グラウンド他

P0902 A0 P-PHA-3 ギムナスティック 1
篠田　明音
上地　勝

実技 可 前 2 金 2 3 ○ 体育実技 ○ 体育実技 小体育館

P0903 A0 P-PHA-1 ダンス・身体表現 1 篠田　明音 実技 可 前 2 月 3 1 ○ 体育実技 ○ 体育実技 小体育館

P0904 A0 P-PHA-1 水泳 1 （非）富樫　泰一 実技 可 前期集中 1 ○ 体育実技 ○ 体育実技 プール

①渡邊将司
②
7/20（土）～21(日)、27(土)
～28(日)

P0905 A0 P-PHA-1 バスケットボール 1 加藤　敏弘 実技 可 後 2 火 4 1 体育実技 体育実技 大体育館

P0906 A0 P-PHA-1 ソフトボール 1 大津　展子 実技 可 前 2 火 1 1 体育実技 体育実技 偶数年 第一グラウンド

P0907 A0 P-PHA-1 サッカー 1 吉野　聡 実技 可 (休講) 1 体育実技 体育実技 奇数年

P0908 A0 P-PHA-1 バレーボール 1 勝本　真 実技 可 前 2 月 4 1 体育実技 体育実技 大体育館

P0909 A0 P-PHA-2 卓球・テニス 1 （非）日下　裕弘 実技 可 (休講) 2 体育実技 体育実技

P0910 A0 P-PHA-2 柔道 1 中嶋　哲也 実技 可 後 2 月 4 2 体育実技 体育実技 柔道場

P0911 A0 P-PHA-2 剣道 1 （非）小澤　聡 実技 可 後 2 月 3 2 体育実技 体育実技 剣道場 ②中嶋哲也

P0912 A0 P-PHA-1 野外運動 1 実技 可 （休講） 1 体育実技 体育実技

P0913 A0 P-PHA-1 スキー 1

渡邊　將司
上地　勝
（非）高橋　和将
（非）富樫　泰一

実技 可 後期集中 1 体育実技 体育実技
※教務情報ポータルシス
テム等にて後日要確認

②
2/27(木)、2/28(金)、3/1(土)

体 育 学 P0914 A0 P-HSS-1 体育学概論 2 中嶋　哲也 講義 前 2 火 4 1 ○ 体育原理 ○ 体育原理 資格（公ス） D102

P0915 A0 P-HSS-2 体育史 2 中嶋　哲也 講義  前 2 火 2 2 体育史 体育史 B204

P0916 A0 P-HSS-1 スポーツ心理学 1 篠田　明音 講義 　 3Ｑ 2 水 1 1 体育心理学 体育心理学 資格（公ス） B208

運 動 学 P0917 A0 P-HSS-1 運動学概論 2 勝本　真 講義 前 2 火 2 1 ○
運動学（運動方法学
を含む。）

○
運動学（運動方法学
を含む。） B107

P0918 A0 P-HSS-2 トレーニング法 2 渡邊　將司 講義 前 2 月 2 2
運動学（運動方法学
を含む。）

運動学（運動方法学
を含む。）

資格（公ス） B205

P0919 A0 P-HSS-1 コーチング論Ⅰ 2 篠田　明音 講義 後 2 月 4 1
運動学（運動方法学
を含む。）

運動学（運動方法学
を含む。）

資格（公ス） D101

P0920 A0 P-HSS-2 コーチング論Ⅱ 2 勝本　真 講義 後 2 水 2 2
運動学（運動方法学
を含む。）

運動学（運動方法学
を含む。）

資格（公ス） A528

生 理 学 P0925 A0 P-HSS-1 生理学概論 2 渡邊　將司 講義 後 2 火 2 1 ○
生理学（運動生理学
を含む。）

○
生理学（運動生理学
を含む。） B208

P0926 A0 P-HSS-1 形態学 2 渡邊　將司 講義 (休講) 1
生理学（運動生理学
を含む。）

生理学（運動生理学
を含む。）

P0927 A0 P-HSS-2 スポーツ医科学 2
渡邊　將司
上地　勝

講義 　 前 2 火 4 2
生理学（運動生理学
を含む。）

生理学（運動生理学
を含む。）

資格（公ス） B107

P0950 A0 P-HSS-1 テーピング・マッサージ 1 （非）白木　仁 演習 (休講) 1
生理学（運動生理学
を含む。）

生理学（運動生理学
を含む。）

奇数年、資格（公ス）
2020年度以降入学者用科目

P0929 A0 P-HSS-1 スポーツ栄養学 1 （非）古旗　照美 演習 通年集中 1
生理学（運動生理学
を含む。）

生理学（運動生理学
を含む。）

偶数年、資格（公ス） B208
①上地勝
②
10/19（土）、10/20(日)予定

衛 生 学 P0930 A0 P-HSS-2 衛生公衆衛生学概論 2 上地　勝 講義 前 2 火 3 2 ○ 衛生学・公衆衛生学 ○ 衛生学・公衆衛生学 B203

学 校 保 健 P0931 A0 P-HSS-4 学校保健概論 2 上地　勝 講義 後 2 水 1 4 ○
学校保健（小児保健､
精神保健､学校安全及
び救急処置を含む｡）

○
学校保健（小児保健､
精神保健､学校安全及
び救急処置を含む｡）

B311

P0932 A0 P-HSS-1 救急処置法 1 （非）富樫　泰一 実習 通年集中 1 救急処置 救急処置 B205

①渡邊将司
②
7/31（水）3-4限，
9/18（水）～20（金）

P0934 A0 P-HSS-3 保健体育特別演習Ⅰ 2

中嶋　哲也
渡邊　將司
篠田　明音
大津　展子
上地　勝
吉野　聡

演習 前期集中 3
※教務情報ポータルシス
テム等にて後日要確認

②教員より学生に直接連絡

P0935 A0 P-HSS-3 保健体育特別演習Ⅱ 2

中嶋　哲也
渡邊　將司
篠田　明音
大津　展子
上地　勝
吉野　聡

演習 後期集中 3
※教務情報ポータルシス
テム等にて後日要確認

②教員より学生に直接連絡

選必１

卒 業 要 件
曜日
講時

中学校免許区分

○：一般的包括的内容を含む

高校免許区分

○：一般的包括的内容を含む

必

必

必

必

選必１

選必１

選必１

必

選必１

選必２

選必２

必

必

必

必

※選必１・・・いずれか１科目履修すること
※選必２・・・どちらか１科目履修すること
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　２）教科の指導法

Ａ
教実

Ｂ
①連絡担当教員
②開講日程

２単位 ８単位

保 健 体 育 P0936 A0 P-EDU-2 必 必 保健体育科教育法Ⅰ 2 吉野　聡 講義 前 2 木 1 2 ● 体・必 ● 体・必 体育館

P0937 A0 P-EDU-2 必 保健体育科教育法Ⅱ 2 大津　展子 講義 後 2 木 3 2 体・必 体・選必 体育館

P0938 A0 P-EDU-3 必 保健体育科教育法Ⅲ 2 上地　勝 講義 前 2 木 4 3 体・必 体・選必 B209

P0951 A0 P-EDU-3 選必 体育実技指導法Ⅰ 1
渡邊　將司
大津　展子
吉野　聡

実習 可 前期集中 3 体・選必 体・選必
サッカー、ソフトボール、
水泳履修者に限る

※教務情報ポータルシス
テム等にて後日要確認

②4月に実施日を通知予定

P0952 A0 P-EDU-3 選必 体育実技指導法Ⅱ 1
中嶋　哲也
篠田　明音
大津　展子

実習 可 前期集中 3 体・選必 体・選必
バレーボール、ギムナス
ティック、ダンス・身体表
現履修者に限る

※教務情報ポータルシス
テム等にて後日要確認

②4月に実施日を通知予定

P0953 A0 P-EDU-3 選必 体育実技指導法Ⅲ 1
渡邊　將司
吉野　聡
上地　勝

実習 可 後期集中 3 体・選必 体・選必
陸上競技、スキー履修者に
限る

※教務情報ポータルシス
テム等にて後日要確認

②9月に実施日を通知予定

P0954 A0 P-EDU-3 選必 体育実技指導法Ⅳ 1
中嶋　哲也
加藤　敏弘
篠田　明音

実習 可 後期集中 3 体・選必 体・選必
バスケットボール、柔道履
修者に限る

※教務情報ポータルシス
テム等にて後日要確認

②9月に実施日を通知予定

　３）教科及び教科の指導法に関する科目における複数の事項を合わせた内容に係る科目

科目区分
時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ　 ー　 ド

授　業　科　目
単
位

担 当 教 員

授
業
形
態

単
位
の
累
加

開講
区分

週
時
間
数

授
業
方
法

履
修
年
次

備　　　　　考 教室
①連絡担当教員
②開講日程

複合科目 P0949 A0 P-EDU-3 保健体育科の内容と実践 1

大津　展子
吉野　聡
上地　勝
篠田　明音
中嶋　哲也

演習 ４Ｑ 2 金 4 3 B209

教室科目区分
時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ　 ー　 ド

卒 業 要 件

備　　　　　考授　業　科　目
単
位

担 当 教 員

授
業
形
態

単
位
の
累
加

開講
区分

週
時
間
数

曜日
講時

履
修
年
次

中学校免許要件

●：コアカリキュラムを含む

高校免許要件

●：コアカリキュラムを含む

授
業
方
法

卒 業 要 件
曜日
講時

中学校
免許要件

高校免許要件

Ｂ必 ○ ○
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⑨技術選修

　１）教科に関する専門的事項

科目区分
時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ　 ー　 ド

授　業　科　目
単
位

担 当 教 員

授
業
形
態

単
位
の
累
加

開講
区分

週
時
間
数

授
業
方
法

履
修
年
次

備　　　考 教室
①連絡担当教員
②開講日程

木 材 加 工 P1001 A0 P-DEE-1 製図Ⅰ 1 榊　守 演習 １Ｑ 2 火 2 1 ○ 材料加工 工業の関係科目 C201

P1002 A0 P-WOW-1 木材加工概論 2 臼坂　高司 講義 前 2 月 3 1 ○ 材料加工 工業の関係科目 C201

P1003 A0 P-WOW-1 木材加工の基礎技術 2 臼坂　高司 演習 可 前 2 月 4 1 ○
材料加工（実習を含
む。）

工業の関係科目 C201

P1005 A0 P-WOW-3 木材加工学 2 臼坂　高司 講義 （休講） 3 材料加工 工業の関係科目 C201

P1006 A0 P-WOW-3 木材加工演習 2 臼坂　高司 演習 前 2 金 1 3 材料加工 工業の関係科目 技術選修のみ履修可 C216

金 属 加 工 P1007 A0 P-DEE-1 製図Ⅱ 1 野崎　英明 演習 ２Ｑ 2 火 2 1 ○ 材料加工 工業の関係科目 C201

P1008 A0 P-MEW-2 金属加工概論 2 野崎　英明 講義 前 2 火 3 2 ○ 材料加工 工業の関係科目 C218

P1009 A0 P-MEW-2 金属加工の基礎技術 2 野崎　英明 演習 可 前 2 火 4 2 ○
材料加工（実習を含
む。）

工業の関係科目 教育学部実習棟

P1011 A0 P-MEW-2 金属加工学 2 野崎　英明 講義 （休講） 3 材料加工 工業の関係科目 C218

P1012 A0 P-MEW-3 金属加工演習 2 野崎　英明 演習 前 2 金 1 3 材料加工 工業の関係科目 技術選修のみ履修可 C212

機 械 P1013 A0 P-MED-1 機械技術概論 2 川路　智治 講義 前 2 木 2 1 ○ 機械・電気 工業の関係科目 B104+C202

P1014 A0 P-MED-2 機械の基礎技術 2 川路　智治 演習 可 前 2 月 5 2 ○
機械・電気（実習を含
む。）

工業の関係科目 B104+C202

P1016 A0 P-MED-3 機械技術 2 川路　智治 講義 後 2 火 4 3 機械・電気 工業の関係科目 B104+C202

P1017 A0 P-MED-3 機械技術演習 2 川路　智治 演習 前 2 金 1 3 機械・電気 工業の関係科目 技術選修のみ履修可 C213

電 気 P1018 A0 P-ECC-1 電気技術概論 2 榊　守 講義 後 2 火 1 1 ○ 機械・電気 工業の関係科目 B203

P1019 A0 P-ECC-2 電気の基礎技術 2 榊　守 演習 可 後 2 火 4 2 ○
機械・電気（実習を含
む。）

工業の関係科目 C201

P1021 A0 P-ECC-3 電気技術 2 榊　守 講義 （休講） 3 機械・電気 工業の関係科目

P1022 A0 P-ECC-3 電気技術演習 2 榊　守 演習 前 2 金 1 3 機械・電気 工業の関係科目 技術選修のみ履修可 C214

生 物 育 成 P1023 A0 P-CUL-1 生物育成概論 2 大西　有 講義 前 2 火 4 1 ○ 生物育成 B202

P1024 A0 P-CUL-2 生物育成の基礎技術 2 大西　有 演習 可 前 2 木 4 2 ○ 生物育成 農場

P1026 A0 P-CUL-3 生物育成技術 2 大西　有 講義 （休講） 3 生物育成

P1027 A0 P-CUL-3 生物育成演習 2 大西　有 演習 前 2 金 1 3 生物育成 技術選修のみ履修可 C217

情報とコン
ピ ュ ー タ

P1028 A0 P -ICT-1-MDAENT 情報技術概論 2 工藤　雄司 講義 後 2 月 4 1 ○ 情報とコンピュータ 工業の関係科目 B202

P1029 A0 P-ICT-2 情報処理の基礎技術Ⅰ 1 工藤　雄司 演習 可 １Ｑ 2 木 1 2 ○ 情報とコンピュータ 工業の関係科目 B202

P1030 A0 P-ICT-3 情報処理の基礎技術Ⅱ 1
工藤　雄司
（非）佐々木　忠之

演習 可 ２Ｑ 2 木 1 2 ○ 情報とコンピュータ 工業の関係科目 B202

P1032 A0 P-ICT-3 情報技術 2 （非）佐々木　忠之 演習 （休講） 3 情報とコンピュータ 工業の関係科目

P1208 A0 P-ICT-2 情報システム概論 2
工藤　雄司
大西　有

講義 （休講） 2 情報とコンピュータ ○
情報（情報システ
ム）

共通開設（情報）

P1209 A0 P-ICT-2 情報システム演習 2 （非）田村　俊之 演習 後期集中 2 情報とコンピュータ ○
情報（情報システ
ム）

共通開設（情報） B202

①工藤雄司
②
11/17（日）1-3限
11/24（日）1-3.5限
12/1（日）1-3.5限
12/8（日）1-3限の予定

工 業 P1033 A0 P-MUL-3 工学概論 1

工藤　雄司
榊　守
野崎　英明
臼坂　高司
川路　智治

講義 ２Ｑ 2 月 3 3 ○ 工業の関係科目 高校（工業）免許必修 B207

職 業 指 導 P1034 A0 P-EDU-3 職業指導原論 2 工藤　雄司 講義 前 2 火 1 3 ○ 職業指導
偶数年開講
高校（工業）免許必修 B209

必

卒 業 要 件
曜日
講時

中学校免許区分

○：一般的包括的内容を含む

高校免許区分

○：一般的包括的内容を含む

必

必

必

必

必

必

必

必

必

必

必

必

必

必
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　２）教科の指導法

Ａ
教実

Ｂ
①連絡担当教員
②開講日程

２単位 ８単位

技 術 P1035 A0 P-EDU-1 必 必 技術科教育法Ⅰ 2 大西　有 講義 後 2 火 4 1 ● 技・必 C201（B202）

P1036 A0 P-EDU-2 必 必 技術科教育法Ⅱ 2

工藤　雄司
大西　有
臼坂　高司
川路　智治

講義 前 2 火 2 2 ● 技・必 B202

P1037 A0 P-EDU-2 必 必 技術科教育法Ⅲ 2 大西　有 講義 後 2 水 2 2 ● 技・必 B202

P1038 A0 P-EDU-3 必 技術科教育法Ⅳ 2
大西　有
（非）上野　耕史

講義 1Ｑ+集中 2 金 2 3 ● 技・必 B202
②教務情報ポータルシステ
ム等で確認

P1043 A0 P-EDU-3 技術科教育演習 2 工藤　雄司 演習 前 2 金 1 3 技・選 技術選修のみ履修可 C215

工 業 P1044 A0 P-EDU-2 工業科教育法Ⅰ 2 工藤　雄司 講義 （休講） 2 ● 工・必 奇数年開講

P1045 A0 P-EDU-2 工業科教育法Ⅱ 2 工藤　雄司 講義 後 2 金 3 ◎ 2 ● 工・必 偶数年開講 B202

　３）教科及び教科の指導法に関する科目における複数の事項を合わせた内容に係る科目

科目区分
時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ　 ー　 ド

授　業　科　目
単
位

担 当 教 員

授
業
形
態

単
位
の
累
加

開講
区分

週
時
間
数

授
業
方
法

履
修
年
次

備　　　　　考 教室
①連絡担当教員
②開講日程

複合科目 P1046 A0 P-EDU-3 技術科の内容と実践 1

大西　有
工藤　雄司
野崎　英明
榊　守
臼坂　高司
川路　智治

演習 ４Ｑ 2 木 4 3 B202

［注意］ ・免許区分と科目区分が一致していないところがあるので注意すること。

・高等学校教諭普通免許状（工業１種）を取得するためには、本表の工業の関係科目（１単位以上）および職業指導（１単位以上）計２０単位と「２）教科の指導法」の工業科教育法Ⅰ・Ⅱ（４単位）が必要である。

・詳細は入学時に配布した履修要項を参照のこと。

教室科目区分
時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ　 ー　 ド

卒 業 要 件

備　　　　　考

卒 業 要 件
曜日
講時

中学校
免許要件

高校免許要件

単
位

担 当 教 員

授
業
形
態

単
位
の
累
加

開講
区分

週
時
間
数

授　業　科　目

Ｂ必 ○

曜日
講時

履
修
年
次

中学校免許要件

●：コアカリキュラムを含む

高校免許要件

●：コアカリキュラムを含む

授
業
方
法
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⑩家庭選修

　１）教科に関する専門的事項

科目区分
時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ　 ー　 ド

授　業　科　目
単
位

担 当 教 員

授
業
形
態

単
位
の
累
加

開講
区分

週
時
間
数

授
業
方
法

履
修
年
次

備　　　考 教室
①連絡担当教員

②開講日程

家庭経営学 P1101 A0 P-HLS-1 家庭経営学概論 2 佐藤　裕紀子 講義 後 2 火 2 1 ○
家庭経営学（家族関
係学及び家庭経済学
を含む｡）

○
家庭経営学（家族関
係学及び家庭経済学
を含む｡）

B209

P1102 A0 P-HLS-2 家事労働論 2 佐藤　裕紀子 講義 （休講） 2 家庭経営学 家庭経営学 隔年開講：奇数年

P1103 A0 P-HLS-2 現代家族論 2 佐藤　裕紀子 講義 後 2 月 2 2 家庭経営学 家庭経営学 B311

P1104 A0 P-HLS-2 家族とジェンダー 2 佐藤　裕紀子 講義 前 2 火 3 2 家庭経営学 家庭経営学 隔年開講：偶数年 A534

P1105 A0 P-HLS-3 家庭経営学演習 1 佐藤　裕紀子 演習 ４Ｑ 2 水 2 3 家庭経営学 家庭経営学 C306

被 服 学 P1106 A0 P-CTS-1 被服学概論 2 （非）林　まち子 講義 前 2 月 3 1 ○ 被服学 ○ 被服学 C302 ①佐藤裕紀子

P1108 A0 P-CTS-3 被服環境学 2 （非）木村　美智子 講義 後期集中 3 被服学 被服学
※教務情報ポータルシス
テム等にて後日要確認

①野中美津枝
②12月～2月の頃を予定

P1110 A0 P-CTS-3 被服学演習 1 未定 演習 （休講） 3 被服学 被服学

P1111 A0 P-CTS-1 被服構成学基礎 1 （非）林　まち子 実習 後 2 火 4 1 ○
被服学（被服実習を
含む｡）

○
被服学（被服実習を
含む｡）

家庭選修以外の学生は「被服
学概論」単位修得者に限る C302 ①佐藤裕紀子

P1112 A0 P-CTS-3 被服構成学応用 1 未定 実習 (休講) 3
被服学（被服実習を
含む｡）

被服学（被服実習を
含む｡）

「被服構成学基礎」単位
修得者に限る

食 物 学 P1113 A0 P-FOS-1 食物学概論 2 西川　陽子 講義 前 2 火 2 1 ○
食物学（栄養学及び
食品学を含む。）

○
食物学（栄養学及び
食品学を含む。） B205

P1114 A0 P-FOS-1 食品衛生管理学 1 西川　陽子 講義 後期集中 1
食物学（食品学を含
む。）

食物学（食品学を含
む。）

「食物学概論」単位修得
者に限る
上限人数20名

C316 ②12月頃を予定

P1115 A0 P-FOS-2 食生活論 2 西川　陽子 講義 前 2 火 4 2 食物学 食物学 B420

P1117 A0 P-FOS-3 食物学演習 1 西川　陽子 演習 ４Ｑ 2 水 2 3 食物学 食物学 C315

P1118 A0 P-HLS-2 調理学基礎 1 西川　陽子 実習 ３Ｑ 4 火 4∼5 2 ○
食物学（調理実習を
含む。）

○
食物学（調理実習を
含む。） C316

P1119 A0 P-HLS-3 調理学応用 1 西川　陽子 実習 ４Ｑ 4 火 4∼5 3
食物学（調理実習を
含む。）

食物学（調理実習を
含む。） C316

住 居 学 P1121 A0 P-HLS-2 住居学概論 2 齋藤　芳徳 講義 後 2 金 3 ◎ 2 ○ 住居学 ○ 住居学 B311

P1122 A0 P-EDU-2 住居環境学 2 未定 演習 （休講） 2 住居学 住居学

保 育 学 P1123 A0 P-CHD-1 保育学 2 （非）数井　みゆき 講義 前 2 木 3 1 ○ 保育学 ○ 保育学 B312 ①野中美津枝

P1125 A0 P-CHD-3 親子関係学 2 （非）数井　みゆき 講義 前 2 月 4 3 保育学 保育学 B208 ①野中美津枝

P1126 A0 P-CHD-3 保育学演習 1 未定 演習 （休講） 3 保育学 保育学

必

必

必

必

必

必

卒 業 要 件
曜日
講時

中学校免許区分

○：一般的包括的内容を含む

高校免許区分

○：一般的包括的内容を含む

必
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　２）教科の指導法

Ａ
教実

Ｂ

２単位 ８単位

家 庭 P1129 A0 P-EDU-1 選必 必 中等家庭科教育法Ⅰ 2 野中　美津枝 講義 前 2 火 4 1 ● 家・必 ● 家・必 A224

P1130 A0 P-EDU-2 必 中等家庭科教育法Ⅱ 2
石島　恵美子
野中　美津枝

講義 前 2 火 2 2 家・必 家・選 A528

P1131 A0 P-EDU-2 選必 必 中等家庭科教育法Ⅲ 2 野中　美津枝 講義 後 2 水 2 2 ● 家・必 ● 家・必 B311

P1132 A0 P-EDU-3 必 中等家庭科教育法Ⅳ 2 野中　美津枝 講義 前 2 金 2 3 家・必 家・選 A224

P1133 A0 P-EDU-3 家庭科教育学演習Ⅰ 1 石島　恵美子 演習 ４Ｑ 2 月 4 3 家・選 家・選 C309

P1134 A0 P-EDU-3 家庭科教育学演習Ⅱ 1 野中　美津枝 演習 ４Ｑ 2 金 3 3 家・選 家・選 C310

　３）教科及び教科の指導法に関する科目における複数の事項を合わせた内容に係る科目

科目区分
時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ　 ー　 ド

授　業　科　目
単
位

担 当 教 員

授
業
形
態

単
位
の
累
加

開講
区分

週
時
間
数

授
業
方
法

履
修
年
次

備　　　　　考 教室
①連絡担当教員

②開講日程

複合科目 P1135 A0 P-EDU-3 中等家庭科の内容と実践 1

野中　美津枝
石島　恵美子
佐藤　裕紀子
西川　陽子

演習 ４Ｑ 2 木 3 3 B203

単
位
の
累
加

開講
区分

教室備　　　　　考

授
業
方
法

担 当 教 員

授
業
形
態

科目区分
時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ　 ー　 ド

卒 業 要 件

①連絡担当教員
②開講日程

Ｂ必 ○ ○

曜日
講時

履
修
年
次

中学校免許要件

●：コアカリキュラムを含む

高校免許要件

●：コアカリキュラムを含む
授　業　科　目

卒 業 要 件
曜日
講時

中学校
免許要件

高校免許要件

週
時
間
数

単
位
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（５）高等学校「情報」の教科及び教科の指導法

　１）教科に関する専門的事項

科目区分
時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ　 ー　 ド

授　業　科　目
単
位

担 当 教 員

授
業
形
態

単
位
の
累
加

開 講
区 分

週
時
間
数

授
業
方
法

履
修
年
次

備　　　　　　　考 教室について
①連絡担当教員
②開講日程

情 報 社 会 ・
　 情 報 倫 理

P1201 A0 P-ICT-1 情報社会と倫理 2 工藤　雄司 講義 　 後 2 月 3 1 ○
情報社会（職業に関する内容を
含む。）・情報倫理 B204

P1204 A0 P-ICT-1 コンピュータ及び情報処理 2 松村　初 講義 （休講） 1 ○ コンピュータ・情報処理 奇数年開講

P1205 A0 P-ICT-1 情報技術演習Ⅰ 2 佐々木　忠之 演習 後 2 木 4 1 ○ コンピュータ・情報処理 定員２０名 B208

P0519 A0 P-ICT-3 コンピュータ概論 2 松村　初 講義 前 2 火 4 3 コンピュータ・情報処理 共通開設（数学） B203

A0 2 長谷川　雄央 講義 後 2 月 4 1
理学部
MM1

A1 2 鳥養　祐二 講義 後 2 火 1 1
理学部
MM1

P1223 A0 P-INF-2 プログラミングＡ 2 長谷川　雄央 講義 前 2 木 3 2 コンピュータ・情報処理
理学部
MM2

P1224 A0 P-INF-2 プログラミングＢ 2 藤間　昌一 演習 前 2 火 3 2 コンピュータ・情報処理
理学部
第６講義室

情報システム P1208 A0 P-ICT-2 情報システム概論 2
工藤　雄司
大西　有

講義 （休講） 2 ○ 情報システム
奇数年開講
共通開設（技術）

P1209 A0 P-ICT-2 情報システム演習 2 （非）田村　俊之 演習 後期集中 2 ○ 情報システム 共通開設（技術） B202

①工藤雄司
②
11/17（日）1-3限
11/24（日）1-3.5限
12/1（日）1-3.5限
12/8（日）1-3限の予定

P0520 A0 P-ICT-3 情報数学 2 松村　初 講義 前期集中 ○ 3 情報システム
共通開設（数学）
視聴期間：4月11日～7月23日／質問に
ついてはメール等で受け付ける

-
②毎週金曜日配信（1週間以
内に受講すること）

P1210 A0 P -ICT-2-MDA 情報通信ネットワーク概論 2 工藤　雄司 講義 後 2 木 5 1 ○ 情報通信ネットワーク 偶数年開講 B202

P1211 A0 P-ICT-2 情報通信ネットワーク演習 2 工藤　雄司 演習 後 2 火 3 2 ○ 情報通信ネットワーク 偶数年開講 定員３０名 B202

P1225 A0 P-INF-3 ネットワーク概論 2 長谷川　雄央 講義 前 2 金 3 3 情報通信ネットワーク
理学部
第７講義室

P1226 A0 P-INF-3 ネットワーク演習 2 長谷川　雄央 演習 前 2 金 4 3 情報通信ネットワーク
理学部
第７講義室

P1213 A0 P-ICT-2 マルチメディア表現の理論及び演習 2 未定 演習 （休講） 2 ○
マルチメディア表現・マルチメ
ディア技術

奇数年開講

P1215 A0 P-ICT-2 シミュレーション技法 2 野崎　英明 演習 後 2 月 5 2
マルチメディア表現・マルチメ
ディア技術

偶数年開講 B202

　２）教科の指導法

科目区分
時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ　 ー　 ド

授　業　科　目
単
位

担 当 教 員

授
業
形
態

単
位
の
累
加

開講
区分

週
時
間
数

授
業
方
法

履
修
年
次

備　　　　　　考 教室について
①連絡担当教員
②開講日程

情 報 P1220 A0 P-EDU-1 情報科教育法Ⅰ 2 工藤　雄司 講義 後 2 火 5 1 ● 情・必 偶数年開講 B202

P1221 A0 P-EDU-1 情報科教育法Ⅱ 2 工藤　雄司 講義 （休講） 1 ● 情・必 奇数年開講

曜日
講時

高校免許要件

●：コアカリキュラムを含む

曜日
講時

高校免許区分

○：一般的包括的内容を含む

コンピュータ・情報処理

コンピュータ・
　　　　情報処理

P1222 P-INF-1 情報基礎

情報通信
　ネットワーク

【P1225・P1226】
2021年度以降入学者対象科目
※2020年度以前の入学者は、他学部科目とし
て履修することになります。(時間割等は理
学部の要項で確認し、理学部コードで履修登
録すること）

理学部開講

マルチメディア
　　　表現・技術

【P1222～P1224】
2021年度以降入学者対象科目
※2020年度以前の入学者は、他学部科目
として履修する。(時間割等は理学部の要
項で確認し、理学部コードで履修登録す
ること）

理学部開講
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５．大学が独自に設定する科目

時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ　 ー　 ド

授　業　科　目
単
位

担 当 教 員

授
業
形
態

単
位
の
累
加

開講
区分

週
時
間
数

授
業
方
法

履
修
年
次

幼稚園
免　許
区　分

小学校
免　許
区　分

中学校
免　許
区　分

高　校
免　許
区　分

備　　　　　考 教室
①連絡担当教員

②開講日程

P4057 A1 P-EDU-2
学校インターンシップ
（教務支援）（Ａ）

1 新井　英靖　ほか 実習 可 前期集中 2 ○ ○ ○ ○ 同一年度に単位の累加はできない

P4057 A2 P-EDU-1
学校インターンシップ
（教務支援）（Ｂ）

1 新井　英靖　ほか 実習 可 後期集中 1 ○ ○ ○ ○ 同一年度に単位の累加はできない

P4058 A1 P-EDU-2
学校インターンシップ
（幼児児童生徒支援）（Ａ）

1 新井　英靖　ほか 実習 可 前期集中 2 ○ ○ ○ ○ 同一年度に単位の累加はできない

P4058 A2 P-EDU-1
学校インターンシップ
（幼児児童生徒支援）（Ｂ）

1 新井　英靖　ほか 実習 可 後期集中 1 ○ ○ ○ ○ 同一年度に単位の累加はできない

P4059 A1 P-EDU-2
学校インターンシップ
（行事支援）（Ａ）

1 新井　英靖　ほか 実習 可 前期集中 2 ○ ○ ○ ○ 同一年度に単位の累加はできない

P4059 A2 P-EDU-1
学校インターンシップ
（行事支援）（Ｂ）

1 新井　英靖　ほか 実習 可 後期集中 1 ○ ○ ○ ○ 同一年度に単位の累加はできない

P4060 A1 P-EDU-2
学校インターンシップ
（部活動支援）（Ａ）

1 新井　英靖　ほか 実習 可 前期集中 2 ○ ○ ○ ○ 同一年度に単位の累加はできない

P4060 A2 P-EDU-1
学校インターンシップ
（部活動支援）（Ｂ）

1 新井　英靖　ほか 実習 可 後期集中 1 ○ ○ ○ ○ 同一年度に単位の累加はできない

P4062 A0 P-EDU-3 教育実践と教師Ａ 1 五島　浩一 講義 ４Ｑ 2 金 4 3 ○ ○ ○ ○ D102

P4061 A0 P-EDU-4 教育実践と教師Ｂ 2 五島　浩一 講義 前 2 金 4 4 ○ ○ ○ ○ D101

P4063 A0 P-EDU-2 生涯学習論 2 （非）藤原 昌樹 講義 後期集中 2 ○ ○ ○ ○
学芸員資格に対応する科目
奇数年開講（仮）

※教務情報ポータルシス
テム等にて後日要確認

①甲斐教行
②教務情報ポータルシステム等にて後
日要確認

P4004 A0 P -ART-3-COE 美術館ワークショップ実習 1 片口　直樹 実習 可 前 2 月 4 3 ○ ○ 学芸員資格に対応する科目 C101

P4005 A0 P-EDU-3 現代教育の実践的課題 2 齋木　久美 講義 後期集中 3 ○ ○ ○ ○
※教務情報ポータルシス
テム等にて後日要確認

②教務情報ポータルシステム等にて後
日要確認

P4008 A0 P-EDU-3 小学校算数発展 2 栗原　博之 講義 前 2 月 3 3 ○ B205

P4009 A0 P-EDU-3 小学校算数実践 2
梅津　健一郎
栗原　博之
松村　初

講義 前 2 木 1 3 ○ B311

小学校理科 P4011 A0 P-EDU-3 初等化学 2 青島　政之 講義 前期集中 3 ○ A323 ②教員より学生に直接連絡

言語活動 P4021 A0 P-EDU-3 児童文学を読む 2 昌子　佳広 講義 前 2 火 4 3 ○ ○ B209

P4024 A0 P-ENC-3 地球環境論 2 阿部　信一郎 講義 前 2 金 3 3 ○ ○ B208

P4026 A0 P-EDU-3 環境教育論 2 郡司　晴元 講義 後 2 火 3 3 ○ ○ ３０名程度（人数制限） B311

P4028 A0 P-EAS-3 環境地球科学 2 伊藤　孝 講義 前 2 金 3 3 ○ B205

P4030 A0 P-HSS-2 からだと運動の測定評価 2
渡邊將司
上地　勝

演習 後 2 金 1 2 ○ ○ B204

P4031 A0 P-EDU-3 子どもの食と健康 2 西川　陽子 講義 前 2 金 3 ◎ 3 ○ ○ B203

P4032 A0 P-SCH-3 子どものこころと健康 2 瀧澤　利行 講義 前 2 金 3 3 ○ ○ 偶数年開講 B312

P4055 A0 P-SCH-3 健康を通じた学校づくり 2 瀧澤　利行 講義 (休講） 3 ○ ○ 奇数年開講

P4033 A0 P-EDU-1 学校教育における情報活用 2

榊　守
工藤　雄司
野崎　英明
大西　有
臼坂　高司
川路　智治

講義 後 2 火 2 1 ○ ○ ○ ○ B202

P4036 A0 P-EDU-3 ＩＣＴを取り入れた教育 2 （非）小林　祐紀 演習 前 2 火 4 3 ○ A528 ①生越達

P4037 A0 P-EDU-3 プログラミングを取り入れた教育 2 大西　有 演習 前 2 金 3 3 ○ B202

②4月4日説明会で周知する（基本的に授
業の空いている時間を活用して参加）

※教務情報ポータルシス
テム等にて後日要確認

科目区分
曜日
講時

小学校算数

環境教育

初
等
教
育
実
践
力
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

健康教育

情報教育
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時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ　 ー　 ド

授　業　科　目
単
位

担 当 教 員

授
業
形
態

単
位
の
累
加

開講
区分

週
時
間
数

授
業
方
法

履
修
年
次

幼稚園
免　許
区　分

小学校
免　許
区　分

中学校
免　許
区　分

高　校
免　許
区　分

備　　　　　考 教室
①連絡担当教員

②開講日程
科目区分

曜日
講時

P4038 A0 P-EDU-2 学校経営と学校図書館 2 （非）千　錫烈 講義 通年集中 2 ○ ○ ○ 司書教諭　

①伊藤孝（変更の可能性あり）
②8/3、8/4、8/16、8/17、8/18、
8/24、8/25、9/7、9/8、9/14うち5日
間予定

P4039 A0 P-EDU-2 学校図書館メディアの構成 2 （非）竹之内　禎 講義 後期集中 2 ○ ○ ○ 司書教諭　
①伊藤孝（変更の可能性あり）
②12/27、12/28、12/29、12/30

P4040 A0 P-EDU-2 情報メディアの活用 2 （非）久保　陽子 講義 通年集中 2 ○ ○ ○ 司書教諭　
①伊藤孝（変更の可能性あり）
②8/19、8/22、8/23、8/26、8/27、
8/28うち4日間予定

P4041 A0 P-EDU-2 学習指導と学校図書館 2 （非）松島　愛美 講義 通年集中 2 ○ ○ ○ 司書教諭　
①伊藤孝（変更の可能性あり）
②7/6、7/7、7/13、7/14、7/15、
7/27、7/28の　うち4日間予定

P4042 A1 P-EDU-2 読書と豊かな人間性 2 新井　英靖 講義 通年集中 2 ○ ○ ○

司書教諭

【注意】R5年度以前に履修した場
合は、中高（国語）のみ適用

②5/11（1-4限）、6/1（1-4限）、
6/15（1-3限）、10月中旬図書館ビブ
リオバトル予定

国　語 P4064 A0 P-EDU-2 ことばの世界 2 鈴木　裕也 講義 後 2 水 2 2 〇 ○
○

（国語）
○

（国語） D101

社 会・地 歴
・公 民

P4045 A0 P-EDU-1-COE 茨城の歴史と文化 2 千葉　真由美 講義 後期集中 1
○

(社会,
地歴,公民)

○
(社会,

地歴,公民)
学芸員（文化史） A528

②10/19（土）、10/26（土）、12/7
（土）or14（土）、12/21（土）を予
定。

P4046 A0 P-EDU-2 言語と文化の諸相 2
君塚　淳一
安原　正貴
小林　英美

講義 通年集中 2 ○ ○
○

（英語）
○

（英語）
偶数年度開講 A536

②
9/23(月)4限,
9/24(火)1～4限
9/25(水)1～4限
9/26(木)1～4限

P4047 A0 P-EDU-1 異文化理解実習 2 小林　英美 演習 可 後期集中 1
○

（英語）
○

（英語）
英国短期語学研修
申請者向け

-
②11/7(昼休み)に初回を実施し、それ
以降の授業については履修生と相談し
て決定する

P4049 A0 P-ART-1 デッサンの基礎Ⅰ 2 島　剛 演習 １Ｑ 4 月 3∼4 1
○

（美術）
○

（美術）
学校教育美術選修向き C101

P4050 A0 P-ART-1 デッサンの基礎Ⅱ 2 島　剛 演習 ２Ｑ 4 月 3∼4 1
○

（美術）
○

（美術）
学校教育美術選修向き C101

【学校インターンシップ受講のための推奨日】

-

国語

社会

英語

数学

理科

音楽

美術

保健体育

技術

家庭

-

養護教諭養成課程

※教務情報ポータルシス
テム等にて後日要確認

2年　前期　火3～5限　後期　火4～5限

1年　後期　火1～2限

1年　後期　月3～4限

1年　後期　火1～2限

1年　後期　火4～5限

1年　後期　月3～4限　：2年　後期　火2～3限

　　　　なお、小学校英語プログラムの代替科目として英語選修の「英語コミュニケーションＷ、学校英文法、英語コミュニケーションＰ、英語文学・文化演習Ｄ」を取得した場合、小学校英語プログラムの対応科目としてのみ振替

　　　　えられる事を意味し、上記４科目が「大学が独自に設定する科目」の小学校免許対応科目に振替えられるわけではありません。上記４科目は中学校・高等学校免許区分（英語）の教科に関する専門的事項として算入されます。

４）専門性を広げるための科目（専門科目の科目区分にとらわれず，専門領域に関する幅広い内容を扱った講義・演習）

注意１　幼稚園～高等学校までの各免許区分に対応している内容に○印を記載。ただし、注意２の４）の科目は、科目区分に記載された中学・高校の専門教科のみに対応しています。

注意２　“科目区分”とは教育職員免許法で定められたものではありません。履修をする際にどのような内容の科目が開講されているのか分かりやすく表示するために記載したものです。

内容は以下のとおりです。

１）現代的教育課題に関する科目・教員の技術・技法に関する科目

２）初等教育実践力養成プログラム対応の科目

３）学校図書館司書教諭の科目

学 校 図 書 館

1年　後期　火1～2限　：2年　後期　水1～2限

1年　後期　月3～4限

専
門
性
を
広
げ
る
た
め
の
科
目

教科教育

特別支援教育

英　語

美　術

注意３　初等教育実践力養成プログラム科目の内、小学校英語に関する科目の「単位の累加：可」については、プログラム取得のための単位累加には対応しません。

注意４　初等教育実践力養成プログラムの内、小学校英語プログラムの代替科目等については、「初等教育実践力養成プログラム」のページの備考欄を確認すること。（2019・2020年度入学者が該当）

学校教育教員養成
課程

教育実践科学

1年　後期　火1～2限

1年　後期　月3～4限

1年　後期　月3～4限　：2年　後期　火3～4限

2年　後期　火3～4限

2年　後期　木3～4限
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時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ　 ー　 ド

卒
業
要
件

授　 業　 科　 目
単
位

担 当 教 員

授
業
形
態

単
位
の
累
加

開 講
区 分

週
時
間
数

授
業
方
法

履
修
年
次

特支
免許
区分

●　◇1または◇2：
コアカリキュラムを

含む
中心となる領域 含む領域 備　　　　　考 教室

①連絡担当教員
②開講日程

P5001 A0 P-EDU-3 必 特別支援教育原論 2 新井　英靖 講義 前 2 月 4 3 特１ ● B312

P5025 A0 P-EDU-3 障害児教育学演習 2
新井　英靖
井口　亜希子

演習 ４Ｑ集中 3 特１ 本コースの学生に限る
※教務情報ポータルシステム等に
て後日要確認

②12月～1月に実施（履修者と授業担当
の間で予定を調整して実施する）

P5005 A0 P-EDU-3 必 知的障害児の心理 2 細川　美由紀 講義 前 2 金 3 3 特２ ● 知的障害者 B204

P5006 A0 P-EDU-3 必 知的障害児の生理・病理 2 勝二　博亮 講義 前 2 金 2 3 特２ ● 知的障害者 D101

P5026 A0 P-EDU-3 知的障害児心理学演習 2 細川　美由紀 演習 ４Ｑ集中 3 特２ 知的障害者 本コースの学生に限る
※教務情報ポータルシステム等に
て後日要確認

②12月～1月に実施（履修者と授業担当
の間で予定を調整して実施する）

P5027 A0 P-EDU-3 知的障害児生理学演習 2
勝二　博亮
田原　敬

演習 ４Ｑ集中 3 特２ 知的障害者 本コースの学生に限る
※教務情報ポータルシステム等に
て後日要確認

②12月～1月に実施（履修者と授業担当
の間で予定を調整して実施する）

P5011 A0 P-EDU-1 肢体不自由児の心理・生理・病理 2 石田　修 講義 前 2 月 3 1 特２ ● 肢体不自由者 B208

P5012 A0 P-EDU-2 病弱児の心理・生理・病理 2 勝二　博亮 講義 前 2 火 3 2 特２ ● 病弱者 D101

P5014 A0 P-EDU-3 必 知的障害児の教育方法 2 新井　英靖 講義 前 2 木 1 3 特３ ● 知的障害者 B205

P5015 A0 P-EDU-3 必 知的障害児教育実践論 2
新井　英靖
附属学校教員

演習 通年集中 3 特３ 知的障害者

本コースの学生及び副専実習予定
者に限る
「知的障害児の教育方法」を履修
済であること

B208 ②7/18(木)の１限および8/27(火)-
8/29(木) 1-4限

P5016 A0 P-EDU-3 障害児のアセスメント 2 細川　美由紀 演習 後期集中 3 特３ 知的障害者
本コースの学生、副専実習予定者
に限る B311

②11/30(土）12/1（日）12/7(土）12/8
（日）予定

P5017 A0 P-EDU-1 肢体不自由児の教育方法 2 新井　英靖 講義 後 2 月 3 1 特３ ● 肢体不自由者 知的障害者 B203

P5018 A0 P-EDU-2 病弱児の教育方法 2 新井　英靖 講義 前 2 火 2 2 特３ ● 病弱者 知的障害者 D102

P5028 A0 P-EDU-3 知的障害児指導法演習 2 石田　修 演習 ４Ｑ集中 3 特３ 知的障害者 本コースの学生に限る
※教務情報ポータルシステム等に
て後日要確認

②12月～1月に実施（履修者と授業担当
の間で予定を調整して実施する）

P5019 A0 P-EDU-2 聴覚障害児の心理と生理・病理 2 田原　敬 講義 前 2 火 4 2 特４ ◇1 聴覚障害者 B207

P5020 A0 P-EDU-2 感覚障害児の生理機能評価法 1
田原　敬
未定

演習 ３Ｑ 2 月 2 2 特４ ◇1 聴覚障害者 視覚障害者 B207

P5029 A0 P-EDU-3 障害児生理学演習 2 田原　敬 演習 ４Ｑ集中 3 特４ 聴覚障害者 本コースの学生に限る
※教務情報ポータルシステム等に
て後日要確認

②12月～1月に実施（履修者と授業担当
の間で予定を調整して実施する）

P5030 A0 P-EDU-1 感覚障害児の教育方法 2
田原　敬
井口　亜希子

演習 後期集中 1 特４ ◇1 聴覚障害者 視覚障害者 本コースの学生に限る
※教務情報ポータルシステム等に
て後日要確認

②９月下旬～１０月に実施

P5031 A0 P-EDU-2 聴覚障害児の理解と支援 2 井口　亜希子 講義 後 2 火 4 2 特４ ◇1 聴覚障害者 B208

P5035 A0 P-EDU-2
聴覚障害児のコミュニケーション
と支援

1
田原　敬
井口　亜希子

演習 4Ｑ 2 月 2 2 特４ 聴覚障害者
聴覚障害プログラムに参加する学
生に限る B209

P5032 A0 P-EDU-3 障害児指導法演習 2 井口　亜希子 演習 ４Ｑ集中 3 特４ 聴覚障害者 本コースの学生に限る
※教務情報ポータルシステム等に
て後日要確認

②12月～1月に実施（履修者と授業担当
の間で予定を調整して実施する）

P5022 A0 P-EDU-2 必 重度重複障害児教育論 1 石田　修 講義 3Ｑ 2 火 2 2 特４ ● 重複・ＬＤ等領域 重複 D201

P5023 A0 P-EDU-1 必 発達障害児教育概論 2 細川　美由紀 講義 前 2 火 1 1 特４ ● 重複・ＬＤ等領域 言語・情緒・LD・ADHD・自閉 B208

P5033 A0 P-EDU-3 特別支援教育課題研究 1

新井　英靖
細川　美由紀
勝二　博亮
田原　敬
石田　修
井口　亜希子

演習 前期集中 3 特４

視覚障害者
聴覚障害者
知的障害者
肢体不自由者
病弱者

本コースの学生に限る
※教務情報ポータルシステム等に
て後日要確認

②
5/10(金)5限
6/7(金）5限
6/28(金)5限
8/10(土)1-4限

P5034 A0 P-EDU-2 障害児の生理機能評価法 1
勝二　博亮
未定

演習 ４Ｑ 2 火 2 2 特４

視覚障害者
聴覚障害者
知的障害者
肢体不自由者
病弱者

B205

P5024 A0 P-EDU-1 障害児教育総論 1

細川　美由紀
勝二　博亮
新井　英靖
田原　敬
石田　修
井口　亜希子

講義 後期集中 1 特４ ◇2

視覚障害者
聴覚障害者
知的障害者
肢体不自由者
病弱者

D201

注意１

注意２

注意３

特別支援教育コースの学生は、教育実習（特別支援教育実地研究）開始までに、特別支援学校教育コースの専門科目１８単位を履修済であることが望ましい。

特別支援教育コース以外の教育学部学生で、特別支援学校教諭免許状の取得を希望する者は、教育実習（特別支援教育実地研究）開始までに、「特別支援教育原論」「知的障害児の教育方法」を含む特別支援教育コースの科目の中から「８単位」履修済みであることが望ましい。なお、履
修に関しては以下の点に留意すること。

(1) 履修要項の「３．特別支援学校教諭普通免許状」の“注意事項”を参照すること。

(2) 領域以外の科目(特４）から、重複・LD等領域の「重度重複障害児教育論」と「発達障害児教育概論」及び「障害児教育総論」は必ず履修すること。

免
許
状
に
定
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
特
別
支
援

教
育
領
域
以
外
の
領
域
に
関
す
る
科
目

心身に障害のある幼児、
児童又は生徒の心理、

生理及び病理に関する科目

心身に障害のある幼児、
児童又は生徒の教育課程
及び指導法に関する科目

心身に障害のある幼児、
児童又は生徒の心理、

生理及び病理に関する科目

心身に障害のある幼児、
児童又は生徒の教育課程
及び指導法に関する科目

特別支援教育コースの学生は、「障害児の生理機能評価法」と「特別支援教育課題研究」と「障害児教育総論」の３科目から１科目以上を必ず履修すること。

特
別
支
援
教
育
領
域
に
関
す
る
科
目

心身に障害のある幼児、
児童又は生徒の心理、

生理及び病理に関する科目

心身に障害のある幼児、
児童又は生徒の教育課程
及び指導法に関する科目

６．特別支援教育に関する科目
　特別支援教育コース（障害児教育）

科　　目　　区　　分
曜日
講時

特別支援教育の基礎理論に
関する科目
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７．養護に関する科目

　養護教諭養成課程（教育保健）

　　１）養護に関する科目

科目区分
時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ　 ー　 ド

卒
業
要
件

授　業　科　目
単
位

担 当 教 員

授
業
形
態

単
位
の
累
加

開 講
区 分

週
時
間
数

授
業
方
法

履
修
年
次

養教免許区分 備 　考 教室
①連絡担当教員

②開講日程

衛 生 学 及 び
公 衆 衛 生 学

P7001 A0 P -SCH-3-SUS 必 衛生学 2 瀧澤　利行 講義 前 2 金 4 3 衛生学・公衆衛生学 ○ 衛生学・公衆衛生学 ○ 衛生学・公衆衛生学 B311

P7002 A0 P-SCH-3 必 公衆衛生学 2 瀧澤　利行 講義 前 2 火 4 3
衛生学・公衆衛生学（予
防医学を含む。）

○ 衛生学・公衆衛生学 ○ 衛生学・公衆衛生学 D201

P7004 A0 P-PUH-3 保健学演習 2 青栁　直子 演習 ４Ｑ 4 3 衛生学・公衆衛生学 衛生学・公衆衛生学 衛生学・公衆衛生学 B311

学 校 保 健
P7005 A0 P-SCH-1 必 学校保健概論 2 瀧澤　利行 講義 前 2 火 2 1 学校保健 ○

学校保健（小児保健、
精神保健、学校安全及
び救急処置を含む。）

○
学校保健（小児保健、精
神保健、学校安全及び救
急処置を含む。）

D101

P7006 A0 P-SCH-2 学校環境衛生 1 瀧澤　利行 演習 ３Ｑ 2 水 1 2 学校保健
学校保健（小児保健、
精神保健、学校安全及
び救急処置を含む。）

学校保健（小児保健、精
神保健、学校安全及び救
急処置を含む。）

B312

養 護 概 説 P7007 A0 P-SNT-1 必 養護学概論 2 竹下　智美 講義 後 2 火 3 1 養護概説 B312

P7008 A0 P-SNT-2 養護実践論 2 竹下　智美 講義 前 2 火 3 2 養護概説 D102

P7009 A0 P-SNT-3 養護活動と関連法規 1 瀧澤　利行 講義 ４Ｑ 2 金 4 3 養護概説 B312

P7010 A0 P-SNT-3 学校保健行政 1 瀧澤　利行 講義 2Ｑ 2 火 1 3 養護概説 B312

P7011 A0 P-SNT-2 養護活動演習 2 竹下　智美 演習 後 2 火 2 2 養護概説 B107

健 康 相 談
活 動 の 理 論
及 び 方 法

P7013 A0 P-SNT-3 必 健康相談活動 2 竹下　智美 演習 4Ｑ 2 水 1～2 3
健康相談活動の理論・方
法

○
学校保健（小児保健、
精神保健、学校安全及
び救急処置を含む。）

○
学校保健（小児保健、精
神保健、学校安全及び救
急処置を含む。）

B312

P7014 A0 P-SCH-3 学校ヘルスカウンセリング 2 （非）人見　健太郎 講義 後期集中 3
健康相談活動の理論・方
法

学校保健（小児保健、
精神保健、学校安全及
び救急処置を含む。）

学校保健（小児保健、精
神保健、学校安全及び救
急処置を含む。）

奇数年開講
※教務情報ポータル
システム等にて後日
要確認

①瀧澤利行
②教務情報ポータルシ
ステム等にて後日要確
認

栄 養 学 P7015 A0 P-HLS-2 必 栄養学 2 （非）山下　正道 講義 前 2 月 5 2
栄養学（食品学を含
む。）

○ 栄養学 ○ 栄養学 B312 ①石原研治

解 剖 学 及 び
生 理 学

P7016 A0 P-BAM-1 必 解剖生理学概論Ⅰ 2 石原　研治 講義 前 2 木 2 1 解剖学・生理学 ○ 生理学 ○ 解剖学・生理学 B312

P7017 A0 P-BAM-1 解剖生理学概論Ⅱ 2 石原　研治 講義 後 2 火 1 1 解剖学・生理学 生理学 解剖学・生理学 B312

P7019 A0 P-BAM-1 必 免疫学Ⅰ 2 石原　研治 講義 後 2 火 2 1 免疫学 B312

P7020 A0 P-BAM-2 免疫学Ⅱ 2 石原　研治 講義 前 2 水 1 2 免疫学 B312

P7021 A0 P-BAM-2 薬理学 2 石原　研治 講義 前 2 火 2 2 薬理概論 生理学 生理学 B312

精 神 保 健 P7022 A0 P-SCH-3 必 精神保健 2 瀧澤　利行 講義 前 2 火 3 3 精神保健 ○
学校保健（精神保健
を含む。）

○
学校保健（精神保健を
含む。） D201

微 生 物 学 、
免 疫 学 、
薬理概論

曜日
講時

高校免許区分

○：一般的包括的
　　　　内容を含む

中学校免許区分

○：一般的包括的
　　　　内容を含む

金1～2
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看 護 学 P7025 A0 P-BAM-2 必 臨床医学概論 2 古池　雄治 講義 前 2 水 2 2 看護学 学校保健 学校保健 B311

P7026 A0 P-BAN-1 必 学校看護学概論 2 土方　郁美 講義 前 2 火 1 1 看護学 ○ 学校保健 ○ 学校保健 B311

P7027 A0 P-BAN-2 学校看護学実習 2 土方　郁美 実習 前 4 火 4～5 2 看護学 学校保健 学校保健 B104

P7028 A0 P-BAN-2 必 学校救急看護 2 土方　郁美 講義 前 2 木 3 2 看護学 学校保健 学校保健 B311

P7029 A0 P-BAN-2 必 学校救急看護実習 2 土方　郁美 実習 後 4 火 3～4 2
看護学（救急処置を含
む。）

学校保健 学校保健 B107

P7032 A0 P-CLM-2 内科系臨床医学・看護学 2 古池　雄治 講義 後 2 木 1 2 看護学 学校保健 学校保健 B311

P7033 A0 P-CLM-2 外科系臨床医学・看護学 2 古池　雄治 講義 後 2 木 3 2 看護学 学校保健 学校保健 B312

P7034 A0 P-CLM-3 母性・小児系臨床医学・看護学 2 古池　雄治 講義 前 2 木 4 3 看護学 学校保健 学校保健 B312

P7035 A0 P-CLM-3 感覚器系臨床医学・看護学 2 古池　雄治 講義 前 2 金 1  ◎ 3 看護学 学校保健 学校保健 B204

P7036 A0 P-CLM-3 必 臨床医学・看護学臨床実習 3
古池　雄治
土方　郁美

実習 通年集中 3
看護学（臨床実習を含
む。)

学校保健 学校保健
※教務情報ポータル
システム等にて後日
要確認

②教務情報ポータルシ
ステム等にて後日要確
認

　　２）教科の指導法

科目区分
時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ　 ー　 ド

養
護
教
諭

　
卒
業
要
件

授　業　科　目
単
位

担　当　教　員

授
業
形
態

単
位
の
累
加

開 講
区 分

週
時
間
数

授
業
方
法

履
修
年
次

養教免許区分 備　　考 教室
①連絡担当教員

②開講日程

保 健 P7201 A0 P-EDU-1 必 保健科教育法Ⅰ 2 青栁　直子 講義 後 2 木 2 1 ● 必 ● 必 B312

P7202 A0 P-EDU-2 必 保健科教育法Ⅱ 2 青栁　直子 講義 前 2 木 1 2 ● 必 ● 必 B312

P7203 A0 P-EDU-2 必 保健科教育法Ⅲ 2 青栁　直子 演習 後 2 金 3 2 ● 必 ● 必 B312

P7204 A0 P-EDU-3 必 保健科教育法Ⅳ 2 青栁　直子 講義 前 2 金 2 3 必 選 B312

曜日
講時

中学校免許要件

●：コアカリキュラム
　　　　　　　　を含む

高校免許要件

●：コアカリキュラム
　　　　　　　　を含む
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科目区分
時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ　 ー　 ド

授　業　科　目
単
位

担 当 教 員

授
業
形
態

単
位
の
累
加

開 講
区 分

週
時
間
数

授
業
方
法

履
修
年
次

履修
区分

他学部
開講の
授業科

目

備　　　　　　考 教室
①連絡担当教員

②開講日程

特 別 専 門 P6005 A0 P-CAM-1 楽しい博物館-MUSEUM入門- 2

田中　裕
高橋　修
添田　仁
佐々木　啓

講義 後 2 水 5 ◎ 1 ○人文 学芸員に関する科目 - -

P6006 A0 P-CAM-2 博 物 館 学 Ⅰ（教育と理念） 2 田中　裕　他 講義 前 2 水 4 ◎ 2 ○人文 学芸員に関する科目 - -

P6007 A0 P-CAM-2 博物館学Ⅱ（経営論） 2 （非）梶山　孝 講義 後 2 月 4 2 学芸員に関する科目 B311 ①甲斐教行

P6008 A0 P-CAM-2 博物館学Ⅲ（資料論） 2
（非）林　圭史
（非）武子　裕美

講義 後期集中 2 学芸員に関する科目 B208

①千葉真由美
②2/12（水）～21
（金）のうち4日間を予
定。

P6009 A0 P-CAM-3 博物館学Ⅳ（展示論） 2 若月　憲夫 講義 後 2 木 3 3 ○人文 学芸員に関する科目
人文
講義棟27

-

P6010 A0 P-CAM-2 文化財保存と博物館 2
田中　裕
松井　敏也
川口　武彦

講義 前期集中 2 ○人文 学芸員に関する科目
※教務情報ポータ
ルシステム等にて
後日要確認

-

P6011 A0 P-CAM-3 情報メディアと博物館 2
添田　仁
高野　光平
荒木　雅也

講義 後 2 水 3 3 ○人文 学芸員に関する科目
人文
講義棟14

-

P6012 A0 P-CAM-3 博物館実習Ⅰ 1
甲斐　教行
千葉　真由美
（非）小泉　晋弥

実習 通年集中 3 学芸員に関する科目
※教務情報ポータ
ルシステム等にて
後日要確認

②教務情報ポータルシ
ステム等にて後日要確
認

P6013 A0 P-CAM-4 博物館実習Ⅱ 1 甲斐　教行 実習 通年集中 4 学芸員に関する科目
※教務情報ポータ
ルシステム等にて
後日要確認

②教務情報ポータルシ
ステム等にて後日要確
認

P6014 A0 P-ARC-2 考古学特講 2 田中　裕 講義 後 2 月 1 2 ○人文
学芸員に関する科目
＜日本考古学Ⅰ＞

人文
講義棟24

-

P6015 A0 P-HIS-2 民俗学特講Ⅰ 2 井上　淳生 講義 （休講） 2 ○人文
学芸員に関する科目　奇数年開講
＜民俗学＞

P6016 A0 P-HIS-2 民俗学特講Ⅱ 2 井上　淳生 講義 後 2 火 3 2 ○人文
学芸員に関する科目
＜比較文化論＞

人文
講義棟12

-

曜日
講時

中学校免許区分 高校免許区分

８．特別専門科目

※教務情報ポータルシステム等にて後日要確認
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９．卒業研究

科目区分
時間割
コード

クラス
コード

ナンバリング
コ　 ー　 ド

授　業　科　目
単
位

担　当　教　員

授
業
形
態

単
位
の
累
加

開 講
区 分

週
時
間
数

授
業
方
法

履
修
年
次

履修
区分

備　　　　　　考 教室

PG301 P-GRT-5 卒業研究 4 齋木　久美 通年集中 4

PG302 P-GRT-5 卒業研究 4 鈴木　一史 通年集中 4

PG303 P-GRT-5 卒業研究 4 昌子　佳広 通年集中 4

PG304 P-GRT-5 卒業研究 4 宮﨑　尚子 通年集中 4

PG305 P-GRT-5 卒業研究 4 鈴木　裕也 通年集中 4

PG306 P-GRT-5 卒業研究 4 李　満紅 通年集中 4

PG308 P-GRT-5 卒業研究 4 木村　勝彦 通年集中 4

PG309 P-GRT-5 卒業研究 4 千葉　真由美 通年集中 4

PG310 P-GRT-5 卒業研究 4 池庄司　規江 通年集中 4

PG311 P-GRT-5 卒業研究 4 新谷　崇 通年集中 4

PG312 P-GRT-5 卒業研究 4 佐藤　邦政 通年集中 4

PG313 P-GRT-5 卒業研究 4 松村　好恵 通年集中 4

PG392 P-GRT-5 卒業研究 4 金久保　響子 通年集中 4

PG314 P-GRT-5 卒業研究 4 松岡　憲知 通年集中 4

PG315 P-GRT-5 卒業研究 4 小口　祐一 通年集中 4

PG316 P-GRT-5 卒業研究 4 梅津　健一郎 通年集中 4

PG317 P-GRT-5 卒業研究 4 栗原　博之 通年集中 4

PG318 P-GRT-5 卒業研究 4 松村　初 通年集中 4

PG319 P-GRT-5 卒業研究 4 吉井　豊 通年集中 4

PG320 P-GRT-5 卒業研究 4 荻原　文弘 通年集中 4

PG321 P-GRT-5 卒業研究 4 伊藤　孝 通年集中 4

PG322 P-GRT-5 卒業研究 4 阿部　信一郎 通年集中 4

PG323 P-GRT-5 卒業研究 4 棗田　孝晴 通年集中 4

PG324 P-GRT-5 卒業研究 4 郡司　晴元 通年集中 4

PG325 P-GRT-5 卒業研究 4 宮本　直樹 通年集中 4

PG326 P-GRT-5 卒業研究 4 青島　政之 通年集中 4

PG327 P-GRT-5 卒業研究 4 永尾　敬一 通年集中 4

PG328 P-GRT-5 卒業研究 4 上栗　伸一 通年集中 4

曜日
講時
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PG329 P-GRT-5 卒業研究 4 谷川　佳幸 通年集中 4

PG330 P-GRT-5 卒業研究 4 山口　哲人 通年集中 4

PG331 P-GRT-5 卒業研究 4 田中　宏明 通年集中 4

PG332 P-GRT-5 卒業研究 4 秋葉　桃子 通年集中 4

PG393 P-GRT-5 卒業研究 4 野津　雄太 通年集中 4

PG333 P-GRT-5 卒業研究 4 甲斐　教行 通年集中 4

PG334 P-GRT-5 卒業研究 4 向野　康江 通年集中 4

PG335 P-GRT-5 卒業研究 4 齋藤　芳徳 通年集中 4

PG336 P-GRT-5 卒業研究 4 島　剛 通年集中 4

PG337 P-GRT-5 卒業研究 4 片口　直樹 通年集中 4 C312

PG338 P-GRT-5 卒業研究 4 小口　あや 通年集中 4

PG339 P-GRT-5 卒業研究 4 島田　裕之 通年集中 4

PG340 P-GRT-5 卒業研究 4 勝本　真 通年集中 4

PG341 P-GRT-5 卒業研究 4 吉野　聡 通年集中 4

PG342 P-GRT-5 卒業研究 4 上地　勝 通年集中 4

PG343 P-GRT-5 卒業研究 4 篠田　明音 通年集中 4

PG344 P-GRT-5 卒業研究 4 渡邊　將司 通年集中 4

PG345 P-GRT-5 卒業研究 4 中嶋　哲也 通年集中 4

PG346 P-GRT-5 卒業研究 4 大津　展子 通年集中 4

PG348 P-GRT-5 卒業研究 4 工藤　雄司 通年集中 4

PG349 P-GRT-5 卒業研究 4 野崎　英明 通年集中 4

PG350 P-GRT-5 卒業研究 4 榊　守 通年集中 4

PG351 P-GRT-5 卒業研究 4 大西　有 通年集中 4

PG352 P-GRT-5 卒業研究 4 臼坂　高司 通年集中 4

PG353 P-GRT-5 卒業研究 4 川路　智治 通年集中 4

PG354 P-GRT-5 卒業研究 4 野中　美津枝 通年集中 4

PG356 P-GRT-5 卒業研究 4 石島　恵美子 通年集中 4

PG357 P-GRT-5 卒業研究 4 佐藤　裕紀子 通年集中 4

PG358 P-GRT-5 卒業研究 4 西川　陽子 通年集中 4

PG359 P-GRT-5 卒業研究 4 君塚　淳一 通年集中 4

PG360 P-GRT-5 卒業研究 4 小林　英美 通年集中 4

PG361 P-GRT-5 卒業研究 4 齋藤　英敏 通年集中 4
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PG362 P-GRT-5 卒業研究 4 安原　正貴 通年集中 4

PG363 P-GRT-5 卒業研究 4 青田　庄真 通年集中 4

PG364 P-GRT-5 卒業研究 4 勝二　博亮 通年集中 4

PG365 P-GRT-5 卒業研究 4 新井　英靖 通年集中 4

PG366 P-GRT-5 卒業研究 4 細川　美由紀 通年集中 4

PG367 P-GRT-5 卒業研究 4 田原　敬 通年集中 4

PG368 P-GRT-5 卒業研究 4 井口　亜希子 通年集中 4

PG369 P-GRT-5 卒業研究 4 石田　修 通年集中 4

PG370 P-GRT-5 卒業研究 4 瀧澤　利行 通年集中 4

PG371 P-GRT-5 卒業研究 4 古池　雄治 通年集中 4

PG372 P-GRT-5 卒業研究 4 青栁　直子 通年集中 4

PG373 P-GRT-5 卒業研究 4 石原　研治 通年集中 4

PG374 P-GRT-5 卒業研究 4 竹下　智美 通年集中 4

PG394 P-GRT-5 卒業研究 4 土方　郁美 通年集中 4

PG388 P-GRT-5 卒業研究 4 鈴木　稔 通年集中 4

PG389 P-GRT-5 卒業研究 4 長谷川　眞人 通年集中 4

PG376 P-GRT-5 卒業研究 4 生越　達 通年集中 4

PG377 P-GRT-5 卒業研究 4 佐藤　環 通年集中 4

PG378 P-GRT-5 卒業研究 4 打越　正貴 通年集中 4

PG379 P-GRT-5 卒業研究 4 三輪　壽二 通年集中 4

PG380 P-GRT-5 卒業研究 4 神永　直美 通年集中 4

PG381 P-GRT-5 卒業研究 4 渡部　玲二郎 通年集中 4

PG382 P-GRT-5 卒業研究 4 加藤　崇英 通年集中 4

PG383 P-GRT-5 卒業研究 4 小林　伸彦 通年集中 4

PG384 P-GRT-5 卒業研究 4 杉本　憲子 通年集中 4

PG390 P-GRT-5 卒業研究 4 宮本　浩紀 通年集中 4

PG386 P-GRT-5 卒業研究 4 今泉　友里 通年集中 4

PG387 P-GRT-5 卒業研究 4 髙野　貴大 通年集中 4

PG391 P-GRT-5 卒業研究 4 坂本　達也 通年集中 4
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Ⅲ　教育実践力養成プログラム
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(1)初等教育実践力養成プログラム（2022年度以前の入学者のみ対象）

①教育実践科学プログラム

プログラム名 授　業　科　目 単位 担 当 教 員
授業
形態

開 講
区 分

週
時
間
数

履修
年次

備　　　考

共 通 科 目 教 師 の キ ャ リ ア デ ザ イ ン 2 今泉　友里 講義 後 2 火 3 2

学校・地域社会・保護者の連携 2 今泉　友里 講義 後 2 水 2 2

学 校 経 営 と 子 ど も 2 加藤　崇英 演習 前 2 火 4 2

教 育 実 践 の 分 析 2 渡部　玲二郎 演習 前 2 火 3 2

公 共 性 と 教 育 2 坂本　達也 講義 （休講）

現 代 教 育 思 想 と 実 践 2 宮本　浩紀 演習 前 2 月 5 2

現 代 教 育 子 ど も 関 係 と い じ め 2 生越　　達 講義 後 2 水 2 2

学 校 と 不 登 校 問 題 2 佐藤　　環 演習 前 2 水 1 2

学 級 経 営 の 課 題 2 髙野　貴大 演習 後 2 火 3 2

学 習 指 導 の 課 題 と 方 法 2 杉本　憲子 講義 後 2 火 4 2

授 業 に お け る Ｉ Ｃ Ｔ 活 用 2 （非）小林　祐紀 講義 前 2 火 2 2 旧「ＩＣＴ教育と学力」

カ リ キ ュ ラ ム 設 計 2 佐藤　　環 演習 前期集中 2

人 間 発 達 家 庭 教 育 と 子 ど も 2 神永　直美 講義 後 2 木 4 2

子 ど も と 人 間 関 係 2 神永　直美 講義 前 2 火 4 2

相 談 の 理 論 と 技 法 2 三輪　壽二 演習 後 2 木 3 2

②理数対応プログラム 

プログラム名 授　業　科　目 単位 担 当 教 員
授業
形態

開講
区分

週
時
間
数

履修
年次

備　　　考

小 学 校 算 数 小 学 校 算 数 発 展 2 栗原　博之 講義 前 2 月 3 3

小 学 校 算 数 実 践 2
梅津　健一郎
栗原　博之
松村　初

講義 前 2 木 1 3

小 学 校 理 科 初 等 化 学 2 青島　政之 講義 前期集中 3

③教科・領域横断的プログラム

プログラム名 授　業　科　目 単位 担 当 教 員
授業
形態

開講
区分

週
時
間
数

履修
年次

備　　　考

言 語 活 動 児 童 文 学 を 読 む 2 昌子　佳広 講義 前 2 火 4 3

環 境 教 育 地 球 環 境 論 2 阿部　信一郎 講義 前 2 金 3 3

環 境 教 育 論 2 郡司　晴元 講義 後 2 火 3 3
３０名程度
（人数制限）

環 境 地 球 科 学 2 伊藤　　孝 講義 前 2 金 3 3

健 康 教 育 か ら だ と 運 動 の 測 定 評 価 2 上地　　勝 演習 後 2 金 1 2

子 ど も の 食 と 健 康 2 西川　陽子 講義 前 2 金 3 3

子 ど も の こ こ ろ と 健 康 2 瀧澤　利行 講義 前 2 金 3 3 偶数年開講

健 康 を 通 じ た 学 校 づ く り 2 瀧澤　利行 講義 (休講） 3 奇数年開講

情 報 教 育 学 校 教 育 に お け る 情 報 活 用 2
榊　　　守・工藤　雄司・
野崎　英明・大西　　有・
臼坂　高司・川路　智治

講義 後 2 火 2 1

Ｉ Ｃ Ｔ を 取 り 入 れ た 教 育 2 小林　祐紀 演習 前 2 火 4 3

プログラミングを取り入れた教育 2 大西　　有 演習 前 2 金 3 3

曜日
講時

曜日
講時

曜日
講時
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(2)中等教育実践力養成プログラム（2022年度以前の入学者のみ対象）

①中等教育の教科の指導法

プログラム名 授　業　科　目 単位 担 当 教 員
授業
形態

開 講
区 分

週時
間数

履修
年次

備　　　　　考

社 会 科 教 育 地 理 歴 史 科 教 育 法 2 金久保　響子 講義 前 2 月 5 3

公 民 科 教 育 法 2 木村　勝彦 講義 前 2 火 2 3

②中学校教科

プログラム名 授　業　科　目 単位 担 当 教 員
授業
形態

開 講
区 分

週時
間数

履修
年次

備　　　考

国 語 科 教 育 国 語 学 研 究 Ⅰ 2 鈴木　裕也 講義 後 2 火 4 2 旧「国語表現法」

近 ・ 現 代 文 学 研 究 Ⅰ 2 宮﨑　尚子 講義 前 2 火 2 2

古 典 文 学 研 究 Ⅰ 2 李　満紅 講義 後 2 火 2 2 隔年開講

古 典 文 学 研 究 Ⅱ 2 鈴木　裕也 講義 （休講） 2 隔年開講

漢 文 学 研 究 法 Ⅰ 2 李　　満紅 講義 前 2 火 3 2

書 法 研 究 2 齋木  久美 演習 後 2 火 2 2
旧「漢字書法研究」
旧「かな書法研究」

社 会 科 教 育 日 本 史 特 講 Ⅰ 2 千葉　真由美 講義 後 2 金 3 2

歴 史 学 特 別 演 習 2 千葉　真由美 演習 後期集中 2 隔年開講

外 国 史 特 講 Ⅰ 2 新谷　　崇 講義 前 2 月 5 2 旧「外国史特講」

地 理 学 研 究 法 2 池庄司　規江 演習 前 2 火 2 2

地 理 学 野 外 実 習 2 池庄司　規江 実習 （休講） 1
隔年開講
旧「地理学野外実習Ⅱ」

法 学 特 講 Ⅰ 2 松村　好恵 講義 前 2 火 3 2

哲 学 特 講 2 佐藤　邦政 講義 （休講） 3

英 語 科 教 育 英 語 学 概 論 Ｂ 2 安原　正貴 講義 前 2 金 3 3

英 語 文 学 特 講 Ⅱ 2 君塚　淳一 講義 前 2 月 4 3 旧「英語文学特講Ⅳ」

英語文学・文化から教える英語
テキスト

2
君塚　淳一
小林　英美
（非）田中　智子

演習 後 2 火 5 1

英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン Ｊ
(Learning & presenting about Japan)

2 （非）ケビン・マクメイナス 演習 後 2 月 5 2
外部英語試験資格等により
単位の認定が可能
（履修要項参照）

数 学 科 教 育 代 数 学 Ｂ 2 吉井　　豊 講義 後 2 月 3 2

幾 何 学 Ａ 2 栗原　博之 講義 後 2 火 3 2

解 析 学 Ｂ 2 梅津　健一郎 講義 後 2 水 2 2

確 率 統 計 続 論 2 松村　　初 講義 通年集中 3

視聴期間：8月1日～8月31日
（前期の授業期間後）／質問
についてはメール等で受け付
ける

情 報 数 学 2 松村　　初 講義 前期集中 3

視聴期間：4月11日～7月23日
（前期の授業期間）／質問に
ついてはメール等で受け付け
る

曜日
講時

曜日
講時
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プログラム名 授　業　科　目 単位 担 当 教 員
授業
形態

開 講
区 分

週時
間数

履修
年次

備　　　考
曜日
講時

理 科 教 育 電 磁 気 学 2 永尾　敬一 講義 後期集中 2

偶数年開講
視聴期間：9/27-10/25質問に
ついてはメール等で受け付け
る対面の授業（少数回）と対
面の試験を実施する。

物 理 化 学 2 青島　政之 講義 前 2 金 2 3

動 物 学 2 棗田  孝晴 講義 前 2 木 1 2 偶数年開講

生 態 学 2 棗田  孝晴 講義 （休講） 2 奇数年開講

岩 石 鉱 物 学 2 伊藤　　孝 講義 前 2 火 1 3

地 質 学 2 上栗  伸一 講義 後 2 木 3 2

天 文 学 1
伊藤    孝
上栗　伸一

講義 ２Ｑ 2 火 2 3

気 象 学 1
伊藤    孝
上栗　伸一

講義 １Ｑ 2 火 2 3

音 楽 科 教 育 独 唱 特 別 演 習 Ⅰ 2 谷川　佳幸 演習 前 2 月 4 3

ピ ア ノ 特 別 演 習 Ⅰ 2 田中　宏明 演習 前 2 木 1 3

作 曲 Ⅱ （ 和 声 学 ） 2 山口  哲人 演習 前 2 火 2 2 旧「和声学」

作 曲 Ⅲ （ 対 位 法 ） 2 山口  哲人 演習 後 2 火 5 2 旧「対位法」

管 打 楽 器 特 別 演 習 Ⅰ 2 野津　雄太 演習 前 2 木 1 3 旧「音楽学特別演習Ⅰ」

音 楽 教 育 特 別 演 習 Ⅰ 2 秋葉　桃子 演習 前 2 木 5 3

美 術 科 教 育 絵 画 特 別 演 習 2 片口　直樹 演習 通年集中 1

彫 刻 特 別 演 習 2 島　　　剛 演習 通年集中 1

デ ザ イ ン 特 別 演 習 2 （非）横田　将士 演習 通年集中 2

工 芸 特 別 演 習 2 演習 （休講） 1

造 形 美 学 2 甲斐　教行 講義 (休講) 2 奇数年開講

美 術 教 育 特 別 演 習 Ａ Ⅰ 2 小口　あや 演習 前 2 火 1 3

美 術 教 育 特 別 演 習 Ｂ Ⅰ 2 向野　康江 演習 前期集中 3

保 健 体 育 科 教 育 体 育 史 2 中嶋　哲也 講義 前 2 火 2 2

ト レ ー ニ ン グ 法 2 渡邊　將司 講義 前 2 月 2 2 資格（公ス）

コ ー チ ン グ 論 Ⅰ 2 篠田  明音 講義 後 2 月 4 1 資格（公ス）

コ ー チ ン グ 論 Ⅱ 2 勝本　　真 講義 後 2 水 2 2 資格（公ス）

ス ポ ー ツ 医 科 学 2
渡邊　将司
上地　勝

講義 前 2 火 4 2 資格（公ス）

救 急 処 置 法 1 （非）富樫　泰一 実習 通年集中 1

技 術 科 教 育 木 材 加 工 学 2 臼坂  高司 講義 （休講） 3

金 属 加 工 学 2 野崎　英明 講義 （休講） 3

機 械 技 術 2 川路　智治 講義 後 2 火 4 3

電 気 技 術 2 榊　　　守 講義 （休講） 3

生 物 育 成 技 術 2 大西　　有 講義 （休講） 3

情 報 技 術 2 （非）佐々木　忠之 演習 （休講） 3
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プログラム名 授　業　科　目 単位 担 当 教 員
授業
形態

開 講
区 分

週時
間数

履修
年次

備　　　考
曜日
講時

家 庭 科 教 育 家 族 と ジ ェ ン ダ ー 2 佐藤　裕紀子 講義 前 2 火 3 2 偶数年開講

被 服 環 境 学 2 （非）木村　美智子 講義 後期集中 3

被 服 構 成 学 応 用 1 未定 実習 （休講） 3
「被服構成学基礎」単位修
得者に限る

食 生 活 論 2 西川　陽子 講義 前 2 火 4 2

調 理 学 応 用 1 西川　陽子 実習 ４Ｑ 4 火 4～5 3

親 子 関 係 学 2 （非）数井　みゆき 講義 前 2 月 4 3
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(3)特別支援教育実践力養成プログラム（2022年度以前の入学者のみ対象）

プログラム名 授　業　科　目 単位 担 当 教 員
授業
形態

開 講
区 分

週時
間数

履修
年次

備　　考

発 達 障 害 支 援 病 弱 児 の 心 理 ・ 生 理 ・ 病 理 2 勝二　博亮 講義 前 2 火 3 2

障 害 児 の ア セ ス メ ン ト 2 細川　美由紀 演習 後期集中 3

聴覚障害児の心理と生理・病理 2 田原　　敬 講義 前 2 火 4 2

発 達 障 害 児 教 育 概 論 2 細川　美由紀 講義 前 2 火 1 1

特 別 支 援 学 校 肢 体 不 自 由 児 の 教 育 方 法 2 新井　英靖 講義 後 2 月 3 1

肢体不自由児の心理・生理・病理 2 石田　修 講義 前 2 月 3 1

病 弱 児 の 教 育 方 法 2 新井　英靖 講義 前 2 火 2 2

感 覚 障 害 児 の 生 理機 能評 価法 1
田原　敬
未定

演習 ３Ｑ 2 月 2 2

障 害 児 の 生 理 機 能 評 価 法 1
勝二　博亮
未定

演習 ４Ｑ 2 火 2 2

(4)養護教育実践力養成プログラム（2022年度以前の入学者のみ対象）

プログラム名 授　業　科　目 単位 担 当 教 員
授業
形態

開 講
区 分

週時
間数

履修
年次

備　　考

養 護 教 育
実 践 力 養 成

養 護 活 動 演 習 2 竹下　智美 演習 後 2 火 2 2

学 校 看 護 学 実 習 2 土方　郁美 実習 前 4 火 4～5 2

学 校 環 境 衛 生 1 瀧澤　利行 演習 ３Ｑ 2 水 1 2

免 疫 学 Ⅱ 2 石原　研治 講義 前 2 水 1 2

保 健 学 演 習 2 青栁　直子 演習 ４Ｑ 4 金 1～2 3

学 校 ヘ ル ス カ ウ ン セ リ ン グ 2 （非）人見　健太郎 講義 後期集中 3 奇数年開講

曜日
講時

曜日
講時
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1年 2年 3年 4年

教育・社会・教師

iOP活動への参加

必修以外の専門科目
上記３つの領域から所定の
必要な単位数を取得する

教室独自もしくはその他の
iOP活動により、さらなる実
践力を育成する

iOP活動認定証の発行

現代の教育課題をふまえ、
「いじめ、不登校、学習指導、
ICTを用いた教育等に対応できる
基礎力を育成」（現代教育プロ
グラム）
「子どもの発達、児童・生徒支
援等に対応できる基礎力を育
成」（人間発達プログラム）

コース・選修名 教育実践科学コース

プログラム名：教育実践科学プログラム（現代教育プログラム・人間発達プログラム）

備
考

• 教育実践科学コース向けだが，他コース学生でも所定の単位が修得できれば修了
認定可能。教育実践科学コースの学生は選択必修となっているので留意のこと。

学校と子ども

子どもの理解と支援

教育実習

理論と実践の往還

実
践
経
験

授
業
科
目
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実
践
経
験

授
業
科
目

1年 2年 3年 4年

学校インターンシップ

小・中学生との関わり方
を身につける

教育実習 教育実習

「初等・中等国語科の
内容と実践」

3年次の教育実習をまとめ、
4年次の教育実習につなげる
（教科指導力の向上）

国語学研究Ⅰ 他

教育実習につながる
演習等の授業

「教職実践演習」

理論と実践の往還

教科の指導案を立案し
実施できる力をつける

子どもに合わせて授業
を展開する力をつける

国語の授業実践力
が身に付く

備
考

●［国語学研究Ⅰ他］から２科目選択

コース・選修名 国語選修

プログラム名： 国語科教育実践力養成プログラム
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実
践
経
験

授
業
科
目

1年 2年 3年 4年

学校インターンシップ

小・中学生との関わり方
を身につける

教育実習 教育実習

社会・地理歴史科の内容と実践
社会・公民科の内容と実践

3年次の教育実習をまとめ、
4年次の教育実習につなげる
（教科指導力の向上）

「特講」科目の中か
ら４単位

教育実習につながる
教科専門の授業

「教職実践演習」

理論と実践の往還

教科の指導案を立案し
実施できる力をつける

子どもに合わせて授業
を展開する力をつける

社会科の専門科目に
かかわる批判的思考
力を育みながら、教
育の実践力を身につ
ける

コース・選修名

プログラム名： 中等社会科教育実践力養成プログラム
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１年 ２年 ３年 ４年
実
践
経
験

授
業
科
目

学校インターンシップ 教育実習 教育実習

小・中学生との関わり方を身につける 教科の指導案を立案し
実施できる力をつける

子どもに合わせて授業
を展開する力をつける

理論と実践の往還

英語科指導
法演習I

初等英語科の
内容と実践

教職実践演習

３年次の教育実習をまとめ、
４年次の教育実習につなげる
（教科指導力の向上）

教育実習に向けて、教
科指導力を身につける 子どもの実態をふまえ

た教科指導力を身につける

コース・選修名 英語選修

プログラム名： 英語科教育実践力養成プログラム

-56-



実
践
経
験

授
業
科
目

1年 2年 3年 4年

学校インターンシップ

中学生との関わり方を身
につける

教育実習（2回のうちの中学校の方）

中等数学科の内容と実践

教科指導力の向上

・代数学B (2) ・確率統計概論 (1)
・幾何学A (2) ・情報数学 (1)
・解析学B (2)
の中から4単位（括弧の数字は単位数）

教育実習につながる
教科専門の授業

「教職実践演習」
理論と実践の往還

教科の指導案を立案し
実施できる力をつける

子どもに合わせて授業
を展開する力をつける

コース・選修名 数学選修

プログラム名：中等数学教育実践力養成プログラム

生徒一人一人のニーズに
応える授業を実践できる
教科に関する教育実践力
を身に付ける
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実
践
経
験

授
業
科
目

1年 2年 3年 4年

学校インターンシップ

小・中学生との関わり方
を身につける

教育実習 教育実習

「初等・中等理科の内
容と実践」

3年次の教育実習をまとめ、
4年次の教育実習につなげる
（教科指導力の向上）

理科教材研究

教育実習につながる
理科の教材研究

「教職実践演習」

理論と実践の往還

教科の指導案を立案し
実施できる力をつける

子どもに合わせて授業
を展開する力をつける

理科授業実践力の育成

備
考 ●他選修の受入を可とする。

コース・選修名 理科選修

プログラム名：理科教育実践力養成プログラム
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実
践
経
験

授
業
科
目

1年 2年 3年 4年

学校インターンシップ

小・中学生との関わり方
を身につける

iOP活動への参加

必修以外の専門科目

教育実習につながる
演習等の授業

理論と実践の往還

音楽教室が提供してい
るiOP活動により実践力
を育成する

iOP活動認定証の発行

教科（音楽）に関する
優れた教育実践力を

身に付ける

コース・選修名 音楽選修

プログラム名：初等・中等教育（音楽科）実践力養成プログラム
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プログラム名：美術科教育実践力養成プログラム

美術教育における
教育実践力の育成

（美術をする・美術を伝える
人生の基礎）

「大学入門ゼミ」等への参加により
実地で美術を体感する

☆「学校現場を作る側」に
☆美術教師として「美術を伝える」現場に

  身を置く・視点を置く・身体を馴染ませる

授
業
科
目

１年 ２年 ３年 ４年

実
践
経
験

必修以外の専門科目

美術館での実践

美術科iOP活動

  理論と実践の往還

☆実習につながる授業を学修することにより美術の専門性を培う
（→「学校（の美術）」を外から見る力・学校内外で美術をする伝える力を培う）
☆自分なりの美術をする理由・美術を伝える理由を構築する

『美術セミナー』への参加により
美術の各領域の専門性を向上させる

「美術館ワークショップ実習」への参加により
子どもに合わせた造形活動を展開する力をつける
☆「学校（の美術）」を外から見る力をつける
☆培った力を教育実習で生かす

iOP活動認定証の発行

学校インターンシップ

美術見学・研修

「図画工作科・美術科の内容と実践」 プログラム認定証の発行

教育実習（附属・協力校）
学校内で美術を伝える実践

備考：必修以外の専門科目：美術選修の専門科目の中から必修以外の授業を8単位以上修得すること。

コース・選修名 美術選修
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実
践
経
験

授
業
科
目

1年 2年 3年 4年

学校インターンシップ

小・中学生との関わり方
を身につける

教育実習 教育実習

「（保健）体育科の内
容と実践」

3年次の教育実習をまとめ、
4年次の教育実習につなげる
（教科指導力の向上）

必修以外の専門科目

保健体育科教育法
Ⅰ・Ⅱ

「教職実践演習」

理論と実践の往還

教科の指導案を立案し
実施できる力をつける

子どもに合わせて授業
を展開する力をつける

（保健）体育の
実践力を身に付ける

コース・選修名 保健体育選修

プログラム名：体育・保健体育実践力養成プログラム
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実
践
経
験

授
業
科
目

1年 2年 3年 4年

学校インターンシップ

小・中学生との関わり方
を身につける

教育実習 教育実習

「技術科の内容と実
践」

3年次の教育実習をまとめ、
4年次の教育実習につなげる
（教科指導力の向上）

必修以外の専門科目

教育実習につながる
演習等の授業

「教職実践演習」

理論と実践の往還

教科の指導案を立案し
実施できる力をつける

子どもに合わせて授業
を展開する力をつける

技術科教員としての
実践力を身に付ける

備
考

●必修以外の専門科目：技術選修の専門科目の中から必修以外の授業を
8単位以上取得すること。

コース・選修名 技術選修

プログラム名：技術科教育実践力養成プログラム
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実
践
経
験

授
業
科
⽬

1年 2年 3年 4年

学校インターンシップ

⼩・中学⽣との関わり⽅
を⾝につける

教育実習 教育実習

「初等・中等家庭科の内
容と実践」、iOP活動

3年次の教育実習をまとめ、
4年次の教育実習につなげる
（教科指導⼒の向上）

必修以外の専⾨科⽬

「家族とジェンダー、被服環境学、被服
構成学応⽤、⾷⽣活論、⾷品衛⽣管理学、
⼦どもの⾷と健康、調理学応⽤、住居環
境学、親⼦関係学」のなかから４科⽬以
上を取得すること

「教職実践演習」

理論と実践の往還

教科の指導案を⽴案し
実施できる⼒をつける

⼦どもに合わせて授業
を展開する⼒をつける

家庭科の授業実践⼒
が⾝に付く

コース・選修名 家庭選修

プログラム名： 家庭科教育実践⼒養成プログラム ⼊学年度によって、本プログラムの認定
要件が異なるので、必ず、履修要項を確
認すること
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選修・コース 特別支援教育コース

実
践
経
験

授
業
科
目

1年 2年 3年 4年

学校・施設への訪問

1年次：水戸飯富特支訪問
2年次：つくし作業所訪問

iOP活動

「障害児のアセ
スメント」

実態に即した
支援方法の検討

理論と実践の往還

備
考

●学校・施設への訪問は教育実習事前・事後体験学習に位置付けられている
●知的障害児教育実践論は3年前期必修科目／それ以外の科目は必修以外のは専門科目。

知的障害児教育で
活用できる教材の開発

iOP活動認定証の発行

「知的障害児教
育実践論」

附属特支の子どもに遊
び場を提供する演習

子どもの実態をふ
まえた教材開発力
を身に付ける

特別支援学校教育実習

「障害児生理機
能評価法」

困難の背景を学ぶ

プログラム名：特別支援学校（知的障害）実践力養成プログラム
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実
践
経
験

授
業
科
目

2年 3年 4年

体験学習

聴覚障害児・者と触れ合い
ながら障害の理解を深める

iOP活動

支援方法の検討

理論と実践の往還

備
考

●上記の科目はいずれも特別支援教育コースの専門科目であるが必修科目ではない。
なお、科目の開講年次については令和６年度以降、変更する可能性がある。
●特別支援学校（知的障害）実践力養成プログラムも併せて取得することが望ましい。

iOP活動認定証
の発行

「聴覚障害児の理解と支援」
「聴覚障害とコミュニケーション
支援(仮称，R6年度開講予定)」

聴覚障害児の実態に
即した支援方法を考
え、実践する力を身
に付ける

「感覚障害児の教育方法」
「感覚障害児の生理機能評価法」
「聴覚障害児の生理心理病理」

困難の背景を学ぶ

聴覚障害児・者と触れ合
う活動を企画し実行する

選修・コース 特別支援教育コース

プログラム名：特別支援学校（聴覚障害）実践力養成プログラム
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実
践
経
験

授
業
科
目

1年 2年 3年 4年
学校への訪問

1年次：養護実習指導Ⅰ・教育実習指導Ⅰ
2年次：（学校インターンシップ）・教育

実習指導Ⅱ

iOP活動

養護活動演習Ⅱ

保健室経営・保健
指導に関する能力
を形成する

理論と実践の往還

備
考

●養護教諭養成課程における学校インターンシップは希望者による選択とする。
●令和6年度以降は養護実習の履修学年を変更することが予定されているので体系は変わ
る可能性が大きい。

学校健診ボランティア等

iOP活動認定証の発行

学校環境衛生
健康相談活動
学校救急看護実習

学校保健活動の運営に
ついて理論と実践の双
方向的学習を行う

養護教諭としての
総合的な実践力形

成をめざす

養護実習（小学校・中学校）

養護学概論
養護実践論

養護活動の理論と
実践を学ぶ

教育実習（保健・選択）・養
護実習（高校・選択）

養護実践指導（健康診断補助）

選修・コース 養護教諭養成課程

プログラム名：養護実践力養成プログラム
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　　Ⅳ　他学部向け教科及び
　　　　　　教職に関する科目
　　　　　 （教科に関する専門的事項を除く）
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○【令和4年度以降入学者対象】他学部向け教科及び教職に関する科目（教科に関する専門的事項を除く）（教育学部学生は履修不可）

科目区分
時間割
コード

ｸﾗｽ
ｺｰﾄﾞ

ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ
ｺｰﾄﾞ

授業科目 単位 担当教員
授業
形態

単
位
の
累
加

開講
区分

週
時
間
数

曜日
講時

履修
年次

●：コアカリキュ
ラムを含む

中学校
免許区分

高校
免許区分

対象学部 備考

PK9001 P0 P-EDU-211 教 育 原 理 2 小川　哲哉 講義 前 2 金5 1 ● 基1 基1 人・理・工・農

PK9002 P0 P-EDU-211 教 職 概 論 (A) 2 石井　純一 講義 前 2 月5 1 ● 基2 基2 人・農

PK9003 P1 P-EDU-211 教 職 概 論 (B) 2 石井　純一 講義 前 2 火5 1 ● 基2 基2 理・工

PK9004 P0 P-EDU-211 教 育 の 制 度 と 経 営 (A) 2 猪瀬　宝裕 講義 集中 3 ● 基3 基3 人・理

PK9005 P1 P-EDU-211 教 育 の 制 度 と 経 営 (B) 2 猪瀬　宝裕 講義 集中 3 ● 基3 工

PK9006 P2 P-EDU-211 教 育 の 制 度 と 経 営 (C) 2 猪瀬　宝裕 講義 集中 3 ● 基3 農 阿見地区

PK9007 P0 P-EDU-211 教 育 心 理 学 2 大内　昌子 講義 集中 1 ● 基4 基4 人・理・工・農

PK9008 P0 P-EDU-211
特別な支援を必要とする子どもの
理解と支援

1
教育学部障害児
教育教室（主担
当：石田修）

講義 集中 1 ● 基5 基5 人・理・工・農

PK9009 P0 P-EDU-211 教 育 課 程 論 (A) 2 小川　哲哉 講義 前 2 木5 2 ● 基6 基6 人・理

PK9010 P1 P-EDU-211 教 育 課 程 論 (B) 2 小川　哲哉 講義 前 2 木5 2 ● 基6 工

PK9011 P2 P-EDU-211 教 育 課 程 論 (C) 2 小川　哲哉 講義 集中 2 ● 基6 農 阿見地区

PK9012 P0 P-EDU-211 道 徳 教 育 の 理 論 と 指 導 法 2 小川　哲哉 講義 集中 3 ● 指1 人・理

PK9013 P0 P-EDU-211 総 合 的 な学 習の 時間 の指 導法 1 打越　正貴 講義 集中 3 ● 指2 指2 人・理

PK9014 P1 P-EDU-211 総 合 的 な学 習の 時間 の指 導法 1 打越　正貴 講義 集中 3 ● 指2 工

PK9015 P2 P-EDU-211 総 合 的 な学 習の 時間 の指 導法 1 打越　正貴 講義 集中 3 ● 指2 農 阿見地区・隔年開講

PK9016 P0 P-EDU-211 特 別 活 動 論 1 豊田  昌幸 講義 集中 3 ● 指3 指3 人・理

PK9017 P1 P-EDU-211 特 別 活 動 論 1 豊田  昌幸 講義 集中 3 ● 指3 工

PK9018 P2 P-EDU-211 特 別 活 動 論 1 豊田  昌幸 講義 集中 3 ● 指3 農 阿見地区・隔年開講

PK9019 P0 P-EDU-211 教 育 の 方 法 と 技 術 (A) 2 豊田  昌幸 講義 前 2 月5 2 ● 指4 指4 人・理

PK9020 P1 P-EDU-211 教 育 の 方 法 と 技 術 (B) 2 豊田  昌幸 講義 前 2 月5 2 ● 指4 工

PK9021 P2 P-EDU-211 教 育 の 方 法 と 技 術 (C) 2 豊田  昌幸 講義 集中 2 ● 指4 農 阿見地区

PK9028 P0 P-EDU-211
ICT を 活 用 し た 教 育 の
理 論 及 び 方 法

1 志賀 栄文 講義 集中 3 ● 指6 指6 人・理

PK9029 P1 P-EDU-211
ICT を 活 用 し た 教 育 の
理 論 及 び 方 法

1 志賀 栄文 講義 集中 3 ● 指6 工

PK9030 P2 P-EDU-211
ICT を 活 用 し た 教 育 の
理 論 及 び 方 法

1 志賀 栄文 講義 （休講） 2,3 ● 指6 農 阿見地区・隔年開講

PK9022 P0 P-EDU-211
生徒指導並びに進路指導及びキャ
リ ア 教 育 の 理 論 と 方 法 (A)

2 八並　光俊 講義 集中 2 ●
生1
生3

生1
生3

理

PK9023 P1 P-EDU-211
生徒指導並びに進路指導及びキャ
リ ア 教 育 の 理 論 と 方 法 (B)

2 八並　光俊 講義 集中 2 ●
生1
生3

生1
生3

人・工

PK9024 P2 P-EDU-211
生徒指導並びに進路指導及びキャ
リ ア 教 育 の 理 論 と 方 法 (C)

2 八並　光俊 講義 集中 2 ●
生1
生3

農 阿見地区・隔年開講

PK9025 P0 P-EDU-211 教 育 相 談 (A) 2 相樂　直子 講義 集中 3 ● 生2 生2 人・理

PK9026 P1 P-EDU-211 教 育 相 談 (B) 2 相樂　直子 講義 集中 3 ● 生2 工

PK9027 P2 P-EDU-211 教 育 相 談 (C) 2 相樂　直子 講義 集中 2,3 ● 生2 農 阿見地区・隔年開講

PK9031 P0 P-EDU-321 教 育 実 習 （ 中 学 校 ） 5 教育実習委員会 実習 （休講） 4 ● 教実 教実 人・理 事前事後指導１単位を含む。

PK9032 P1 P-EDU-321 教 育 実 習 （ 高 等 学 校 ） 3 教育実習委員会 実習 （休講） 4 ● 教実 人・理・工・農 事前事後指導１単位を含む。

PK9033 P0 P-EDU-431 教 職 実 践 演 習 （ 中 ・ 高 ） (A) 2 石井　純一 演習 （休講） 4 ● 実演 実演 人

PK9034 P0 P-EDU-431 教 職 実 践 演 習 （ 中 ・ 高 ） (A) 2 石井　純一 演習 （休講） 4 ● 実演 実演 理

PK9035 P1 P-EDU-431 教 職 実 践 演 習 （ 中 ・ 高 ） (B) 2 石井　純一 演習 （休講） 4 ● 実演 工

PK9036 P2 P-EDU-431 教 職 実 践 演 習 （ 中 ・ 高 ） (C) 2 猪瀬　宝裕 演習 （休講） 4 ● 実演 農 （阿見地区）

教育の基礎的
理解に関する

科目

道徳、総合的
な学習の時間
等の指導法及
び生徒指導、
教育相談に関

する科目

教育実践に関
する科目
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○【令和３年度～令和元年度（平成31年度）入学者対象】他学部向け教科及び教職に関する科目（教科に関する専門的事項を除く）（教育学部学生は履修不可）

科目区分
時間割
コード

ｸﾗｽ
ｺｰﾄﾞ

ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ
ｺｰﾄﾞ

授業科目 単位 担当教員
授業
形態

単
位
の
累
加

開講
区分

週
時
間
数

曜日
講時

履修
年次

●：コアカ

リキュラムを
含む

中学校
免許区分

高校
免許区分

対象学部 備考

PK9001 P0 P-EDU-211 教 育 原 理 2 小川　哲哉 講義 前 2 金5 1 ● 基1 基1 人・理・工・農

PK9002 P0 P-EDU-211 教 職 概 論 (A) 2 石井　純一 講義 前 2 月5 1 ● 基2 基2 人・農

PK9003 P1 P-EDU-211 教 職 概 論 (B) 2 石井　純一 講義 前 2 火5 1 ● 基2 基2 理・工

PK9004 P0 P-EDU-211 教 育 の 制 度 と 経 営 (A) 2 猪瀬　宝裕 講義 集中 3 ● 基3 基3 人・理

PK9005 P1 P-EDU-211 教 育 の 制 度 と 経 営 (B) 2 猪瀬　宝裕 講義 集中 3 ● 基3 工

PK9006 P2 P-EDU-211 教 育 の 制 度 と 経 営 (C) 2 猪瀬　宝裕 講義 集中 3 ● 基3 農 阿見地区

PK9007 P0 P-EDU-211 教 育 心 理 学 2 大内　昌子 講義 集中 1 ● 基4 基4 人・理・工・農

PK9008 P0 P-EDU-211
特別な支援を必要とする子どもの
理解と支援

1
教育学部障害児
教育教室（主担
当：石田修）

講義 集中 1 ● 基5 基5 人・理・工・農

PK9009 P0 P-EDU-211 教 育 課 程 論 (A) 2 小川　哲哉 講義 前 2 木5 2 ● 基6 基6 人・理

PK9010 P1 P-EDU-211 教 育 課 程 論 (B) 2 小川　哲哉 講義 前 2 木5 2 ● 基6 工

PK9011 P2 P-EDU-211 教 育 課 程 論 (C) 2 小川　哲哉 講義 集中 2 ● 基6 農 阿見地区

PK9012 P0 P-EDU-211 道 徳 教 育 の 理 論 と 指 導 法 2 小川　哲哉 講義 集中 3 ● 指1 人・理

PK9013 P0 P-EDU-211 総合的な学習の時間の指導法 1 打越　正貴 講義 集中 3 ● 指2 指2 人・理

PK9014 P1 P-EDU-211 総合的な学習の時間の指導法 1 打越　正貴 講義 集中 3 ● 指2 工

PK9015 P2 P-EDU-211 総合的な学習の時間の指導法 1 打越　正貴 講義 集中 3 ● 指2 農 阿見地区・隔年開講

PK9016 P0 P-EDU-211 特 別 活 動 論 1 豊田  昌幸 講義 集中 3 ● 指3 指3 人・理

PK9017 P1 P-EDU-211 特 別 活 動 論 1 豊田  昌幸 講義 集中 3 ● 指3 工

PK9018 P2 P-EDU-211 特 別 活 動 論 1 豊田  昌幸 講義 集中 3 ● 指3 農 阿見地区

PK9019 P0 P-EDU-211 教 育 の 方 法 と 技 術 (A) 2 豊田  昌幸 講義 前 2 月5 2 ● 指4 指4 人・理

PK9020 P1 P-EDU-211 教 育 の 方 法 と 技 術 (B) 2 豊田  昌幸 講義 前 2 月5 2 ● 指4 工

PK9021 P2 P-EDU-211 教 育 の 方 法 と 技 術 (C) 2 豊田  昌幸 講義 集中 2 ● 指4 農 阿見地区

PK9022 P0 P-EDU-211
生徒指導並びに進路指導及びキャ
リ ア 教 育 の 理 論 と 方 法 (A)

2 八並　光俊 講義 集中 2 ●
生1
生3

生1
生3

理

PK9023 P1 P-EDU-211
生徒指導並びに進路指導及びキャ
リ ア 教 育 の 理 論 と 方 法 (B)

2 八並　光俊 講義 集中 2 ●
生1
生3

生1
生3

人・工

PK9024 P2 P-EDU-211
生徒指導並びに進路指導及びキャ
リ ア 教 育 の 理 論 と 方 法 (C)

2 八並　光俊 講義 集中 2 ●
生1
生3

農 阿見地区・隔年開講

PK9025 P0 P-EDU-211 教 育 相 談 (A) 2 相樂　直子 講義 集中 3 ● 生2 生2 人・理

PK9026 P1 P-EDU-211 教 育 相 談 (B) 2 相樂　直子 講義 集中 3 ● 生2 工

PK9027 P2 P-EDU-211 教 育 相 談 (C) 2 相樂　直子 講義 集中 2,3 ● 生2 農 阿見地区・隔年開講

PK9031 P0 P-EDU-321 教 育 実 習 （ 中 学 校 ） 5 教育実習委員会 実習 集中 4 ● 教実 教実 人・理 事前事後指導１単位を含む。

PK9032 P1 P-EDU-321 教 育 実 習 （ 高 等 学 校 ） 3 教育実習委員会 実習 集中 4 ● 教実 人・理・工・農 事前事後指導１単位を含む。

PK9033 P0 P-EDU-431 教 職 実 践 演 習 （ 中 ・ 高 ） (A) 2 石井　純一 演習 集中 4 ● 実演 実演 人

PK9034 P0 P-EDU-431 教 職 実 践 演 習 （ 中 ・ 高 ） (A) 2 石井　純一 演習 集中 4 ● 実演 実演 理

PK9035 P1 P-EDU-431 教 職 実 践 演 習 （ 中 ・ 高 ） (B) 2 石井　純一 演習 集中 4 ● 実演 工

PK9036 P2 P-EDU-431 教 職 実 践 演 習 （ 中 ・ 高 ） (C) 2 猪瀬　宝裕 演習 集中 4 ● 実演 農 （阿見地区）

教育の基礎的
理解に関する

科目

道徳、総合的
な学習の時間
等の指導法及
び生徒指導、
教育相談に関

する科目

教育実践に関
する科目
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高校
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対象学部 備考

PK9501 L0 P-EDU-231 中 等 国 語 科 教 育 法 Ⅰ 2 昌子　佳広 講義 未定 1 国・必修 国・必修 人

PK9502 L0 P-EDU-231 中 等 国 語 科 教 育 法 Ⅱ 2 昌子　佳広 講義 未定 2 国・必修 国・必修 人

PK9503 L0 P-EDU-231 中 等 国 語 科 教 育 法 Ⅲ 2 石井　純一 講義 （休講） 2~ 国・必修 国・選択※ 人 隔年開講

PK9504 L0 P-EDU-231 中 等 国 語 科 教 育 法 Ⅳ 2 石井　純一 講義 未定 2~ 国・必修 国・選択※ 人 隔年開講　

PK9505 L0 P-EDU-231 社 会 科 ・ 地 歴 科 教 育 法 Ⅰ 2 金久保　響子 講義 未定 2 社会・必修 地歴・必修 人

PK9506 L0 P-EDU-231 社 会 科 ・ 地 歴 科 教 育 法 Ⅱ 2 熊田　禎介 講義 未定 2~ 社会・必修 地歴・必修 人 隔年開講　

PK9507 L0 P-EDU-231 社 会 科 ・ 公 民 科 教 育 法 Ⅰ 2 木村　勝彦 講義 未定 2 社会・必修 公民・必修 人

PK9508 L0 P-EDU-231 社 会 科 ・ 公 民 科 教 育 法 Ⅱ 2 猪瀬　宝裕 講義 （休講） 2~ 社会・必修 公民・必修 人 隔年開講 

PK9509 S0 P-EDU-211 数 学 科 教 育 法 Ⅰ 2 小口　祐一 講義 未定 1 数学・必修 数学・必修 理

PK9510 S0 P-EDU-211 数 学 科 教 育 法 Ⅱ 2 蒔苗　直道 講義 未定 2 数学・必修 数学・必修 理

PK9511 S0 P-EDU-211 数 学 科 教 育 法 Ⅲ 2 蒔苗　直道 講義 （休講） 2~ 数学・必修 数学・選択※ 理 隔年開講

PK9512 S0 P-EDU-211 数 学 科 教 育 法 Ⅳ 2 両角　達男 講義 未定 2~ 数学・必修 数学・選択※ 理 隔年開講　

PK9513 W0 P-EDU-211 中 等 理 科 教 育 法 Ⅰ 2 郡司　晴元 講義 後期 2 月3 1 理科・必修 理科・必修 理・農

PK9514 S0 P-EDU-211 中 等 理 科 教 育 法 Ⅱ 2 柴原　宏一 講義 集中 2 理科・必修 理科・必修（理） 理

PK9515 S0 P-EDU-211 中 等 理 科 教 育 法 Ⅲ 2 石﨑　友規 講義 （休講） 2~ 理科・必修 理科・選択※ 理 隔年開講

PK9516 S0 P-EDU-211 中 等 理 科 教 育 法 Ⅳ 2 石﨑　友規 講義 未定 2~ 理科・必修 理科・選択※ 理 隔年開講

PK9517 A0 P-EDU-211 中 等 理 科 教 育 法 Ⅴ 2 石﨑　友規 講義 （休講） 2~ 理科・必修（農） 農 阿見地区・隔年開講

PK9518 S0 P-EDU-231 情 報 科 教 育 法 Ⅰ 2 津賀　宗充 講義 未定 2~ 情報・必修 理 隔年開講　

PK9519 S0 P-EDU-231 情 報 科 教 育 法 Ⅱ 2 津賀　宗充 講義 （休講） 2~ 情報・必修 理 隔年開講

PK9520 A0 P-EDU-211 農 業 科 教 育 法 Ⅰ 2 宮地　富雄 講義 未定 2~ 農業・必修 農 阿見地区・隔年開講　

PK9521 A0 P-EDU-211 農 業 科 教 育 法 Ⅱ 2 宮地　富雄 講義 （休講） 2~ 農業・必修 農 阿見地区・隔年開講

PK9522 T0 P-EDU-231 工 業 科 教 育 法 Ⅰ 2 工藤　雄司 講義 （休講） 2~ 工業・必修 工 水戸地区・隔年開講

PK9523 T0 P-EDU-231 工 業 科 教 育 法 Ⅱ 2 工藤　雄司 講義 後期 2 金3 2~ 工業・必修 工 水戸地区・隔年開講

PK9524 L0 P-EDU-233 英 語 科 教 育 法 Ⅰ 2 猪井　新一 講義 後期 2 火1 1 英語・必修 英語・必修 人

PK9525 L0 P-EDU-233 英 語 科 教 育 法 Ⅱ 2 君塚　淳一 講義 未定 2 英語・必修 英語・必修 人

PK9526 L0 P-EDU-233 英 語 科 教 育 法 Ⅲ 2 村上　美保子 講義 （休講） 2~ 英語・必修 英語・選択※ 人 隔年開講

PK9527 L0 P-EDU-233 英 語 科 教 育 法 Ⅳ 2 村上　美保子 講義 後期 2 金4 2~ 英語・必修 英語・選択※ 人 隔年開講

※教育職員免許法施行規則第4条、第5条の第6欄「大学が独自に設定する科目」に算入できる。

農業

工業

英語

○【令和4年度以降入学者対象】他学部向け教科の指導法（情報通信技術の活用を含む）（教育学部学生は履修不可）

国語

社会
地理歴史

公民

数学

理科

情報
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PK9501 L0 P-EDU-231 中 等 国 語 科 教 育 法 Ⅰ 2 昌子　佳広 講義 未定 1 国・必修 国・必修 人

PK9502 L0 P-EDU-231 中 等 国 語 科 教 育 法 Ⅱ 2 昌子　佳広 講義 未定 2 国・必修 国・必修 人

PK9503 L0 P-EDU-231 中 等 国 語 科 教 育 法 Ⅲ 2 石井　純一 講義 （休講） 2~ 国・必修 国・選択※ 人 隔年開講

PK9504 L0 P-EDU-231 中 等 国 語 科 教 育 法 Ⅳ 2 石井　純一 講義 未定 2~ 国・必修 国・選択※ 人 隔年開講　

PK9505 L0 P-EDU-231 社 会 科 ・ 地 歴 科 教 育 法 Ⅰ 2 金久保　響子 講義 未定 2 社会・必修 地歴・必修 人

PK9506 L0 P-EDU-231 社 会 科 ・ 地 歴 科 教 育 法 Ⅱ 2 熊田　禎介 講義 未定 2~ 社会・必修 地歴・必修 人 隔年開講　

PK9507 L0 P-EDU-231 社 会 科 ・ 公 民 科 教 育 法 Ⅰ 2 木村　勝彦 講義 未定 2 社会・必修 公民・必修 人

PK9508 L0 P-EDU-231 社 会 科 ・ 公 民 科 教 育 法 Ⅱ 2 猪瀬　宝裕 講義 （休講） 2~ 社会・必修 公民・必修 人 隔年開講 

PK9509 S0 P-EDU-211 数 学 科 教 育 法 Ⅰ 2 小口　祐一 講義 未定 1 数学・必修 数学・必修 理

PK9510 S0 P-EDU-211 数 学 科 教 育 法 Ⅱ 2 蒔苗　直道 講義 未定 2 数学・必修 数学・必修 理

PK9511 S0 P-EDU-211 数 学 科 教 育 法 Ⅲ 2 蒔苗　直道 講義 （休講） 2~ 数学・必修 数学・選択※ 理 隔年開講

PK9512 S0 P-EDU-211 数 学 科 教 育 法 Ⅳ 2 両角　達男 講義 未定 2~ 数学・必修 数学・選択※ 理 隔年開講　

PK9513 W0 P-EDU-211 中 等 理 科 教 育 法 Ⅰ 2 郡司　晴元 講義 後期 2 月3 1 理科・必修 理科・必修 理・農

PK9514 S0 P-EDU-211 中 等 理 科 教 育 法 Ⅱ 2 柴原　宏一 講義 集中 2 理科・必修 理科・必修（理） 理

PK9515 S0 P-EDU-211 中 等 理 科 教 育 法 Ⅲ 2 石﨑　友規 講義 （休講） 2~ 理科・必修 理科・選択※ 理 隔年開講

PK9516 S0 P-EDU-211 中 等 理 科 教 育 法 Ⅳ 2 石﨑　友規 講義 未定 2~ 理科・必修 理科・選択※ 理 隔年開講

PK9517 A0 P-EDU-211 中 等 理 科 教 育 法 Ⅴ 2 石﨑　友規 講義 （休講） 2~ 理科・必修（農） 農 阿見地区・隔年開講

PK9518 S0 P-EDU-231 情 報 科 教 育 法 Ⅰ 2 津賀　宗充 講義 未定 2~ 情報・必修 理 隔年開講　

PK9519 S0 P-EDU-231 情 報 科 教 育 法 Ⅱ 2 津賀　宗充 講義 （休講） 2~ 情報・必修 理 隔年開講

PK9520 A0 P-EDU-211 農 業 科 教 育 法 Ⅰ 2 宮地　富雄 講義 未定 2~ 農業・必修 農 阿見地区・隔年開講　

PK9521 A0 P-EDU-211 農 業 科 教 育 法 Ⅱ 2 宮地　富雄 講義 （休講） 2~ 農業・必修 農 阿見地区・隔年開講

PK9522 T0 P-EDU-231 工 業 科 教 育 法 Ⅰ 2 工藤　雄司 講義 （休講） 2~ 工業・必修 工 水戸地区・隔年開講

PK9523 T0 P-EDU-231 工 業 科 教 育 法 Ⅱ 2 工藤　雄司 講義 後期 2 金3 2~ 工業・必修 工 水戸地区・隔年開講

PK9524 L0 P-EDU-233 英 語 科 教 育 法 Ⅰ 2 猪井　新一 講義 後期 2 火1 1 英語・必修 英語・必修 人

PK9525 L0 P-EDU-233 英 語 科 教 育 法 Ⅱ 2 君塚　淳一 講義 未定 2 英語・必修 英語・必修 人

PK9526 L0 P-EDU-233 英 語 科 教 育 法 Ⅲ 2 村上　美保子 講義 （休講） 2~ 英語・必修 英語・選択※ 人 隔年開講

PK9527 L0 P-EDU-233 英 語 科 教 育 法 Ⅳ 2 村上　美保子 講義 後期 2 金4 2~ 英語・必修 英語・選択※ 人 隔年開講　

※教育職員免許法施行規則第4条、第5条の第6欄「大学が独自に設定する科目」に算入できる。

○【令和３年度～令和元年度（平成31年度）入学者対象】他学部向け教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）（教育学部学生は履修不可）

工業

英語

国語

社会
地理歴史

公民

数学

理科

情報

農業

-71-



　　Ⅴ　カリキュラム構造図
　　　　　　　　コースツリー
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「教育の基礎的理解に関する科目」のカリキュラムについて 
 
 「教育の基礎的理解に関する科目」は、教員にとって必要な教育に関する専門的知識・技能を習得するた

めの科目群である。その全体的なねらいとして、今日の子どもたちや学校の問題を的確にとらえ、自己のあ

り方を問い直しながら、教育実践を改善していくという意味での「実践力」を構築していくことがあげられ

る。本学部の教職科目では、「実践力」を以下の４点、実践力①：子どもや授業を見る力、実践力②：学校や

教育を狭い枠組みでなく、社会とのつながりの中でとらえることのできる力、実践力③：自分の見方を問い

直し、自己を変えていこうとする力、実践力④ことばを通して考え、伝える力、また他者と対話し協同する

力。としてとらえ、各授業を通してこの実践力を育成することを目標としている。 

上記の４点は相互に関連しており、各授業はこの①〜④の４つの観点すべてを含み込んで行われているが、

それぞれの授業においてとくに重点が置かれていると考えられる観点を中心に、学年ごとの教職科目のカリ

キュラムの構造を示したものが下図である。 

実践力① 実践力② 実践力③ 

教育課程論 

教育の制度と経営 

教育心理学 教育原理 

教職概論 

 

４
年
次 

 
 
 
 
 

  

３
年
次 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
２
年
次 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

１
年
次 

 
教育の方法と技術 

生徒指導並びに進路指導及び 
キャリア教育の理論と方法 

〈各領域に関する学習を通しての「実践力」の育成〉 

道徳教育の理論と指導法 

特別な支援を必要とする 
子どもの理解と支援 

特別活動論 

〈教師・教育に関する基礎的学習を 
通しての「実践力」の基礎づくり〉 

実

践

力

④ 

学校教育相談 
 

総合的な学習の時間の指導法 
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「教育の基礎的理解に関する科目」のコースツリー 
 

 

 
 

                                       

  
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

                                      

 
 

                                      

                                      
 

 

 
 

                                                  

                                                  

 

 

 
 

 

 

教育課程論 

教育の制度と経営 

教育原理 教育心理学 教職概論 

教育の方法と技術 生徒指導並びに進路 

指導及びキャリア 

教育の理論と方法 

教育という営みについての基礎的理教職の意義についての理解 

教師という視点 

から子ども・教 

育を理解し、実 

践力を育成する 

道徳教育の理論と指導法 学校教育相談 

各領域の側面から 

子ども・教育に関 

する理解を深め、 

実践力を育成する 

履修年次 

特別活動論 

…１年

…２年

…３年

特別な支援を必要とする 

子どもの理解と支援 

総合的な学習の時間の指導法 

ICT を活用した教育の理論及び方法 ※2022年度以降入学者対象 
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◇「教職実践演習」と「学びのあしあと」について◇ 

 

「教職実践演習」とは 

 教員には各教科の指導力はもちろんのこと、そのよりよい実践のためにもコミュニ

ケーション能力や問題解決能力、企画力など、総合的な力が求められます。「教職実

践演習（２単位の集中講義）」は、４年次後期の最終段階において、４年間の教職課

程とスクールボランティアなど学外の教育に関する活動等を通して皆さんが教員と

しての総合的な資質能力を身につけることができたのか、またその時点でどのような

点に課題が残り、補う必要があるのかを確認するための授業です。 

 

 

「教職実践演習」の授業概要 

 「教職実践演習」の授業計画（シラバス）は、このような設置の趣旨や本学部のカ

リキュラムの特徴を生かして立てられています。この科目では、①教職論、②学習指

導、③生徒指導、④学級経営に関する事項を含むとともに、それらの学修全体を通し

て⑤コミュニケーション力や問題解決力、企画力などの総合的な実践力の育成するこ

とを意図しています。 

 

 

「学びのあしあと(※)」とは 

 履修者の皆さんが「教職実践演習」を受講するのは４年次の後期となります。しか

し、「卒業直前に、４年間の教職課程と教育に関する活動等を通して教員としての資

質能力を身につけることができたかを確認する」という本科目の趣旨を考えると、皆

さんが４年間の節目ごとに自分の学修や活動の状況、および課題となる点を把握した

上で、その後の学修を進めていくことが重要になります。また大学の教員としても皆

さんの学修履歴を把握して、それに応じた指導をおこなっていく必要があります。そ

のため、１年生の段階から皆さんに「学びのあしあと」でその時点での学修の記録を

確認・自己評価してもらい、教員がそれを踏まえて個別面接等を実施して、適切な指

導をおこなうことにしています。また「教職実践演習」の授業においても、この「学

びのあしあと」の記載内容を皆さんの学修の支援に役立てます。本学部では、１年生

の後期以降、毎年前期・後期の始めに「学びのあしあと」への記入をおこなう期間を

設けていますので、しかるべき時期に必要事項を記入するようにしてください。 

（※）「学びのあしあと」は本学の学務情報システムである「DreamCampus」に組み込まれています。 
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教育実践科学コースのカリキュラム構造図 
 
１． 教育実践科学コースの教育理念・目標 

 教育という営みを深く理解し、さまざまな教育事象を科学的に追求する姿勢と方法を学ぶことを通して、今日の教育現場で求められている実践的指導力を育てる。 
とくに、本コースでの学習を通して、①子ども、授業、学校のあり方を見る力、②学校や教育を狭い枠組みでなく、社会とのつながりの中でとらえることのできる力、③自分のあ

り方を問い改善していく力、④ことばを通して考え伝える力や他者と対話し協働する力、などの教師に必要な実践力を育てることを目標としている。 

２． カリキュラムについて 

 本コースでは、学習指導やいじめ・不登校等の対応を中心とする「現代教育プログラム」と、子ども理解や児童・生徒支援に関する「人間発達プログラム」の二つを用意して、現

代的・社会的教育課題に対応できる教員の養成を行う。1年次・後期「教育実践科学研究」（必修）の履修を通して教育実践科学に関する基礎的な理解を図り、2年次以降は学生が選

択したプログラムに配当されている科目を履修することにより 4 年間を通して発展的に学習を進めることができるようにカリキュラムが設定されている。「プログラム共通科目」群

から2科目、任意の「プログラム科目」科目群から2科目を履修することで専門的学習を進め、卒業研究の基盤づくりを行う。4年次にはこれらの学習を基盤とし、各自が設定した

課題について研究を進め卒業研究としてまとめる。なお、小学校教諭と中学校教諭の免許状を取得することが卒業要件であるので、1年次より計画的な履修を行う必要がある。 

 

  ＊注１：必修科目。   ＊注２：「現代教育プログラム」のプログラム対象科目の履修：「プログラム共通科目」から２科目、「現代教育プログラム科目」から２科目を選択履修。 

                  「人間発達プログラム」のプログラム対象科目の履修：「プログラム共通科目」から２科目、「人間発達プログラム科目」から２科目を選択履修。 

 基盤教育科目・教職課程科目等 教育実践科学コース専門科目 

４年次  卒業研究 

１～４年次 

・教職共通科目 

＜教職実践教育の例＞ 

 教育実地研究Ⅰ・Ⅱ 

 介護体験 

 教育実習（小学校）Ⅰ・Ⅱ 

 教育実習（中学校）Ⅰ・Ⅱ 

 教職実践演習 

・各教科内容、指導法の科目等 

 

 

 

プログラム共通科目 ＊注２ 
現代教育プログラム科目 ＊注２ 

（初等教育実践力養成プログラム） 

人間発達プログラム科目 ＊注２ 

（初等教育実践力養成プログラム） 

教師のキャリアデザイン 

学校・地域社会・保護者の連携 

学校経営と子ども 

教育実践の分析 

公共性と教育 

現代教育思想と実践 

 

子ども関係といじめ 

学校と不登校問題 

学級経営の課題 

学習指導の課題と方法 

ICT教育と学力 

カリキュラム設計 

 

子どもの発達 

家庭教育と子ども 

メディアと子ども 

子どもと人間関係 

子どもの発達と支援の方法 

相談の理論と技法 

 

１年次 大学入門ゼミ 教育実践科学研究 ＊注１ 
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教育実践科学コースのコースツリー             

2 年次前期～3 年次後期 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

卒業研究（4 年次） 

教

職

科 

目 

 

教

職

・

教

科 

専

門

科

目 

教

職

専

門

科

目

の

基

礎

を

学

ぶ 

教

育

実

践

科

学

に

関

す

る

専

門

的

学

習 
を

深

め

る 

現代教育プログラム 

（初等教育実践力養成プログラム） 
 
 
 
 
 

 
子ども関係といじめ 
学校と不登校問題 
学級経営の課題 
学習指導の課題と方法 

授業における ICT 活用 
カリキュラム設計 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

教育実践科学の専門領域 

人間発達プログラム 

（初等教育実践力養成プログラム） 
 
 
 
 
 
 
              家庭教育と子ども 
                 子どもと人間関係 

相談の理論と技法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜学校・社会・教師＞ ２科目・4 単位 
教師のキャリアデザイン、学校・地域社会・保護者の連携、学校経営と子ども、

教育実践の分析、公共性と教育、現代教育思想と実践 

教育実践科学研究（1 年次後期・1 科目 2 単位） 

大学入門ゼミ「教育実践科学入門」（1 年次前期・1 科目 2 単位） 

2 年次前期～4 年次後期 

２科目・4 単位 ２科目・4 単位 

教育実地研究Ⅰ・Ⅱ 
介護等体験 

教育実習（小学校）Ⅰ・Ⅱ 
教育実習（中学校）Ⅰ・Ⅱ 

 

1 年次～4 年次 

教職実践演習 
 

学校教育特別演習（3 年次） 
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4年次

中等国語科教育法Ⅲ/Ⅳ/Ⅴ 国語学演習Ⅱ 近・現代⽂学研究Ⅱ 漢⽂学研究法Ⅱ 書論・鑑賞

書道科教育法Ⅰ/Ⅱ 国語学研究Ⅱ 近・現代⽂学演習Ⅱ 漢⽂学演習Ⅱ

初等国語科の内容と実践

中等国語科の内容と実践

＊中等国語科教育法Ⅰ 国語学研究Ⅰ 近・現代⽂学研究Ⅰ 漢⽂学研究法Ⅰ 書道Ⅱ

中等国語科教育法Ⅱ 国語学演習Ⅰ 近・現代⽂学演習Ⅰ 漢⽂学演習Ⅰ 書法研究

＊初等国語科教育法 古典⽂学研究Ⅰ 書道史

古典⽂学研究Ⅱ

＊国語学概論 ＊国⽂学概論 ＊漢⽂学概論 ＊書道Ⅰ

年次 分野 教育法 国語学分野 国文学分野 漢文学分野 書写・書道分野

＊卒業研究  ＊教職実践演習

3年次

2年次

1年次
初等国語科総合内容論
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介護等体験

大学入門ゼミ「国語科教育法入門」

初等国語科教育法
初等国語科(書写を含む)総合内容論

国語学概論
国語学研究Ⅰ/Ⅱ
国語学演習Ⅰ/Ⅱ

古典文学研究
Ⅰ/Ⅱ

漢文学概論
漢文学研究法Ⅰ/Ⅱ
漢文学演習Ⅰ/Ⅱ

国文学概論
近・現代文学研究Ⅰ/Ⅱ
近・現代文学演習Ⅰ/Ⅱ

教育実習指導Ⅰ/Ⅱ

教育実習（小学校）Ⅰ/Ⅱ

教育実習（中学校）Ⅰ/Ⅱ

教職実践演習

中等国語科教育法
Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ/Ⅴ

書道Ⅰ/Ⅱ
書論・鑑賞

書法研究(累加可）

書道史
書道科教育法Ⅰ/Ⅱ

国語選修コースツリー

卒業研究【国語科教育学、国文学、国語学、漢文学、書写・書道】

教職実践教育 教科教育 教育内容教育

初等国語科の内容と実践
中等国語科の内容と実践

初
等
教
育
実
践
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

中
等
教
育
実
践
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
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卒業研究４年次

３年次

２年次

１年次

社会選修カリキュラム構造図

＜演習＞
社会科教育法演習Ⅰ・Ⅱ
日本史演習
外国史演習
人文地理学演習
自然地理学演習
地誌学演習
法学演習
倫理学演習

＜教科の指導法＞
初等社会科教育法
社会・地理歴史科教育法
社会・公民科教育法

＊小中学校における社会科のための知識・方法・技術などを身につけ、教員として必要な学識を修得するとともに、教科の指導法及び各分野の専門的内容についても
深く学ぶことを目的とする。

＊1年次で基礎的な力を身につけ、２年次より各専門分野の学習を学年段階にしたがって深めてゆく。３年次からは学習指導コースに分かれて指導を受ける。
＊カリキュラムは、社会科教育学、日本史学、外国史学、人文地理学、自然地理学、地誌学、法律・政治学、社会・経済学、哲学・倫理学の科目群から構成されている。

＜概論＞
自然地理学概論
哲学概論

＜野外実習等＞
歴史学特別演習

＜野外実習等＞
地理学野外実習Ⅰ・Ⅱ

＜演習＞
地理学研究法

＜特講等＞
日本史特講Ⅰ
外国史特講Ⅰ・Ⅱ
法学特講Ⅰ・Ⅱ 
マス・コミュニケーション論
文化の社会学
経済政策論Ⅰ
社会と思想

＜概論＞
日本史概論 法学概論
外国史概論 社会学概論
人文地理学概論 経済学概論
地誌学概論 倫理学概論

＜教科の指導法＞
中等社会科教育法Ⅰ

＜教科及び教科の指導法＞
初等社会科内容論

＜教科及び教科の指導法＞
初等社会科の内容と実践

＜特講等＞
日本史特講Ⅱ
人文地理学特講Ⅰ・Ⅱ
自然地理学特講
地誌学特講
社会福祉論
経済政策論Ⅱ
哲学特講
倫理学特講

＜教科の指導法＞
中等社会科教育法Ⅱ
地理歴史科教育法
公民科教育法
社会・地理歴史科の内容と実践
社会・公民科の内容と実践
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社 会 選 修 の カ リ キ ュ ラ ム 

 
 

 

 

大学入門ゼミ 

教職実践演習 

初等社会科内容論 

各専門分野の 

概論等 

地理歴史科／

公民科教育法 

各専門分野の 

特講等 

歴
史
学
特
別
演
習 

地
理
学
野
外
実
習 

教育実習（小学校） 

基
礎
を
培
う 

専
門
領
域
の
学
び
を
深
め
る 

関連学問諸分野について学ぶ 授業･学習指導について学ぶ  

教育実習（中学校） 

教育実習指導Ⅰ・Ⅱ 

学習指導コースでの研究を深める 

卒  業  研  究 

学習指導コース別 
演  習 

社会・地理歴史科教育法 
社会・公民科教育法 

初等社会科教育法 
中等社会科教育法 

社会・地理歴史科／公民科の内容と実践 

初等社会科の内容と実践 
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◎英語選修カリキュラム構造図

1年次 2年次 3年・4年次 4年次

基礎的技能 入門的知識/技能 専門的・体系的知識/技能 卒論

　英文法 　英語学概論Ⅱ

　英語学概論Ⅰ 　英語学演習Ⅰ、Ⅱ

　英米文学・文化から 　英米文学概論Ⅰ 　英米文学特講Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ

　教える英語テキスト 　英米文学概論Ⅱ 　英米文学演習Ⅰ、Ⅱ、Ⅳ、Ⅴ

　英米文学演習Ⅲ 　

　英語科教科論Ⅰ 　英語科内容研究   英語科教育法特講

  小学校英語Ⅰ、Ⅱ 　英語科教科論Ⅱ   英語科教育法Ⅰ、Ⅱ

　

　総合演習

英語 　英語 　英語 　英語

コミュニケーション 　コミュニケーション 　コミュニケーション 　コミュニケーション

　Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅸ 　Ⅳ、Ⅶ、Ⅷ 　Ⅴ、Ⅵ、Ⅹ、XI、XII

　異文化間コミュニケーション 　異文化理解

卒論 　卒論ゼミ(3年次後期） 卒業研究

※四角い枠で囲ったものは、各分野の中心になるもので、多くは必修科目である。

【教育方針】

【カリキュラム】

　英語教育のカリキュラムでは、１～２年生で英語学、英米文学、比較文化論、英語コミュニケーション、英語科教育の各
分野の基礎的な内容を学習し、３年生ではゼミ研究室を選択すると同時に、各専門分野をさらに深く学習します。４年生で
は卒業研究（論文）を中心として研究を進めます。

　 英語という言語や英米の文化を通して専門的な知識・技能を身に付け，広く社会に貢献できる人材の育成をめざしてい
ます。英語科教育、英語学、英米文学を学ぶことを通して、教員養成については、中学校・高等学校だけでなく小学校英語
教育にも対応できる能力の育成に尽力しています。例えば小学校でのスクール・ボランテイアを通じて実地経験を積んでい
ます。また留学してコミュニケーション技能に磨きをかける者も増えています。

英語学

英米文学

英語科教育

異文化理解
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英語選修カリキュラム構造図
科目区分 1年次からとれる科目 2年次からとれる科目
学ぶこと 入門する 基礎を固める

教職・指導法 英語教育（中高） 英語科教育法I 英語科教育法II 英語科教育法III 教育実習(附属校) 教職実践演習

(教えかた） 英語科教育法IV 英語科教育法特講A 初等英語科内容論 卒業研究

英語科教育法V 英語科教育法特講B 中等英語科の内容と実践 協力校実習

英語科指導法演習Ⅰ* 初等英語科の内容と実践*

英語教育（初等） 初等英語科教育法

(教えかた）
教科内容 英語コミュニケーション 英語コミュニケーションS (speech & essay英語コミュニケーションJ (Japan) 英語コミュニケーションW (academic writing)

(４技能の鍛錬） 英語コミュニケーションD (debate) 英語コミュニケーションC (CLIL/CA)

英語コミュニケーションT (theater)

英語コミュニケーションP (phonology)

英語学 英語学概論A 英語学演習A 英語学概論B   　　

（英語のしくみ） 英語学演習B

英語文学・文化から教える英語テキスト 英語文学概論A (アメリカ) 英語文学特講Ⅰ(イギリス)

英語文学 英語文学概論B (イギリス) 英語文学特講 II(アメリカ)

（文学と文化） 英語文学・文化演習A (アメリカ）

英語文学・文化演習B (イギリス)

異文化理解（異文化） 異文化理解概論

独自設定† その他 異文化理解実習 言語と文化の諸相

大学入門ゼミ

注： 下線 = 必修科目; * = 英語科教育実践力育成プログラム指定科目

【教育目標】

【カリキュラム】

　 英語選修は,学校教員および教育関連職の「指導者」を養成する。
英語運用と関連諸学の知識・技能の修得を中心とした、本選修カリキュラムでの学びを通して、本選修生は
1) 小・中・高の英語教育に柔軟に対応できる高い指導力
2) 異文化を理解し、国際社会で協働できる姿勢
3) 優れた英語力
を卒業時に備えることができる。

　英語選修のカリキュラムでは,１～２年次で各分野の基礎力を身につけ,３年次では専門的知識・技能を向上させ,ゼミ研究分野を選択する。また３年次では
附属学校での実習を経験する。４年次では卒業研究、協力校実習を中心に四年間のまとめを行い,社会人としての準備をする。

3年次からとれる科目
専門性を高める

4年次からとれる科目
まとめと卒業研究
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介護等体験

初等英語科教育法

初等英語科内容論

英語学概論 A/B
英語学演習 A/B
学校英文法 

異文化理解概論・実習 英米文学・文化から教える
英語テキスト

英語文学概論 A/B
英語文学特講Ⅰ/Ⅱ

英語文学・文化演習 A/B

教育実地研究Ⅰ/Ⅱ

教育実習（小学校）
Ⅰ/Ⅱ

教育実習（中学校）
Ⅰ/Ⅱ

教職実践演習

英語科教育法
Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ/Ⅴ

英語コミュニケー
ション

D/P/S/T/C/J/W

英語科教育法特講 A/B
英語科指導法演習Ⅰ

英語選修コースツリー

卒業研究【英語科教育学、英語学、英語文学】

教職実践教育 教科内容教育

英
語
科
教
育
実
践
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

教科教育

大学入門ゼミ「ディスカッションとスピーチ」

初等/中等英語科の内容と実践

言語と文化の諸相
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○数学選修カリキュラムの概要図（コースツリー） 

  

 

 大学での学びへの質的転換 
大学入門ゼミ（「数学入門」） 

「基礎」・「入門」としての学び 

学校における算数科・数学科教育について基礎的な理解をもつ 
算数科内容論  算数科教育法  中等数学科教育法 I/II 

代数学概論 
代数学基礎 
代数学 A/B 
代数学続論 

代数学 

教育・教職に関する学びの総括 
算数科の内容と実践／中等数学科の内容と実践 

教職実践演習 

専門分野における学びの総括（代数学、幾何学、解析学、応用数学、数学教育） 
卒業研究 

教育に関
する諸問
題につい
て学ぶ 

 
選択履修
科目 

学校現場
の実際を
知る・体
験する 

 
教育実習
指導 I/II 

教育実践への応用 

教育実習（小学校）・教育実習（中学校） 

知識を広
げる・技
術を身に
つける 

 
基盤教育
科目 

 
茨城学 

 
大学が独
自に設定
する科目 

 
自由履修
科目 

幾何学概論 
幾何学基礎 
幾何学 A/B 
幾何学続論 

幾何学 

解析学概論 
解析学基礎 
解析学 A/B 
解析学続論 

解析学 

確率統計概論 
確率統計続論 

確率論・統計学 

コンピュータ概論 
情報数学 

コンピュータ 

「専門」としての学び 

中等数学科教育法 
III/IV/V/VI 

数学科教育 

中等教育実践力養成プログラム 
その他 

教科専門についての学びを深める 教育法・教育実践についての学びを深める 
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◎数学選修における専門科目のカリキュラム 

 数学選修では、１年次には数学の基礎領域である代数学、幾何学と解析学の基礎部分を学び、２年次から３年次にかけて各領域の発展部分や応用を学ぶ。教育法

は２年次から学び始め、算数科教育法を学ぶ。2～３年次には中等数学科教育法を学ぶ。３年次と４年次に小学校と中学校での教育実習に取り組む。４年次には自分

の学びたい分野の教員について、１年間を通して卒業研究を行う。 

 

４年次 卒 業 研 究 

３年次 

中等数学科教育法 III/IV/V/VI 

算数科の内容と実践 

中等数学科の内容と実践 

代数学続論 
幾何学 B 

幾何学続論 
解析学続論 

確率統計概論 

確率統計続論 

コンピュータ概論 

情報数学 

２年次 
算数科教育法 

中等数学科教育法 I/II 

代数学 A 

代数学 B 

幾何学基礎 

幾何学 A 

解析学 A 

解析学 B 
  

１年次  

代数学概論 

代数学基礎 
幾何学概論 

解析学概論 

解析学基礎 
  

算数科内容論 

開講 

年次 

分野 

算数科・数学科の 

教育法 

代数学 幾何学 解析学 確率論・統計学 コンピュータ 

教科専門 

※      は数学選修としての必修科目 

学部共通科目等も含めたカリキュラム全体の流れ・概要は次頁の図を参照のこと。 

 

◎数学選修の教育目標 

数学選修は、学校教育や広く教育に関係する職場で必要とされる数学、数理科学の専門知識や技能、その応用能力を養い、広く豊かな人間性と正しい数学的判断

力を備えた広い意味での教育者を育てる。 
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学年 学期 その他 理科教育 物理学 化学 生物学 地学

1

前 大学入門ゼミ 中等理科教育法
Ⅰ

物理学概論（集
中）（1単位）

物理学実験（1
単位）

化学概論 地学概論
熱力学（集

中）（1単位）

後 学校インターン
シップ

中等理科教育法
Ⅱ 生物学概論 地学実験（1

単位）

2

前 初等理科教育法

植物学実験
（1単位） 生態学／

動物学

気象学（1単
位）

生物学実験
（1単位）

天文学（1単
位）

後 中等理科教育法
Ⅲ 化学実験 物理化学

岩石鉱物学
（1単位） 地学野外実習

（集中）（1
単位）地質学（1単

位）

3

前 中等理科教育法
Ⅳ

理科教育学
演習Ⅰ 物理学演習Ⅰ 化学演習Ⅰ 理科教材実験

（1単位） 生物学演習Ⅰ 生態学／
動物学 地学演習Ⅰ 地球科学実験

（1単位）

後
iOP活動 教育実習（附属小中学校）

初等理科の内容と
実践

中等理科の内容
と実践

理科教育学
演習Ⅱ 物理学演習Ⅱ 化学演習Ⅱ 生物学演習Ⅱ 地学演習Ⅱ

4
前 物理学演習Ⅲ 教育実習（協力校）

後 教職実践演習 卒業研究

理科選修カリキュラム構造図
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大学入門ゼミ

概論

実験

講義・実験

内容論

教育法

演習Ⅰ・Ⅱ

初等理科の内容と実践

卒業研究教職実践演習

教育実習指導Ⅰ・Ⅱ

教育実習（小/中）Ⅱ

教育実習（小/中）Ⅰ

学校インターンシップ

理科選修コースツリー

iOP活動

中等理科の内容と実践

教科教育方法教科内容
教
育
実
習
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音楽選修のカリキュラム構造図 
 

4 年次 
 

 
卒業研究 

 
3 年次 

 

初等音楽科教育法、初等音楽科の内容と実践、中等音楽科の内容と実践 
中等音楽科教育法Ⅲ・Ⅳ、作曲Ⅳ（作曲法）、合奏、指揮法 
作曲特別演習Ⅰ・Ⅱ＊、管打楽器特別演習Ⅰ・Ⅱ＊、音楽教育特別演習Ⅰ・Ⅱ＊ 
ピアノ特別演習Ⅰ・Ⅱ＊、独唱特別演習Ⅰ・Ⅱ＊、弦楽器＊ 

 
2 年次 

 

初等音楽科内容論、中等音楽科教育法Ⅰ・Ⅱ 

作曲Ⅱ（和声学）、作曲Ⅲ（対位法）、音楽史概論、合唱 
ピアノⅢ・Ⅳ、独唱Ⅲ・Ⅳ、管打楽器Ⅲ・Ⅳ、弦楽器 

 
１年次 

 

ソルフェージュ、ソルフェージュ演習、作曲Ⅰ（音楽通論） 
ピアノⅠ・Ⅱ、独唱Ⅰ・Ⅱ、管打楽器Ⅰ・Ⅱ、弦楽器 

 
注１） ＊は、卒業研究を履修する際の各分野に応じて適宜選修すること。 

注２） 上記の他に必修科目として、「日本音楽（箏）」「日本音楽（琴唄）」（集中講義）がある。 

目 標：初等教育において現場での音楽教育をリードしうる小学校教員、及び中等教育において、より高度な専門能力をバランス良く

習得した音楽教員の養成を主たる目的とするが、さらに幅広い意味での教育者を育てることも視野に入れる。 
重点事項： 

１） 教員採用率のより一層の向上を図る。 
２） 実技と理論のバランスのとれたカリキュラムの構築を図る。 
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介護等体験

大学入門ゼミ・基盤教育科目

初等音楽科教育法

初等音楽科内容論

作曲Ⅰ（音楽通論）
音楽史概論

ソルフェージュ
ソルフェージュ演習

音楽教育特別演習
Ⅰ/Ⅱ 合奏 合唱

指揮法

ピアノⅠ～Ⅳ
ピアノ特別演習Ⅰ/Ⅱ

独唱Ⅰ～Ⅳ
独唱特別演習Ⅰ/Ⅱ
管打楽器 Ⅰ～Ⅳ

管打楽器特別演習Ⅰ/Ⅱ
弦楽器

日本音楽（箏・箏唄）

教育実習指導Ⅰ/Ⅱ

教育実習（小学校）Ⅰ/Ⅱ

教育実習（中学校）Ⅰ/Ⅱ

教職実践演習

中等音楽科教育法
Ⅰ～Ⅳ

作曲Ⅱ（和声学）
作曲Ⅲ（対位法）
作曲Ⅳ（作曲法）
作曲特別演習Ⅰ/Ⅱ

音楽選修コースツリー

卒業研究【音楽科教育学、器楽、声楽、作曲】

教職実践教育 教科教育 教育内容教育

初等音楽科の内容と実践
中等音楽科の内容と実践

初
等
教
育
実
践
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

中
等
教
育
実
践
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
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美術選修のカリキュラム構造図 

 

○教育理念と目標 
小学校では主として図画工作科を、中学校・高等学校では美術を担当できる創造性豊かな教員養成を目的とし、美術文化を支えられる人材を育てます。児童・生

徒の個性的で伸びやかな表現や造形活動を適切に支援できるように、絵画・彫刻・デザイン・工芸・美術教育論・美術史・美術理論などを総合的に学びます。  
○カリキュラムの構造 
・1 年次から美術選修の全領域での基礎的科目を履修します。         
・2 年次からは美術選修の美術の専門的科目を履修します。 
・3 年次には卒業研究の主研究・副研究のそれぞれ専門分野のゼミを選択して学習します。そして、副研究（制作または論文）の成果を発表します。 
・4 年次では 3 年生で選択した卒業研究うち、主研究（制作または論文）を進めて、その成果を発表します。 
 

4 年次 卒業研究 

3 年次 美術科教育法Ⅳ  絵画表現演習 彫刻表現演習  
工芸表現演

習 

美術教育特別

演習 AⅠ・Ⅱ 

美術教育特別

演習 BⅠ・Ⅱ 

 
美術史特別

演習Ⅰ・Ⅱ 

美術館ワークショップ実習 

図画工作科の内容と実践 

美術科の内容と実践 

2 年次 
図画工作科教育法 

美術科教育法Ⅰ 

美術科教育法Ⅱ 

 絵画Ⅱ 彫刻Ⅱ デザインⅡ 工芸Ⅱ  造形美学 

美術史概論 

美術史Ⅰ・

Ⅱ 

 

1 年次 
図画工作科内容論 

美術科教育法Ⅲ 

デッサンの基礎

Ⅰ・Ⅱ 

 

絵画Ⅰ 

絵画特別演習 

彩画特別演習 

彫刻Ⅰ 

彫刻特別演習 

塑造特別演習 

デザインⅠ 

デザイン特

別演習 

工芸Ⅰ 

工芸特別演

習 

 美術概論  美術実地研究 

開講年次 

分野 

教科教育 実技 
絵画 彫刻 デザイン 工芸 美術教育 美術理論 美術史 実践的研究 

共通 
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 美術選修 コースツリー 
 
 
 
 
  

教科教育内容の基礎 

図画工作科内容論 
美術科教育法Ⅲ 

教科内容の基礎 

美術概論 デッサンの基礎Ⅰ,Ⅱ 各実技Ⅰ  

各実技特別演習 美術実地研究  他 

教科の教育方法の基本 

図画工作科教育法  
美術科教育法Ⅰ，Ⅱ 
 
 

 

教科内容の基本 

美術史概論 美術史Ⅰ,Ⅱ 各実技Ⅱ 造形美学  他 

教科の教育方法の発展 

美術科教育法Ⅳ 
 

教科内容の発展・応用 

各実技表現演習 美術館ワークショップ実習 美術史特別演習Ⅰ,Ⅱ  他 

１

年

生 

大学での学びへの質的転換 
 

２

年

生 

３

年

生 

教科教育内容の発展 

美術教育特別演習Ⅰ,Ⅱ 
 

４

年

生 

＜各ゼミナール選択＞ 

 

卒 業 研 究 

理論系 

・美術理論及び美術史 

・美術教育 

実技系 

・絵画     ・彫刻  

・工芸 

副  研  究 副研究制作 副研究論文 

主研究論文 主研究制作 

教科教育内容の応用 
 

図画工作科の内容と実践 
美術科の内容と実践 

教育・教職に関する 
学びの総括 

 

教職実践演習 

教育実践への応用

（附属校教育実習） 

教育実習（小学校）Ⅰ 

教育実習（中学校）Ⅰ 

教育実践への応用

（協力校教育実習） 

教育実習（小学校）Ⅱ 

教育実習（中学校）Ⅱ 

 

教育実習指導Ⅱ 

介護等体験 

 

学校現場の実際を

知る・体験する 
教育実習指導Ⅰ 

 

入門・基礎としての学び 

美術教育実践ゼミ（大学入門ゼミ） 

 

知識を広げる学び 

茨城学  他 

 

＊下線（波）が引かれている科目は「中等教育実践力養成プログラム」指定の科目である -92-



体育実技 体育学 運動学 生理学 衛生学 学校保健 保健体育
複合科目／教職実践演習
／初等教育実践力養成プ
ログラム（健康教育）

1年次から履修できる科目

Ⅰ．教育方針

Ⅱ．カリキュラム

　中学・高等学校の保健体育教員及び小学校の体育指導を中心とした教員の養成を主な目的としています。保健体育指導を行う上で必要となる保健・体育スポーツ科学の諸理論や
様々な運動・スポーツ技術・指導法について学習します。

教職科目・教科又は教職に関する科目

体育史
からだと運動の

測定評価

体育科の内容と実践
保健体育科の内容と実践

子どもの食と健康
子どものこころと健康

衛生公衆衛生学概論

生理学概論
形態学

スポーツ栄養学
テーピング・
マッサージ

教職科目・教科又は教職に関する科目

陸上競技
水泳

バスケットボール
バレーボール

サッカー
ソフトボール

ダンス・身体表現
スキー

野外活動

保健体育選修のカリキュラム構造図

科目区分

４年次から履修できる科目

３年次から履修できる科目

２年次から履修できる科目

教職科目・教科又は教職に関する科目

　保健体育教育では、主に1・2年生で体育実技や保健、体育・スポーツ科学の基礎理論、そして指導法に関する理論について学習します。また、学校インターンシップの時間が設け
られます。3・4年生では研究室を選択し、興味ある分野について深く勉強するとともに、附属学校や協力校での教育実習を通して実際に児童生徒への指導を行います。

教職実践演習学校保健概論

スポーツ医科学

ギムナスティック
保健体育科教育法Ⅲ
体育実技指導法Ⅰ
体育実技指導法Ⅱ
体育実技指導法Ⅲ
体育実技指導法Ⅳ

体育学概論
スポーツ心理学

運動学概論
コーチング論Ⅰ

柔道
剣道

卓球・テニス

コーチング論Ⅱ
トレーニング法

保健体育科教育法Ⅰ
保健体育科教育法Ⅱ

救急処置法
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卒業研究【保健体育、体育学、運動学、生理学、学校保健】

介護等体験

大学入門ゼミ「健康科学・スポーツ科学入門」

保健体育科教育法Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
体育実技指導法Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

体育科内容論

体育実技
陸上競技

ギムナスティック
ダンス・身体表現

水泳
バスケットボール
ソフトボール
サッカー

バレーボール
柔道
剣道

スキー など 衛生学
衛生公衆衛生学概論

生理学
生理学概論

スポーツ医科学
スポーツ栄養学 など

運動学
運動学概論

トレーニング法
コーチング論Ⅰ・Ⅱ など

教育実地研究Ⅰ/Ⅱ

教育実習（小学校）Ⅰ/Ⅱ

教育実習（中学校）Ⅰ/Ⅱ

教職実践演習

体育学
体育学概論
体育史

スポーツ心理学

保健体育選修コースツリー

教職実践教育 教科教育 教育内容教育

体育科の内容と実践
保健体育科の内容と実践

初
等
教
育
実
践
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

中
等
教
育
実
践
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム 学校保健

学校保健概論
救急処置法

保健体育特別演習Ⅰ・Ⅱ

体育科教育法
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演習等
教育実習Ⅱ（小学校/中学校）

教職実践演習

講義

演習

実習等 教育実習Ⅰ（小学校/中学校）

講義 技術科教育法Ⅳ  木材加工学  金属加工学  機械技術 電気技術 生物育成技術 情報技術
工学概論

職業指導原論

実習等
教育実習指導Ⅱ

介護等体験
金属加工の基礎技術 機械の基礎技術 電気の基礎技術 生物育成の基礎技術

情報処理の基礎技術Ⅰ・
Ⅱ

講義
技術科教育法Ⅱ・Ⅲ
工業科教育法Ⅰ・Ⅱ

 金属加工概論

実習等 教育実習指導Ⅰ 木材加工の基礎技術

講義 技術科教育法Ⅰ
木材加工概論

製図Ⅰ
製図Ⅱ  機械技術概論  電気技術概論  生物育成概論 情報技術概論

科目区分 生物育成 情報とコンピュータ 工業・職業指導

基盤科目 教職に関する科目

【教育理念】
・技術立国を支える国民の技術的な素養を形成できる教員の育成
・技術の価値を理解し，産業や技術に関する学習を振興する人材の育成

【目標】
①技術に関する種々な学問領域における専門的な知識と技能を習得する。
②技術教育の理念に基づいた児童生徒への適切な指導方法を習得する。

技術選修カリキュラム構造図

【目的】
　技術選修における教育の目的は，中学校の技術教員として必要な資質・能力の育成である。

卒業研究

４年

３年

１年

２年

大学入門ゼミ

教科に関する科目

卒業研究演習（技術科教育演習　木材加工演習　金属加工演習　電気技術演習　機械技術演習　生物育成演習）

【重点事項】
・技術に関する専門的な学問に関する講義・演習と実験・実習の連携を図り，理論と実践とのつながりを明確にする。
・実験・実習の履修可能時間数を増やし，経験的知識，態度，技能の向上を図る。
・技術教育の理念に基づき，児童生徒の発達の段階を踏まえた指導技能の向上を図る。
・プロジェクト型活動を取り入れ，人と組織を動かすマネジメント能力の向上を図る。

材料加工 機械・電気

【目標】①に関連する内容

【目標】②に関連する内容

技術科の内容と実践

学校教育における
情報活用

教科又は教職に関す
る科目
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介護等体験

大学入門ゼミ

製図Ⅰ
木材加工概論

木材加工の基礎技術
木材加工学

教育実習指導Ⅰ/Ⅱ

教育実習（小学校）Ⅰ/Ⅱ

教育実習（中学校）Ⅰ/Ⅱ

教職実践演習

工業科教育法Ⅰ/Ⅱ

技術科教育法
Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ

技術選修コースツリー

教職実践教育 教科教育 教科内容教育

教
育
実
践
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

製図Ⅱ
金属加工概論

金属加工の基礎技術
金属加工学

機械技術概論
機械の基礎技術

機械技術

電気技術概論
電気の基礎技術

電気技術

生物育成概論
生物育成の基礎技術

生物育成技術

情報技術概論
情報処理の基礎技術Ⅰ/Ⅱ

情報技術

工学概論
職業指導原論

卒業研究【技術科教育､木材加工､金属加工､電気技術､機械技術､生物育成､情報技術】

技術科の内容と実践
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家庭選修のカリキュラム構造 
 

家庭選修の教育理念と目標 
 人は，個人として生きると同時に，集団・社会・環境の中で生きている。近年，個のありかたと集団・社会・環境とのつながりの問題が大

きくなっている。こうした問題を「生活する」という視点から捉え，調査および議論を踏まえて考えを深めていく姿勢は，生活者の立場に立

つ学問である家庭科教育を担う人材として，欠かすことの出来ない資質である。用意された様々な授業の中で，提示された問題を自ら調べ，

考え，他者と意見を交わすことで，柔軟に物事を捉え問題解決する力を高めていく。 

基本的な分野の区分とカリキュラムの構成 
 ４年一貫教育を実現するために，１年次から専門科目が開講されており，カリキュラムの構成は各領域とも，入門的な内容から出発して，

より専門的で実践的な内容へと深められるようになっている。下に示した４年間のカリキュラム構造図では，家庭科教育・食物・被服・住居・

家庭経営・保育の各分野における必修科目を◎で示し，コア科目を○で示している。いずれも家庭科教育のスペシャリストを目指す上で押さ

えておくべき特に重要な科目である。また，教員養成課程の学生全員が共通に履修する「大学入門ゼミ」（１年）は，自律的な学生生活を行

う意欲と主体性を身に付けるとともに，専門分野に関する幅広い知識と俯瞰的な理解の基盤，協働的な課題解決のためのコミュニケーション

力，思考力・判断力・表現力の基盤を養うためのもので，ここで培われた力を教育現場につなげられるよう，教科専門の授業における研究発

表や模擬授業などで応用し，下記のカリキュラムを総合的に学んでいって欲しい。 

家庭選修カリキュラム構造図 

科目区分 
基礎教育分野 教科専門分野 

教員養成 家庭科教育学 食物学 被服学 住居学 家庭経営学 保育学 

1 年 ◎大学入門ゼミ 

◎教育実習指導Ⅰ 

◎中等家庭科教育法Ⅰ ◎食物学概論 

食品衛生管理学 

◎ 被服構成学基礎 

◎ 被服学概論 

○住居環境学 

 

◎家庭経営学概論 ◎保育学 
 

2 年 

◎教育実習指導Ⅱ ◎初等家庭科内容論 

○中等家庭科教育法Ⅱ 

◎中等家庭科教育法Ⅲ 

◎ 調理学基礎 

○食生活論 

 

 

 

 

◎住居学概論 
 

○現代家族論 

家事労働論 

家族とｼﾞｪﾝﾀﾞｰ 

 

 

 

3 年 

◎教育実習 ◎初等家庭科教育法 

初等家庭科の内容と実践 

〇中等家庭科教育法Ⅳ 

中等家庭科の内容と実践 

家庭科教育学演習Ⅰ 

家庭科教育学演習Ⅱ 

調理学応用 

食物学演習 

〇被服環境学 

被服構成学応用 

被服学演習 

 家庭経営学演習 ○親子関係学 

保育学演習 

4 年 ◎教育実習 

◎教職実践演習 
卒 業 研 究 
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介護等体験

大学入門ゼミ

初等家庭科教育法

初等家庭科内容論

食生活について
食物学概論 食品衛生管理学

食生活論
調理学（基礎・応用）

食物学演習
保育・養育について

保育学
親子関係学 保育学演習

家族・家庭経営について
家庭経営学概論 現代家族論
家事労働論 家族とジェンダー

家庭経営学演習

住生活について
住居学概論 住居環境学

教育実習（小学校）Ⅰ/Ⅱ

教育実習（中学校）Ⅰ/Ⅱ

教職実践演習

中等家庭科教育法
Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ

家庭科教育学演習
Ⅰ/Ⅱ

家庭選修コースツリー

教職実践教育 教科教育法 教科内容論

教
育
実
践
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

衣生活について
被服学概論 被服環境学
被服構成学（基礎・応用）

被服学演習

初等家庭科の内容と実践・中等家庭科の内容と実践

卒業研究【家庭科教育学、食物学、被服学、家庭経営学、保育学、住居学】

教育実習指導Ⅰ/Ⅱ
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特別支援教育コースのカリキュラム構造図 

 

教育目標・内容 

 学校には特別な働きかけを必要としている子どもたちがいる。特別支援学校教育コースではそのような子どもたちのニーズにこたえて、

様々な障害のある子どもたちを支援する教員を養成することを目的とする。障害のある子どもたちに対する教育的側面だけでなく、心理的な

特徴やからだの仕組み・機能についても多角的に学ぶ。 

 

カリキュラム 

 特別支援学校教育コースのカリキュラムでは，主に知的障害領域を中心に学ぶ。1 年生で基本事項を学び，2 年生から特別支援教育に関わ

る様々な側面について専門的なことを学ぶ。3 年生では，特別支援学校での教育実習に向けて，附属特別支援学校と連携・協力し，指導法に

関わる演習や実技に取り組み，実習への準備を進める。また，卒業研究に向けて，各研究領域に分かれてテーマ設定に向けた演習に取り組む。

4 年生では，教育実習と卒業研究に取り組む。 

 

カリキュラム構造図の解説 

 科目区分は特別支援学校教諭免許状を取得するための区分を示している。 

 

4 年 特別支援学校での教育実習  卒業研究 

3 年 特別支援教育原論 知的障害児の生

理・心理 

知的障害児の心理 

障害児のアセスメ

ント 

     

2 年  知的障害児の生理

機能評価表 

 病弱児の心理・生

理・病理 

病弱児の教育方法 

聴覚障害児の心

理・生理・病理 

聴覚障害児の理解

と支援 

感覚障害児の教育

方法 

  

1 年   肢体不自由児の心

理・生理・病理 

肢体不自由児の教

育方法 

  発達障害児教育概

論 

重度重複障害児教

育論 

障害児教育総論 

科 目

区分 

 

基礎理論 

知的障害 肢体不自由 病弱 聴覚障害 LD・重複等 その他 

特別支援教育領域 免許状に定められている領域以外の科目 
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大学入門ゼミ

障害全般について学ぶ

障害児教育総論

障害児教育の歴史や制度について学ぶ

特別支援教育原論

知的障害ついて学ぶ

《教育実践》

障害児のアセスメント

知的障害児教育実践論

知的障害について学ぶ

《理論》

知的障害児の教育方法

知的障害児の生理・病理

知的障害児の心理

知的障害児の生理機能評価法

教育実習
特別支援学校での実習
／小学校での実習

特別支援教育や各種障害について研究する

特別支援教育課題研究／障害児教育学演習・知的障害児指導法演習・知的障害児
心理演習など

卒 業 研 究これまでの学びを振り返る
教職実践演習

多
様
な
障
害
に
つ
い
て
学
ぶ 肢体不自由について学ぶ

肢体不自由児の教育方法

肢体不自由児の生理

病弱について学ぶ

病弱児の教育方法

病弱児の心理・生理・病理

視覚障害・聴覚障害について学ぶ

聴覚障害児の理解と支援

感覚障害児の教育方法

感覚障害児の生理機能評価法

重度重複障害やLD等について学ぶ

重度重複障害児教育論

発達障害児教育概論

特別支援教育コース コースツリー
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コミュニケーショ
ン・研究方法の習得

養護学・健康相談活動 看護学・医学 学校保健等
教職科目・保健科教育

等
養護実習・実習・教育実習

教職実践演習（保健科免許） 教育実習(中等/中/高)

保健福祉論 養護実習（高等学校）
養護実践指導

養護活動と関連法規 精神医学概論 保健学演習 養護実習(中学校）
学校保健行政 小児精神医学
学校ヘルスカウンセリング（隔年）

養護活動演習Ⅱ 精神保健 衛生学 道徳教育の理論と指導法 臨床医学・看護学臨床実習
健康相談活動 母性・小児系臨床医学・看護学 公衆衛生学 教育相談 養護実習(小学校）

感覚系臨床医学・看護学 小児・思春期保健学 教育の制度と経営

保健科教育法Ⅳ
養護活動演習Ⅰ 学校救急看護実習 教育の方法と技術 養護実習指導Ⅰ

学校環境衛生 学校救急看護演習Ⅰ 保健科教育法Ⅲ 養護実習指導Ⅱ

内科系臨床医学・看護学

外科系臨床医学・看護学

栄養学

養護実践論 臨床医学概論 学校保健概論 教育課程論

学校看護学実習 生徒指導の理論と方法

学校救急看護 保健科教育法Ⅱ

免疫学Ⅱ

薬理学

知的障害児の生理・病理

養護学概論 解剖生理学概論Ⅱ 教育心理学

免疫学Ⅰ 特別な支援を必要とする子
どもの理解と支援
保健科教育法Ⅰ

大学入門ゼミ 解剖生理学概論Ⅰ 教育原理

学校看護学概論 教職概論

生化学

＊教育の目標
  成長発達する子どもの健康を護り、支援するという「養護」を追求し続け、自己研鑽をはかる養護教諭の養成を目的とします。

＊カリキュラム

2年 教育実習指導Ⅱ

1年 教育実習指導Ⅰ

　養護教諭養成課程のカリキュラムでは、1年生で基本的な事項を学び、2年生からより専門的に学んでいきます。1年次は、子どもたちの健康課題
及び養護教諭の現状等基礎的な事項を学びます。2年生では、養護活動に加えて医学、看護の基礎を学び、3年での養護実習等に向けて実習や演習
に取り組み、実習への準備を進めます。3年生では、小学校、中学校、病院での実習をとおして、養護教諭の職務や学校教育を理解し、実習と大学
での講義を有機的につないでいきます。また、「教科教育法」の履修により他教員との協働関係を見通し、保健教育を推し進める力をつけます。4
年生では、教育帰省（教科保健）や各自興味のあるテーマを設定し研究に取り組みます。

養護教諭養成課程のカリキュラム構造図（2020）

4年

卒業研究

教職実践演習（養護教諭免許）

3年

総合的な学習の時間の指
導法と特別活動論
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教育実習（中等/中/高）

大学入門ゼミ「養護教諭論」

解剖生理学概論Ⅰ/ Ⅱ
免疫学Ⅰ/ Ⅱ 

薬理学

衛生学
公衆衛生学
保健学演習教育実習指導Ⅰ/Ⅱ

養護実習指導Ⅰ/Ⅱ
養護実習（小学校/中学校）

養護実習（高等学校）
養護実践指導

教職実践演習（養教/保健） 保健科教育法Ⅰ/ Ⅱ / Ⅲ / Ⅳ

養護教諭養成課程コースツリー

卒業研究

教職実践教育 専門教育（養護） 専門教育（基礎）

養護学概論
養護実践論
健康相談活動
養護活動演習Ⅰ/ Ⅱ 

養護活動と関連法規
学校ヘルスカウンセリング

※初等/中等教育実践力

養成プログラム

臨床医学概論
学校看護学概論
学校看護学実習
学校救急看護
学校救急看護実習
内科系臨床医学・看護学
外科系臨床医学・看護学

母性・小児系臨床医学・
看護学

感覚器系臨床医学・看護
学

介護等体験

臨床医学・看護学臨床実習

※養護教育実践力
養成プログラム

学校インターンシップ

学校保健概論
学校環境衛生
学校保健行政

栄養学

精神保健
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Ⅵ　資格に関する科目の対応表
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単位 単位 所用単位

生涯学習概論 ２ ２ ２

博物館概論 ２ ２ ２

博物館経営論 ２ ２ ２

博物館資料論 ２ ２ ２

博物館資料保存論 ２ ２ ２

博物館展示論 ２ ２ ２

博物館教育論 ２ ２ ２

博物館情報・メディア論 ２ ２ ２

１

１

１

２

２

２

２

２

２

２

所要単位

２

２

２

２

２

学芸員

考古学

２つ以上の
区分から

合計８単位

美術史
選
択
科
目

歴
史
系
・
美
術
系

文化史

法令に規定する科目・単位 本学における対応科目・単位

博物館実習 ３ ３

科目

博
物
館
に
関
す
る
科
目

授業科目

生涯学習論

楽しい博物館－MUSEUM入門－

博物館学Ⅱ（経営論）

博物館学Ⅲ（資料論）

文化財保存と博物館

博物館学Ⅳ（展示論）

博物館学Ⅰ（教育と理念）

情報メディアと博物館

民俗学

本学における対応科目・単位学校図書館司書教諭講習科目

学校図書館司書教諭

注１）本学部では、歴史系・美術系のコースが用意されている。

注２）博物館実習Ⅱを履修するには、「博物館実習Ⅱ」及び「博物館学Ⅲ（資料論）」を除くすべて

　　　の「博物館に関する科目」と「選択科目」２科目以上８単位を修得しておかなければならない。

美術館ワークショップ実習

博物館実習Ⅰ

博物館実習Ⅱ

茨城の歴史と文化

ヨーロッパの歴史と文化

情報メディアの活用

授業科目

学校経営と学校図書館

学校図書館メディアの構成

学習指導と学校図書館

読書と豊かな人間性

情報メディアの活用

２

２

単位

２

２

２

科目名

学校経営と学校図書館

学校図書館メディアの構成

学習指導と学校図書館

読書と豊かな人間性

美術史Ⅰ

美術史Ⅱ

考古学特講

民俗学特講Ⅰ

民俗学特講Ⅱ
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対　応　科　目 所用単位

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● ●  身体活動（コンディショニング） １

●

●

● ●  スポーツ心理学 １

● ●  スポーツ栄養学 １

● ●  スポーツ医科学 ２

● ●  テーピング・マッサージ １

●

●

●

●

公認スポーツ指導者（２０２０以降入学者用）

公認スポーツ指導者養成講習会カリキュラム 本学における対応科目・単位

講　習　科　目

第
１
章
　
コ
ー

チ
ン
グ
を
理
解
し
よ
う

１．コーチングとは

●  体育学概論 ２

２．コーチングに求められる役割

３．コーチに求められる知識とスキル

４．対他者力を磨こう

５．対自己力を磨こう

６．スポーツの意義と価値

７．スポーツの価値を守るスポーツ権

５．スポーツと栄養

６．スポーツに関連する医科学的知識

●  コーチング論Ⅰ ２

９．暴力ハラスメントの根絶

10．スポーツのインテグリティー

11．ｽﾎﾟｰﾂの事故におけるｽﾎﾟｰﾂ指導者の法的責任

12．スポーツ仲裁

13．スポーツ倫理

14．時代をリードするコーチング

８．ｽﾎﾟｰﾂの自治－ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽとｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ－

●  トレーニング法 ２
３．スキルのトレーニング

４．心のトレーニング

２
４．障害者スポーツ

　本学教育学部では共通科目Ⅲまで免除できる（カリキュラム上，共通Ⅰまたは共通Ⅱまでの免除は不可）

７．アンチドーピング

現
場
・
環

境

に
応
じ
た

コ
ー

チ
ン

１．コーチング環境の特徴
●  コーチング論Ⅱ ２

２．ﾊｲﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽｽﾎﾟｰﾂにおける今日的なｺｰﾁﾝｸﾞ

３．スポーツ組織のマネジメント
●  体育学概論

第
２
章
　
グ
ッ

ド

コ
ー

チ
に
求
め
ら

れ
る
医
科
学
知
識

１．ｽﾎﾟｰﾂﾄﾚｰﾆﾝｸﾞの基本的な考え方と理論体系

２．体力のトレーニング
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Ⅶ　オフィスアワー一覧
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教育学部 （５０音順）

E-mail 研究室℡

@vc.ibaraki.ac.jp
029-228-
△△△△

青 島 政 之 水　　　２講時 Ａ３１５ masayuki.aoshima.pc 8663

青 田 庄 真 木　　　３講時 Ａ５０５ shoma.aota.zm74 8285

青 栁 直 子 水　　　１講時 Ｂ４１３ naoko.aoyagi.cr 8662

秋 葉 桃 子 木　　　２講時 Ｃ４０９ momoko.akiba.uv40 8243

阿 部 信一郎 木　　　３講時 Ａ３１４ shin-ichiro.abe.howling 8446

新 井 英 靖 月　　　３講時 Ａ５０７ hideyasu.arai.310 8289

新 谷 崇 木　　　３講時 Ａ５１７ takashi.araya.77 8219

井 口 亜 希 子 火　　　２講時 Ａ５０８ akiko.iguchi.um26 8293

池 庄 司 規 江
前学期　　火　３講時
後学期　　木　１講時

Ａ２１４ norie.ikeshoji.nl 8222

石 井 純 一 水　　　２講時 Ａ２２７ junichi.ishii.fu87 8538

石 島 恵美子 木　　　昼休み Ｃ２０３ emiko.ishijima.ei 8665

石 田 修 水　　　２講時 Ａ５１０ osamu.ishida.jk33 8288

石 原 研 治 水　　　２講時 Ｂ４１２ kenji.ishihara.phd 8300

伊 藤 孝 火　　　２講時 Ａ３０１ takashi.ito.geo 8268

猪 瀬 宝 裕 水　　　３講時 Ａ２０５ takahiro.inose.pf68

今 泉 友 里 水　　　昼休み Ａ４０１ yuri.imaizumi.yama 8417

岩 佐 淳 一 月　　　昼休み Ｂ４０４ junichi.iwasa.mchn521 8320

上 地 勝 火　　　４講時 Ｄ２０３ masaru.ueji.he 8477

臼 坂 高 司 木　　　５講時 Ｃ２０７ takashi.usuzaka.tech 8272

打 越 正 貴 水　　　昼休み Ａ４１５ masaki.uchikoshi.edu 8307

梅 津 健一郎 前学期 月４講時   後学期 月３講時 Ｄ３０７ kenichiro.umezu.math 8226

大 津 展 子 水　　　昼休み Ｄ２０４ nobuko.otsu.1008 8259

大 西 有 月　　　１講時 Ｃ２０６ tamotsu.onishi.tech 8274

荻 原 文 弘 火      ２講時 Ｄ３０６ fumihiro.ogihara.mathedu 8224

小 口 祐 一 火      ５講時 Ｄ３０１ yuichi.oguchi.mathedu 8433

生 越 達 木　　　３講時 Ａ４１２ toru.ogose.heidegger 8313

甲 斐 教 行
前学期　　水　３講時
後学期　　木　４講時

Ｃ１０７ noriyuki.kai.nrykai 8254

片 口 直 樹 月　　　１講時 Ｃ１０９ naoki.kataguchi.painting 8253

勝 本 真 水　　　５講時 Ｄ２０６－１ makoto.katsumoto.33 8264

加 藤 崇 英
前学期　　火　３講時
後学期　　木　３講時

Ａ４０４ takahide.kato.365 8310

加 藤 敏 弘 火　　　昼休み 人文Ｃ６０４ toshihiro.kato.bsk 8266

金 久 保 響 子

上 栗 伸 一 金　　　３講時 Ａ３０２ shin-ichi.kamikuri.millefeuille 8238

神 永 直 美
前学期　　木　 ２講時
後学期　  木　 ３講時

Ａ４０７ naomi.kaminaga.kmmt 8337

川 路 智 治 木　　　２講時 Ｃ２１０ tomoharu.kawaji.pq19 8271

君 塚 淳 一 火　　　５講時 Ａ５０３ junichi.kimizuka.kimi616 8287

木 村 勝 彦
前学期　　月　４講時
後学期　　火　４講時

Ａ５１５ katsuhiko.kimura.kachiyu 8216

工 藤 雄 司 木　　　２講時 Ｃ２０８ yuji.kudo.tech 8270

栗 原 博 之 月　　　12:30～13:00 Ｄ３０３ hiroyuki.kurihara.math 8229

郡 司 晴 元 月　　　４講時 Ａ４１９ harumoto.gunji.365 8442

古 池 雄 治 水　　　昼休み Ｂ４０８ yuji.koike.md 8295

令和６年度オフィスアワー一覧表

教 員 名
オフィスアワー
（曜日・講時）

研究室
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E-mail 研究室℡

@vc.ibaraki.ac.jp
029-228-
△△△△

教 員 名
オフィスアワー
（曜日・講時）

研究室

向 野 康 江 月　　　１講時 Ｃ１０４ yasue.kohno.407 8250

小 口 あ や 月　    ４講時 Ｃ１０５ aya.koguchi.art 8255

五 島 浩 一 火　　　２講時 Ａ２２６ kouichi.gotou.36 8326

小 林 伸 彦 木　    １講時 Ａ２１８ nobuhiko.kobayashi.jh15 8267

小 林 英 美 月　　  ３講時 Ａ５０２ hidemi.kobayashi.phd 8284

齋 木 久 美 水　　　２講時 Ｄ４０５ kumi.saiki.9331 8213

齋 藤 英 敏 火　　　4講時 Ａ５０１ hidetoshi.saito.cldwtr 8283

齋 藤 芳 徳 木　　　昼休み（12:30～13:00） Ｂ４０１ yoshinori.saito.4401 8316

榊 守 月　　　１講時 Ｃ２０９ mamoru.sakaki.exp1 8269

佐々木 忠 之 火　    ３講時 Ｂ３０５ tadayuki.sasaki.mito 8319

坂 本 達 也 Ａ４０９

佐 藤 邦 政
前学期　　月　昼(12:30-13:00)
後学期　　木　昼(12:30-13:00)

Ａ５１９ kunimasa.sato.np11 8294

佐 藤 環 月　　　昼休み Ａ４０８ tamaki.satou.spitfire 8303

佐 藤 裕紀子 金　　　３講時 Ｃ３０７ yukiko.sato.frm 8281

篠 田 明 音 月　　　昼休み（12:30～13:00） Ａ２１５ akane.shinoda.marron 8258

島 剛
前学期　　金　５講時
後学期　　木　４講時

Ｃ１１０ tsuyoshi.shima.prof 8251

島 田 裕 之 火　　　２講時 Ｃ１０６ hiro1957 8257

勝 二 博 亮 月　　　昼休み Ａ５１１ hiroaki.shoji.m 8291

昌 子 佳 広 火　　　２講時 Ｄ４０２ yoshihiro.shoji.1965 8211

杉 本 憲 子
前学期　　木　３講時
後学期　　火　11:50～12:40

Ａ４１１ noriko.sugimoto.ns 8312

鈴 木 一 史
前学期　　金　２講時
後学期　　木　２講時

Ｄ４０４ kazufumi.suzuki.edu 8210

鈴 木 稔 木　　　４講時 Ａ２１６ minoru.suzuki.eb66 8322

鈴 木 裕 也 火　　　２講時 Ｄ４０６   yuya.suzuki.nd30 8212

髙 野 貴 大 火　　　４講時 Ａ４１４ takahiro.takano.hj26 8315

瀧 澤 利 行
前学期　　火　３講時
後学期　　水　２講時

Ｂ４０９ toshiyuki.takizawa.1298 8323

竹 下 智 美 水　　　12:00～13:00 Ｂ４１１ tomomi.takeshita.5281 8298

田 中 宏 明 火　　　５講時 Ｃ４０７ hiroaki.tanaka.piano 8248

谷 川 佳 幸 木　　　２講時 Ｃ４０６ yoshiyuki.tanigawa.tenore 8246

田 原 敬 月　　　昼休み Ａ５１２ kei.tabaru.k 8292

千 葉 真由美
前学期　　金　２講時
後学期　　火　２講時

Ａ５１８ mayumi.chiba.8218 8218

富 樫 泰 一 水　　　昼休み Ｄ２０３ taiichi.togashi.mr 8476

永 尾 敬 一 水　　　２講時 Ａ３０８ keiichi.nagao.phys 8236

中 嶋 哲 也 金　　　昼休み Ｄ１０３ tetsuya.nakajima.anthropology 8262

棗 田 孝 晴 木      ２講時 Ａ３０７ takaharu.natsumeda.ecol 8233

西 川 陽 子 金　　　５講時 ⇒ 水・昼休み Ｃ３０４ yoko.nishikawa.3 8282

野 崎 英 明 月　　　４講時 Ｃ２１１ hideaki.nozaki.tech 8275

野 津 雄 太
前学期　　火 　３講時
後学期　　火　 ４講時

Ｃ４０８ 8242

野 中 美津枝 木　　　昼休み Ｃ３０８ mitsue.nonaka.edu 8278

長 谷 川 眞 人 木      ２講時 Ａ２１７ masato.hasegawa.cx83 8265

土 方 郁 美 Ｂ４１０

細 川 美由紀 月　　　昼休み Ａ５０９ miyuki.hosokawa.299 8290

松 岡 憲 知
前学期　　火　1講時
後学期　　火　2講時

Ａ５２１ norikazu.matsuoka.np60 8220

松 村 初 金　　　昼休み Ｄ３０２ hajime.matsumura.math 8231
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E-mail 研究室℡

@vc.ibaraki.ac.jp
029-228-
△△△△

教 員 名
オフィスアワー
（曜日・講時）

研究室

松 村 好 恵
前学期　　火 　５講時
後学期　　金　 ３講時

Ａ５２０   yoshie.matsumura.vb33 8221

宮 﨑 尚 子
前学期　金　２講時
後学期　木　３講時

Ｄ４０８ naoko.miyazaki.edu 8215

宮 本 浩 紀 月　　　３講時 Ａ４１０ hiroki.miyamoto.akane 8308

宮 本 直 樹 木　　　昼休み(12:20~13:10) Ａ４１８ naoki.miyamoto.se 8232

三 輪 壽 二 月　　　昼休み Ａ４０５ syuji.miwa.0326 8532

村 山 朝 子 火　　　５講時 Ａ５１６ tomoko.murayama.725 8223

安 原 正 貴 火　　　昼休み Ａ５０４ masaki.yasuhara.flower 8286

山 口 哲 人
前学期　　火　４講時
後学期　　火　５講時

Ｃ４０５ akihito.yamaguchi.music 8244

吉 井 豊 火　　　２講時 Ｄ３０８ yutaka.yoshii.6174 8225

吉 野 聡 水　　　昼休み Ｄ２０５ satoshi.yoshino.615 8260

李 満 紅
前学期　　火　12：30～13：00
後学期　　木　4講時

Ｄ４０７ manhong.li.cd74 8214

渡 邊 將 司 月　　　昼休み Ｄ２１０ masashi.watanabe.1978 8453

渡 部 玲二郎 木　　　２講時 Ａ４０２ reijirou.watanabe.psy 8302
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Ⅷ　プラスIプログラム

「令和6年度大学共通教育履修案内（基盤教育・プラスIプログラム）」P,61参照
　　※全学教育機構HPに記載
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　　 Ⅸ　ナンバリング
　　　　　　学問分野コード
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学問分野コード・教育プログラムコード一覧
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学問分野コード・教育プログラムコード一覧
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学問分野コード・教育プログラムコード一覧
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学問分野コード・教育プログラムコード一覧
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